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R6.06.04 
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R7.1.15 
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 はじめに 

本マニュアルは、Open-Xedge（SIP4D 利活用システム）のセットアップ方法について説

明をまとめたものであり、自治体の技術担当者様向けに作成されている。 

本システム Open-Xedge は『ｅコミマップ』をＧＩＳエンジンとして、ユーザインター

フェースを構築するシステムとなっている。このためＧＩＳ情報を管理する『マスタマッ

プ』の設定等の操作はｅコミマップ管理画面から行う。 

 

 Open-Xedge のセットアップ 

Open-Xedge は、「設定画面説明」にて説明した様々な設定情報を登録することで、平

常時・災害時や利用者（自治体等）ごとの固有の特性（体制や部署構成、災害時の動き方

等）に合致した利用者画面を構成できるようになる。 

 

また、「e コミマップのセットアップ」にて説明したマップや地物を事前登録情報（被

災想定結果（ハザードマップ）、避難所の配置及び諸元、緊急輸送道路など）として予め

入力しておくことで、災害対応業務に必要な情報を一元管理することが可能であり、官民

の各機関からリアルタイムで災害情報の取得を行い、状況把握と事態の推移の見通しを立

てることが出来るため、発災時に迅速かつ円滑に災害対応業務を行えるようになる。 

 

上記のように、Open-Xedge のセットアップは、柔軟に利用者画面を構成し、発災時の

迅速かつ円滑な災害対応業務のために重要な作業である一方、設定する項目も多岐に渡っ

ている。 

一から設定するのではなく、ダウンロードページにある推奨設定テンプレートファイ

ルを使って自治体をインポートし、それをベースにこの資料をもとに柔軟な設定を行う

ことを推奨する。自治体の作成方法については、インストールマニュアルの「5.自治体

の作成」を参照のこと。 
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 推奨環境 

Open-Xedge は下記のクライアント環境での使用を推奨する。 

 

⚫ ハードウェア 

下記の OSを搭載した PCの使用を推奨する 

◼ Microsoft Windows 10 以降 

 

⚫ ソフトウェア 

下記の Web ブラウザの使用を推奨する 

◼ MicrosoftEdge 

◼ Firefox 

◼ Google Chrome 
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 管理画面へのログイン方法 

管理画面にアクセスするには「http://サーバー名/SaigaiTask/admin/」の URL をブラウ

ザで開くと、下図の様なログイン画面が表示される。 

ログインユーザは２種類用意されており、災害時では班でログインし、平常時では課

でログインする。※システム管理者（admin）は災害時の班の方でログインする。 

また、班と課には複数の個人(構成員)を登録し管理することができる。 

 

  

図 3-1 ログイン画面 

表 3-1 ログイン画面の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  班名 班名を入力する。 システム管理 

②  パスワード入力エ

リア 

班名に紐づくパスワードを入力する。 admin 

③  言語コード ログイン後に表示する言語を指定する。  

○1  
○2  

○3  

http://サーバー名/SaigaiTask/admin/
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 管理画面のアクセス権限について 

管理画面は「システム管理者」と呼ばれる Open-Xedge 全体の設定管理を行うユーザの

ほかに、管理権限が与えられているユーザがアクセスすることができる。 

システム管理者は登録されている全自治体の設定の確認および変更を行うことができる。

また、Open-Xedge の基幹となるシステム設定(各種マスタ情報)を行うことができる。 

管理権限が与えられたユーザは、そのユーザが属している自治体に関する情報の設定お

よび確認を行うことはできるが、システム設定は行うことができない。また、管理画面に

ログイン時、システム設定に関する項目が表示されないようになっている。 

管理権限が与えられてないユーザは、管理画面にログインを行う際、権限がない旨が表

示され、管理画面にアクセスすることができない。 

以下に権限毎の操作概要を示す。 

 

表 3-2 権限毎の操作概要 

操作 概要 

権限 

システム管理

者 

管理権限を 

持つユーザ 
その他 

自治体設定 

自治体ごとのユーザ

管理や各種設定、表

示項目等の設定を行

う 

○ 
○ 

※１ 
× 

システム設

定 

各種マスタ設定を行

う 
○ × × 

※１ ただし、ユーザが属している自治体のみ設定の確認、変更が可能 
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 管理画面の基本構成 

 トップ画面 

管理画面の基本構成を下図に示す。 

 

 

図 4-1 トップ画面 

表 4-1 トップ画面の各名称及び概要 

番号 名称 概要 

①  ヘッダーエリア 「ログインユーザ名」「e コミマップへのリンク」が表示さ

れる。「ログインユーザ名」にカーソルを当てるとログアウ

トボタンが表示され、ログアウトボタンを押下するとログイ

ン画面に遷移する。「eコミマップへのリンク」を選択すると

eコミマップサイトへ画面が遷移する。 

②  メニューエリア 選択したメニューに対する情報を一覧で表示する。 

③  情報グリッド表示

エリア 

選択したメニューの設定画面を表示する。 

 

 

○1  

○2  ○3  
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 設定画面 

設定・管理メニューの一覧よりメニュー項目を選択した時に表示される設定画面を下

図に示す。 

 

 

図 4-2 設定画面 

表 4-2 設定画面の各名称と概要 

番号 名称 概要 

①  登録 詳細項目を登録するための詳細入力ダイアログが表示され

る。 

②  編集 登録済み詳細項目を編集するための詳細入力ダイアログが表

示される。 

③  削除 登録済み詳細項目を削除するための確認ダイアログが表示さ

れる。 

④  検索 検索ダイアログが表示される。 

⑤  更新 データの再読み込みを行う。 

⑥  コピー 登録済み詳細項目の情報をコピーし、それをもとに新たにデ

ータを作成する。 

⑦  表示順再附番 表示順を 10、20、30 と再附番します。 

 

編集ボタン押下時に表示されるダイアログについて、複数情報が登録されているとき、

右矢印または、左矢印にて選択状態を移動させることができる。 
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4.2.1. 削除ダイアログ 

設定画面より削除を行いたい対象の情報を指定し、削除ボタン押下時に下図のダイア

ログが表示される。但し、対象とする情報によってダイアログの名称は異なる。表示さ

れたダイアログの削除ボタン押下時に指定された情報の削除を行う。 

 

 

 

図 4-3 削除ダイアログ 

表 4-3 削除ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 

①  削除 開かれているダイアログが閉じ、対象の情報が削除される。 

②  キャンセル 開かれているダイアログが閉じ、削除処理が取り消される。 

  

○1  ○2  
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4.2.2. 検索ダイアログ 

設定画面の検索ボタン押下時に下図のダイアログが表示される。指定された列名を対

象にキーワード検索を行い、検索条件に一致する情報を表示させる。 

 

 

図 4-4 検索ダイアログ 

表 4-4 検索ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  検索対象の列名 検索対象とする列をドロップダウンリスト

から指定する。 

自治体 ID 

②  検索条件 検索条件をドロップダウンリストから指定

する。 

次に等しい 

③  キーワード入力エ

リア 

検索を行うキーワードを入力する。 ○○県○○市 

④  リセット 入力項目、選択項目を初期状態に戻す。ま

た、検索が行われている場合、表示されて

いるリストを初期状態に戻す。 

 

⑤  検索 検索を実行する。検索結果が設定画面の検

索ボタンが押下された階層の一覧に反映さ

れる。 

 

 

 

  

○1  ○2  ○3  

○5  ○4  
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 自治体セットアッパー 

自治体セットアッパーとは時系列化・災害類型統合など自治体全体に関係する機能や、

管理画面の設定を補助するためのツールなどを総称して自治体セットアッパーと呼ぶ。 

メニューエリアにある自治体セットアッパーのリンクを開くと、自治体セットアッパー

にアクセスできる。 

 

 設定のインポート 

自治体を作成する。自治体の作成方法については、インストールマニュアルの「5.自

治体の作成」を参照。 

自治体作成画面の、「設定のインポート」で、防災科学技術研究所より配布の推奨設定

ファイルを設定テンプレートで選択する。 

 

 

 自治体グループ 

自治体グループを作成する。自治体グループを作成すると、グループ内で災害情報の

管理、訓練の実施、メッセンジャー機能による情報のやり取りを実施することができる。 

親の自治体が削除された場合、グループは削除される。子の自治体が削除された場合、

その自治体グループの所属が解除される。 
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図 5-1 自治体グループ一覧 

 

5.2.1. 自治体グループを追加する 

「グループの追加」ボタンをクリックすると自治体グループ登録画面に遷移する。 

こちらの画面では、自分を親組織とした自治体グループを追加する。 

自治体グループ情報を入力後、「保存」ボタンをクリックして登録する。 
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図 5-2 自治体グループ登録画面 

 

5.2.2. 自治体グループを編集する 

自分が親のグループが存在する場合、自治体グループ一覧に「編集」ボタンが表示さ

れる。 
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「編集」ボタンをクリックすると、自治体グループ編集画面に遷移する。 

自治体グループ情報を入力後、「保存」ボタンをクリックして登録する。 
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5.2.3. 自治体グループの削除する 

自分が親のグループが存在する場合、自治体グループ一覧に「削除」ボタンが表示さ

れる。「削除」ボタンをクリックすると、自治体グループが削除される。 

 

 

 ユーザ・メニュー階層の設定 

自治体をインストールすると、ユーザ・メニュー階層を利用することが出来る。 

ユーザごとに、メニューの階層、メニューの順番、表示秘法を指定することが出来る。

表示するメニューにはチェックボックスを入力し、表示順を入力する。削除する場合は、

チェックボックスを外し、「保存」ボタンをクリックして登録する。 
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 時系列化 

マップ・レイヤーを時系列変換する。マップ一覧の時系列レイヤ変換にはマスターマ

ップレイヤに未変換のレイヤがあれば未変換と表示される。 

 

時系列変換することで、利用者画面に履歴ボタンが表示され、タイムスライダーによ

ってレイヤの履歴を確認することができる。なお、履歴表示時には、情報の更新が制御

される。 

時系列化する。 
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 災害類型統合化 

システム Ver.2.0 前では地震・津波災害、地震災害、水土砂災害、火山災害の災害類型

によってシステムが分かれていたが、システム Ver.2.0 で災害類型が統合化され、一つの

システムで複数の災害を扱うことができる。 

保存ボタンを押すと災害類型が統合化される。 

 

編集ボタン 

表示する時間を指定

する。 
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 ウィザード 

テンプレートなタスク、サブタスク、メニューを設置することができる。(テンプレ

ートについては 6.1.2.4 を参照すること。) 

 

5.6.1. メニューの追加 

本機能から追加したメニューは「追加情報」タブの下に作成される。ウィザード機能

を使用するごとに、サブタスクが追加される。なお、ウィザード機能から設置されたタ

スク、サブタスク、メニューは災害に紐づいているため、災害を終了すると削除される。 

 
 

 人口インポート 

地図画面の距離、面積の計測で人口と世帯数を表示するためのデータをインポートす

る。計測機能については「ユーザマニュアル 2.4.3.4 距離、面積の計測」を参照する。 

統計テキストデータ、境界 Shape データをアップロードすると、人口メッシュレイヤ

が自動で作られる。 

追加情報タブにメニュ

ーを追加する 

追加するメニューの

名称を入力する 

メニューを追加する

災害を選択する 
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図 5-3 人口インポート 

  

人口メッシュレイヤを

作成する。 

統計テキストデータ、境界 Shape データ

をダウンロードするページへ移動する。 
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5.7.1. ダウンロードページからデータをダウンロードする 

ダウンロードページからデータをダウンロードする方法を説明する。 

 

人口と世帯数の計算には 500m メッシュを用いること。（250ｍメッシュ、1km メッ

シュは対象外） 

また、2010 年の国勢調査のみ動作確認しており、2015 年の国勢調査ではデータ項目

が変更されているためアップロードできないことに注意すること。 

 

 統計データダウンロード 

ダウンロードページを開き、「統計データダウンロード」を選択する。 

 

 

政府統計名のリストから「国勢調査」を選択する。 
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2010年の 4次メッシュのみ対応しているため国勢調査のリストから「2010年」->「4

次メッシュ(500m メッシュ)」->「男女別人口総数及び世帯総数」を選択する。 

 

 

対象地域の「CSV」をクリックし、統計データをダウンロードする。 
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 境界データダウンロード 

ダウンロードページを開き、「境界データダウンロード」を選択する。 

 

 

「4 次メッシュ(500m メッシュ)」を選択する。 
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データ形式一覧から「世界測地系緯度経度・Shape 形式」を選択する。 

 

 

対象地域の「世界測地系緯度経度・Shape 形式」をクリックし、統計データをダウン

ロードする。 
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5.7.2. 人口メッシュレイヤを作成する 

レイヤを自動で新規作成する場合は、人口インポートツールのレイヤ ID は空欄にし

ておくこと。レイヤ ID を入力した場合はそのレイヤに地物の追加を行う。 

「ダウンロードページからデータをダウンロードする」でダウンロードした統計デー

タを解凍したものをアップロードし、境界データは ZIP 形式のままアップロードし、

「送信」をクリックする。 

 

図 5-4 人口メッシュレイヤの作成 

 

 訓練マップ設定 

災害用マスターマップから訓練用マスターマップを作成する。災害用マスタマップか

ら全レイヤを複製して作成または、一部のレイヤのみを本番用マスタマップから訓練用

マスタマップに複製することができる。 

 

5.8.1. 本番用マスターマップから訓練用マスターマップの作成 

 訓練マップ設定画面にて「訓練マップ作成」をクリックすると、訓練マップの作成方法の

確認ダイアログを表示する。 

①レイヤ ID を入力する。 

③境界 Shapeデータ(zipファ

イル)をアップロードする。 

④人口メッシュレイヤ

を作成する。 

②統計テキストデータ(txt ファイ

ル)をアップロードする。 
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  訓練マップの作成については下記の動作となる 

⚫ 最新データのみ複製・・・本番用マスターマップに登録されているデータを含

めて訓練用マスターマップを作成する 

⚫ データを空の状態で複製・・・本番用マスターマップに登録されているデータ

は含めず、レイヤ情報のみコピーして訓練用マスターマップを作成する 

  「訓練マップの作成」をクリックすると、上記の通りの訓練用マスターマップを作成する。 

  訓練用マスターマップが作成されると、画面上に訓練マスターマップレイヤ一覧が表示され

る。 
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5.8.2. 任意のレイヤをマスターマップに上書き更新 

 マスターマップレイヤ一覧の「最新データのみ複製」、「データからの状態で複製」をクリ

ックすると、任意のレイヤを訓練用マスターマップに上書き更新することができる。  
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5.8.3. 訓練用マスターマップの上書き 

 既に訓練用マスターマップが作成済みの状態で、訓練用マスターマップを作成しようとす

ると、ダイアログに注意書きが表示される。 
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 新たに作成したマップが訓練用マスターマップとなり、古い訓練用マスターマップはマスター

マップの権利を失う（マップ自体は残す） 
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 設定画面説明 

 設定・管理メニュー(自治体) 

設定・管理メニュー(自治体)は、システム管理者及び、管理権限が与えられたユーザ

が設定を行うことができる。以下に、各メニューでの基本操作について説明する。 

6.1.1. ログイン 

本項では、ユーザの追加、編集、削除、権限変更を行う「ユーザ」画面について説明

する。 

 班 

自治体>ログイン>班を選択すると下図のような画面が表示される。班情報が登録さ

れている場合はその情報が一覧で表示される。この画面では、Open-Xedge にアクセス

するユーザの追加、編集、削除、権限変更等の設定を行うことができる。 

 

図 6-1 班画面 
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（1） 班情報の編集 

Open-Xedge では、ユーザは「本部」「総務担当」等の部署名で登録され、このユー

ザのことを「班」として管理している。以下ではこの班情報の新規作成、編集、削除、

検索、コピーについて説明する。 

 

1） 班情報を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・班情報ダイアログが表示される。 

 

 

  

図 6-2 登録ボタン>追加・班情報ダイアログ 

   

登録ボタン 

「*」は必須入力項目 

追加・班情報ダイアログが表示される 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-1 追加・班情報ダイアログの各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID 班が所属する自治体をドロップダウンリス

トから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  班名 班名を入力する。災害時のログインＩＤに

なる。 

総括班（防災

危機管理課） 

③  ログインパスワー

ド 

利用者画面及び、管理画面に入るためのパ

スワードを設定する。 

password 

④  e コミマップのア

カウント 

eコミマップで設定したアカウントを設定す

る。 

user 

⑤  管理権限 管理権限をドロップダウンリストから設定

する。詳細は下記 A)を参照。 

true 

⑥  本部権限 本部権限をドロップダウンリストから設定

する。詳細は下記 B)を参照。 

true 

⑦  ホーム(WKT) 地図の初期表示位置を WKT で設定する。 POLYGON(( 

136.71 

35.33,137.09 

35.33,137.09 

34.94,136.71 

34.94,136.71 

35.33)) 

⑧  地図へ 地図の初期表示位置を WKT で設定する地図

画面を開く。 

 

⑨  解像度(デフォル

ト 0)(目安) 

地図の初期表示縮尺を設定する。 0 

⑩  班名カナ(コモン

ズ発信作成組織情

報) 

コモンズの発信作成組織情報としてカタカ

ナで班名を入力する。 

ソウカツハン 

⑪  電話番号(コモン

ズ発信作成組織情

報) 

コモンズの発信作成組織情報として電話番

号を入力する。 

01-2222-3333 

⑫  FAX 番号(コモンズ

発信作成組織情

報) 

コモンズの発信作成組織情報として FAX 番

号を入力する。 

01-2222-4444 

⑬  E メールアドレス コモンズの発信作成組織情報として commons@comm
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(コモンズ発信作

成組織情報) 

Eメールアドレスを入力する。 ons.co.jp 

⑭  住所(コモンズ発

信作成組織情報) 

コモンズの発信作成組織情報として住所を

入力する。 

○○県○○市 

⑮  ドメイン(コモン

ズ発信作成組織情

報) 

コモンズの発信作成組織情報としてドメイ

ンを入力する。 

domain.co.jp 

⑯  検索文字列   

⑰  ロゴ画像ファイル システムの左下に表示するロゴ画像のファ

イルパスが表示される 

/images/logo

/16/ban_nied

.png 

⑱  ロゴ画像ファイル

アップロード 

システムの左下に表示するロゴ画像をアッ

プロードする。 

ban_nied.png 

⑲  メタデータ更新通

知 

True の場合、地図画面でメタデータ更新通

知を表示する。Falseの場合は通知しない。 

 

⑳  備考 備考欄。 （なし） 

21  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用

者画面で班一覧が表示されるとき、上位に

表示される。 

1 

㉑ 有効・無効 班情報の有効・無効をドロップダウンリス

トから設定する。 

有効 

㉒ 保存 各項目に設定された値が登録される。  

㉓ キャンセル 追加・班情報ダイアログが閉じる。  

 

 管理権限について 

管理権限は、Open-Xedge の管理画面にアクセスして、閲覧・編集できるかの制限

を行う。true/false で管理を行っており、true の場合は、管理画面にアクセスし、

閲覧・編集を行うことができる。false の場合は、管理画面にアクセスすることが

出来ず、管理画面のログイン時に権限が無い旨のメッセージが表示される。 

 

 本部権限について 

本部権限は本部固有の機能である、本部の設置/廃止、体制発令/移行/解除、避

難発令、本部会議録、被災状況、集計の機能を使用できるかの制限を行う。

true/falseで管理を行っており、trueの場合は、本部固有の機能を利用することが

出来る。 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が保

存され、班情報一覧にデータが新規追加される。 
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2） 班情報を編集する 

編集を行いたい班情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・班情報ダイ

アログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択された班情報のデータ

が設定されている。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

 API キーについて 

班情報の編集から危機管理アシスト(Open-Xedge スマートフォンアプリケーショ

ン)を利用するための API キーを発行することができる。 

「再発行」をクリックすると API キーが新たに生成され、以前の APIキーが使用

できなくなる。「削除」をクリックすると、API キーが削除される。 

 

図 6-3 API キーについて 

 

3） 班情報を削除する 

データの削除を行いたい班情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・班情報ダ

イアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下時、対象の班情報

を削除することができる。削除・班情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 班情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに班の絞り

込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参照。 
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5） 班情報をコピーする 

登録済み班の情報をコピーし、それをもとに新たに班を作成することができる。 

コピー元となる班情報を選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・班情

報ダイアログが表示される。 

全コピーのチェックを入れると、「班」に紐づく「ユーザ情報」を含めてコピーを

行う。 

 

 

 

図 6-4 コピーボタン>レコードコピー・班情報ダイアログ 

 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに班が作成される。全

コピーにチェックを入れて保存ボタンを押下した場合、選択されている班情報の下位

の階層に登録されているデータをコピーして、班の作成が行われる。 

コピーボタン 

レコードコピー・班情報ダイアログ 

が表示される 
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（2） ユーザ情報 

登録されているユニット情報の下位の階層には、ユーザ情報が存在する。ユーザ情

報では、班に属している構成員の個人情報を管理することができる。以下にユーザ情

報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説明する。 

 

 

図 6-5 ユーザ情報 
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1） ユーザ情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・ユーザ情報ダイアログが表示される。 

 

 

 

 

図 6-6 登録ボタン>追加・ユーザ情報ダイアログ 

登録ボタン 

「*」は必須入力項

目 

追加・ユーザ情報ダイアログが表示される 

 

⑮ ⑭ 

⑬ 
⑫ 

⑪ 

⑩ 
⑨ 
⑧ 
⑦ 
⑥ 

⑤ 
④ 

③ 
② 
① 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-2 追加・ユーザ情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  班 ID ユーザ情報の班を選択する。 １ ： 総 括 班

（防災危機管

理課） 

②  ユニット ID 所属しているユニット（課）の IDが自動で割

り当てられる。 

 

③  職員番号など 職員番号などを記載する。 111 

④  名前 ユーザの名前を記載する。 防災 太郎 

⑤  役割 所属や役職などの役割を記載する。 課長 

⑥  電話番号 ユーザの(固定)電話番号を記載する。 000-000-0000 

⑦  携帯電話番号 ユーザの(携帯)電話番号を記載する。 090-090-0909 

⑧  メールアドレス (PC)メールアドレスを記載する。 tarou@aa.city

.jp 

⑨  携帯電話のメー

ルアドレス 

(携帯)メールアドレスを記載する。 090090@xx.net

.jp 

⑩  Push 通知用ト

ークン 

Push 通知用トークンを入力する。Android の

場合は、「 android: 」、 iPhone の場合は

「iphone:」とトークンの前につける。 

android:aaa00 

⑪  備考 備考欄。 （なし） 

⑫  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面でユーザ情報が表示されるとき、上位に

表示される。 

5 

⑬  有効・無効 ユーザ情報の有効・無効をドロップダウンリ

ストから設定する。 

有効 

⑭  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはユーザ情報一覧に表示される。 

 

⑮  キャンセル 追加・ユーザ情報ダイアログを閉じる。  

 

必須情報及び、任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が

保存され、ユーザ情報一覧にデータが新規追加される。 
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2） ユーザ情報を編集する 

編集を行いたいユーザ情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・ユー

ザ情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択されたユ

ーザ情報のデータが設定される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-2 を参

照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） ユーザ情報を削除する 

データの削除を行いたいユーザ情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・ユー

ザ情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下時、対象

のユーザ情報を削除することができる。削除・ユーザ情報ダイアログの詳細は 4.2.1

を参照。 

 

4） ユーザ情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにユーザ

情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） ユーザ情報をコピーする 

登録済みユーザ情報をコピーし、それをもとに新たにユーザ情報を作成すること

ができる。コピーボタンを押下するとレコードコピー・ユーザ情報ダイアログが表

示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-2 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにユーザ情報が作成

される。 

 

 課 

（1） ユニット情報の編集 

登録されている班情報の下位の階層には、ユニット情報が存在する。班に所属して

いる構成員をグループ単位で管理することができる。そのグループを管理するのがユ

ニット情報である。以下にユニット情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーにつ

いて説明する。 

 

 

図 6-7 ユニット情報一覧 
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1） ユニット情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・ユニット情報ダイアログが表示される。 

 

 

 

図 6-8 登録ボタン>追加・ユニット情報ダイアログ 

 

  

   

 

 

 

登録ボタン 

「*」は必須入力項

目 

追加・ユニット情報ダイアログが表示される 

⑯ 

⑮ 

⑭ 
⑬ 
⑫ 
⑪ 

⑩ 

⑨ 
⑧ 

⑦ ⑥ 

⑤ 
④ 
③ 

② 

① 

⑰

７ ⑱ ⑲ 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-3 追加・ユニット情報ダイアログの各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID 所属している班の ID が自動で割り当てられ

る。 

 

②  ユニット名 ユニット（課）名称を設定する。平常時の

ログインＩＤになる。 

総務課 

③  ログインパスワー

ド 

利用者画面及び、管理画面に入るためのパ

スワードを設定する。 

password 

④  e コミマップのア

カウント 

eコミマップで設定したアカウントを設定す

る。 

user 

⑤  管理権限 管理権限をドロップダウンリストから設定

する。詳細は 6.1.1.1 A)を参照。 

true 

⑥  ホーム(WKT) 地図の初期表示位置を WKT で設定する。 POLYGON(( 

136.71 

35.33,137.09 

35.33,137.09 

34.94,136.71 

34.94,136.71 

35.33)) 

 

⑦  地図へ 地図の初期表示位置を WKT で設定する地図

画面を開く。 

 

⑧  解像度(デフォル

ト 0)(目安) 

地図の初期表示縮尺を設定する。 0 

⑨  代表電話番号 ユニット代表者の連絡先を記載する。 000-000-0000 

⑩  FAX番号 ユニット代表者の FAX番号を記載する。 000-000-0000 

⑪  メールアドレス ユニット代表者のメールアドレスを記載す

る。 

uni@aa.city.

jp 

⑫  備考 備考欄。 （なし） 

⑬  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用

者画面でユニット情報が表示されるとき、

上位に表示される。 

1 

⑭  有効・無効 ユニット情報の有効・無効をドロップダウ

ンリストから設定する。 

有効 

⑮  保存 設定された情報を保存する。保存されたデ

ータはユニット情報一覧に表示される。 

 

⑯  キャンセル 追加・ユニット情報ダイアログを閉じる。  
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必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が保

存され、ユニット情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） ユニット情報を編集する 

編集を行いたいユニット情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・ユ

ニット情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択され

たユニット情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表示内容

は表 6-3 を参照すること。(API キーについては A)API キーについてを参照するこ

と。) 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

 API キーについて 

ユニット情報の編集から危機管理アシスト(Open-Xedge スマートフォンアプリケ

ーション)を利用するための API キーを発行することができる。 

「再発行」をクリックすると API キーが新たに生成され、以前の APIキーが使用

できなくなる。「削除」をクリックすると、API キーが削除される。 

 

図 6-9 API キーについて 
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3） ユニット情報を削除する 

データの削除を行いたいユニット情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・ユ

ニット情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下時、

対象のユニット情報を削除することができる。削除・ユニット情報ダイアログの詳細

は 4.2.1を参照。 

 

4） ユニット情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにユニッ

ト情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参照。 

 

5） ユニット情報をコピーする 

登録済みユニット情報をコピーし、それをもとに新たにユニット情報を作成する

ことができる。コピーボタンを押下するとレコードコピー・ユニット情報ダイアロ

グが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-3 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにユニット情報が作

成される。 
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 地方自治体情報 

自治体>ログイン>地方自治体情報を選択する。 

連携したい市町村の「地方自治体情報」の都道府県（自治体 ID）に、都道府県の ID

を指定する。 

 

 

図 6-10 地方自治体情報について 

 

 

表 6-4 地方自治体情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体毎のドメイ システムのドメイン xxx.xx.xx 

⑰ 

⑯ 

⑮ 

⑭ 

⑬ 

⑫ 
⑪ 

⑩ 
⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 
② 

① 

⑱ 

⑲ 

⑳ 

㉑ 

㉒ 

㉓ 
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ン 

② システム名 システムの名称 災害対応シス

テム 

③ 地方自治体種別 自治体の区分を選択する。 2:市区町村 

④ 都道府県（自治体

ID） 

③が「市区町村」のとき、県との連携を設

定する場合に登録されている自治体の ID を

指定する。 

なお県コードを入力しないとリストに項目

が表示されないので注意。 

1:〇〇県 

⑤ 県名 自治体の所属する県の名称 〇〇県 

⑥ 県コード 自治体の所属する県のコード 15 

⑦ 市区町村 自治体の所属する市区町村 △△市 

⑧ 市町村コード 自治体の所属する市区町村のコード 204 

⑨ 予備 未使用  

⑩ 自動発報フラグ 自動的にアラームを発報するかを指定す

る。 

true にすると利用者画面のヘッダ部の自動

発報ボタンが「自動発報有効」となり、

falseにすると「自動発報無効」となる。 

利用者画面から設定することも可能。 

True 

⑪ 自動発報時の班名

(コモンズ発信作

成組織情報) 

班情報に登録された情報の IDを選択する。 

Ｌアラートに情報発信する際の発信元情報

になる。 

1:災害対策本

部 

⑫ アラーム取得間隔 テロップとアラームの循環チェックの間隔

(秒) 

この設定でサーバへの定期的な通信が発生

する。 

 

120 

⑬ SMTPサーバ SMTP サーバアドレスを設定する。ここで設

定されるサーバでメール送信処理を行う。 

xx.xx.xx 

⑭ 送信用メールアド

レス 

システムから送信されるメールの From アド

レスの設定をする。 

xxxx@xx.xx.x

x 

⑮ 座標 10進法表記 座標の 10進法表記を設定する。 

無効:60進法（度分秒） 

有効:10進法 

無効 

⑯ 言語コード システムの言語を設定する。 

1:en 英語 

2:ja 日本語 

2:ja 
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⑰ ロゴ画像ファイル システムの左下に表示するロゴ画像のファ

イルパスが表示される 

/images/logo

/16/ban_nied

.png 

⑱ ロゴ画像ファイル

アップロード 

システムの左下に表示するロゴ画像をアッ

プロードする。 

ban_nied.png 

⑲ 会議録保存種別 会議録の保存種別を設定する。 一覧  

⑳ SIP4D 試験フラグ

モード 

SIP4D-ZIP(ベクター・ラスター)のテストフ

ラグを自動判定・強制訓練・強制試験から

選択し設定する。 

自動判定 

㉑ SIP4D-ZIPversion SIP4D-ZIP versionを設定する。 

・1.1 

・1 

1.1 

㉒ 備考 備考欄 （なし） 

㉓ 有効・無効 自治体の有効・無効を切り替える。 有効 
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6.1.2. システム全般 

本項では、Open-Xedge で表示されるメニューや画面表示項目の設定、外部機能との連

携、及び、e コミマップで作成された地図を表示するための設定を行う機能について説

明する。 

 

 メニュー階層 

自治体>システム全般>メニュー階層 を選択すると下図のような画面が表示される。

メニュー設定情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

ユーザと災害種別に紐づいてメニュー階層が構成されており、その最上位階層であ

る、ユーザと災害種別の組み合わせが、メニュー設定情報として一覧で表示される。 

メニュー階層は、プロセス>タスク>メニュー  のような構造をしている。プロセスは

災害対応業務の基本項目、タスクはプロセスの詳細業務項目、メニューはタスクの処

理区分を示しており、それぞれ個別に設定を行うことができる。 

メニュー階層は利用者画面を構成している。メニュー階層の最下位の階層（タスク

メニュー情報）まで設定を行うことで、利用者画面が表示されるようになる。 

 

図 6-11 メニュー階層画面 
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（1） メニュー設定情報の編集 

Open-Xedge では、ユーザと災害種別に紐づいてメニューが構成されており、その最

上位階層である、ユーザと災害種別の組み合わせが、メニュー設定情報として取り扱

われている。以下ではこのメニュー設定情報の新規作成、編集、削除、検索、コピー

について説明する。 

 

1） メニュー設定情報を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・メニュー設定情報ダイアログが表示される。 

 

 

図 6-12 登録ボタン>追加・メニュー設定情報ダイアログ 

登録ボタン 

追加・メニュー設定情報ダイアログが

表示される 

「*」は必須入力項

目 

○1  
○2  

○3  

○4  

○5  ○6  
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-5 追加・メニュー設定情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  班 ID メニュー設定情報と紐づく班 ID をドロップダ

ウンリストにより選択する。 

125 ： 総 括 班

（防災危機管

理課） 

②  課 ID メニュー設定情報と紐づく課 ID をドロップダ

ウンリストにより選択する 

本部 A ユニッ

ト１ 

③  災害種別 1:災害時、0:平常時を選択する。 1:災害時 

④  備考 備考欄。 ○○市用 

⑤  有効・無効 メニュー設定情報の有効・無効を設定する。 有効 

⑥  保存 設定された情報を保存します。保存されたデ

ータはメニュー設定情報一覧に表示する。 

 

⑦  キャンセル 追加・メニュー設定情報ダイアログを閉じ

る。 

 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が保

存され、メニュー設定情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） メニュー設定情報を編集する 

編集を行いたいメニュー設定情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・メニュー設定情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、

選択されたメニュー設定情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入

力、表示内容は表 6-5 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） メニュー設定情報を削除する 

データの削除を行いたいメニュー設定情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・メニュー設定情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタン

を押下時、対象のメニュー設定情報を削除することができる。削除・メニュー設定情

報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） メニュー設定情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにメニュ

ー設定情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参照。 
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5） メニュー設定情報をコピーする 

登録済みメニュー設定情報をコピーし、それをもとに新たにメニュー設定情報を作

成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・メニュー設定情

報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-5 を参照。 

 

 

 

図 6-13 コピーボタン>レコードコピー・メニュー設定情報ダイアログ 

 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにメニュー設定情報

が作成される。全コピーにチェックを入れて送信ボタンを押下した場合、選択され

ているメニュー設定情報の下位の階層に登録されているデータをコピーして、メニ

ュー設定情報の作成が行われる。 

 

コピーボタン 
レコードコピー・メニュー設定情報 

ダイアログが表示される 
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（2） メニュープロセス情報の編集 

登録されているメニュー設定情報の下位の階層には、メニュープロセス情報が存在

する。メニュープロセス情報では災害対応業務の基本項目であるプロセスを管理する

ことができる。以下にメニュープロセス情報の新規登録、編集、削除、検索、コピー

について説明する。 

 

図 6-14 メニュープロセス情報一覧 
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1） メニュープロセス情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・メニュープロセス情報ダイアログが表示さ

れる。 

 

 

 

図 6-15 登録ボタン>追加・メニュープロセス情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・メニュープロセス情報ダイアロ

グが表示される 

○1  
○2  

○3  
○4  

○5  
○6  

○7  

○8  

「*」は必須入力項

目 

⑨ 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-6 追加・メニュープロセス情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニュー設定情

報 

選択されているメニュー設定情報の ID が自動

入力される。 

 

②  名称 メニュープロセス名称を記載する。第１階層

のタブ名称になる。 

1.避難勧告・

指示 

③  重要フラグ メニュープロセスタブに重要度を表す☆マー

クを付ける。 

true 

④  表示・非表示 利用者画面上への表示可否を設定する。 

詳細は下記 A) を参照。 

true 

⑤  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面に表示されるとき、上位に表示される。 

1 

⑥  備考 備考欄。 （なし） 

⑦  有効・無効 メニュー設定情報の有効・無効を設定する。 有効 

⑧  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはメニュープロセス情報一覧に表示され

る。 

 

⑨  キャンセル 追加・メニュープロセス情報ダイアログを閉

じる。 
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 表示・非表示項目について 

表示・非表示設定は、該当項目の利用者画面上への表示可否を設定する。 

true/false で管理を行っており、true の場合は、該当項目が利用者画面上に表示

される。falseの場合は、利用者画面に項目の表示が行われない。 

 

 

図 6-16 該当項目の表示 

 

図 6-17 該当項目の非表示 

表示 

非表示 
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必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が保

存され、メニュープロセス情報一覧にデータが新規追加される。 

但し、メニュープロセス情報に関して、メニュープロセス情報の最下位の階層にあ

るタスクメニュー情報の設定を行うまで利用者画面上に追加情報が反映されない。 

 

 

図 6-18 利用者画面への反映（メニュープロセス情報） 

 

追加箇所 

（表示順が最後の場合） 
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メニュープロセス情報を編集する 

編集を行いたいメニュープロセス情報を選択後、編集ボタンを押下することで、

編集・メニュープロセス情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には、選択されたメニュープロセス情報のデータが設定されている。ダイアログ

の各項目の入力、表示内容は表 6-6 を参照。 

 

 

 

図 6-19 編集ボタン>メニュープロセス情報ダイアログ 

 

編集ボタン 
編集・メニュープロセス情報ダイアロ

グが表示される 

「*」は必須入力項

目 
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設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。また、

利用者画面上の該当項目も更新される。 

 

 

図 6-20 利用者画面への反映 

 

 

2） メニュープロセス情報を削除する 

データの削除を行いたいメニュープロセス情報を選択後、削除ボタンを押下すると

削除・メニュープロセス情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除

ボタンを押下時、対象のメニュープロセス情報を削除することができる。削除・メニ

ュープロセス情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

3） メニュープロセス情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにメニ

ュープロセス情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を

参照。 

 

4） メニュープロセス情報をコピーする 

登録済みメニュープロセス情報をコピーし、それをもとに新たにメニュープロセ

ス情報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・メ

ニュープロセス情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内

容は表 6-6 を参照。 

変更箇所 

（表示順が先頭のメニュープロセスを変更した場合） 
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送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにメニュープロセス

情報が作成される。 

 

（3） メニュータスク情報の編集 

登録されているメニュープロセス情報の下位の階層には、メニュータスク情報が

存在する。メニュータスク情報ではプロセスの詳細業務項目であるタスクを管理す

ることができる。以下にメニュータスク情報の新規登録、編集、削除、検索、コピ

ーについて説明する。 

 

 

図 6-21 メニュータスク情報一覧 
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1） メニュータスク情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・メニュータスク情報ダイアログが表示され

る。 

 

 

 

図 6-22  登録ボタン>メニュータスク情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・メニュータスク情報ダイアログ

が表示される 

「*」は必須入力項

目 

○1  
○2  

○3  ○4  
○5  

○6  
○7  

○8  ○9  ⑩ 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-7 追加・メニュータスク情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  プロセス ID 選択されているメニュープロセス情報の ID が

自動入力される。 

 

②  タスク種別 タスク種別を選択する。「自治体>システム全

般>メニュータスク情報」のタスク種別に登録

されているタスク名をドロップダウンリスト

から選択する。 

47：A.避難勧

告・指示の発

令状況と追加

情報の発令 

③  名称 タスク名称を入力する。第２階層タブの名称

になる。 

A.避難勧告・

指示の発令状

況と追加情報

の発令 

④  重要フラグ メニュータスクタブに重要度を表す☆マーク

を付ける。 

false 

⑤  表示・非表示 利用者画面上への表示可否を設定する。 

詳細は 6.1.2.1(2)1)A)を参照。 

true 

⑥  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面でメニュータスク情報が表示されると

き、上位に表示される。 

1 

⑦  備考 備考欄。 （なし） 

⑧  有効・無効 メニュータスク情報の有効・無効をドロップ

ダウンリストから設定する。 

有効 

⑨  保存 各項目に設定された値が登録される。  

⑩  キャンセル 追加・メニュー情報ダイアログが閉じる。  

※タスク種別について「自治体>システム全般>メニュータスク情報」のタスク種

別情報にデータが登録されていない場合は何も表示・選択されない。 
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必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで、設定した内容

が保存され、メニュータスク情報一覧にデータが新規追加される。 

但し、メニュータスク情報に関して、メニュータスク情報の最下位の階層にある

タスクメニュー情報の設定を行うまで利用者画面上に追加情報が反映されない。 

 

 

図 6-23 利用者画面への反映 

 

  

追加箇所 

（表示順が最後の場合） 
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2） メニュータスク情報を編集する 

編集を行いたいメニュータスク情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・メニュータスク情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目に

は、選択されたメニュータスク情報のデータが設定されている。ダイアログの各項

目の入力、表示内容は表 6-7 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。また、

利用者画面上の該当項目も更新される。 

 

 

図 6-24 利用者画面への反映 

 

 

 

変更箇所 

（表示順が先頭のメニュータスクを変更した場合） 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 63 

3） メニュータスク情報を削除する 

データの削除を行いたいメニュータスク情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・メニュータスク情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象のメニュータスク情報を削除することが出来る。削除・メニュータ

スク情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） メニュータスク情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにメニ

ュータスク情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参

照。 

 

5） メニュータスク情報をコピーする 

登録済みメニュータスク情報をコピーし、それをもとに新たにメニュータスク情

報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・メニュ

ータスク情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 

6-7 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにメニュープロセス

情報が作成される。 
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（4） タスクメニュー情報 

登録されているメニュータスク情報の下位の階層には、タスクメニュー情報が存在

する。タスクメニュー情報とは、利用者画面に表示されるメニューの一覧であり、１

つのタスクに対して複数のメニューを設定することができる。 

メニューの設定を行う際、必ず初期画面となるページの作成を行う必要がある。初

期画面とは、タスクを選択時に最初に表示される画面のことである。タスク選択時は、

初期画面が表示され、各メニューを選択して画面遷移を行うという画面構成になって

いるため、メニューの設定時は初期画面となる項目を設定する。 

以下に、タスクメニュー情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説明

する。 

 

 

図 6-25 タスクメニュー情報 
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1） タスクメニュー情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・タスクメニュー情報ダイアログが表示され

る。 

 

 

 

図 6-26 登録ボタン>追加・タスクメニュー情報ダイアログ 

 

 

○1  ○2  
○3  
○4  ○5  

登録ボタン 

追加・タスクメニュー情報ダイアログ

が表示される 

「*」は必須入力項

目 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-8 追加・タスクメニュー情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  タスク ID 自動採番。  

②  メニューID 利用者画面で表示するメニュー画面を設定す

る。 

「自治体>システム全般>メニュータスク種別>

タスク種別情報>メニュー情報」に登録されて

いるメニューID をドロップダウンリストで表

示する。 

219：①発令状

況の確認と訂

正 

③  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面でタスクメニュー情報が表示されると

き、上位に表示される。 

2 

④  保存 各項目に設定された値が登録される。  

⑤  キャンセル 追加・タスクメニュー情報ダイアログが閉じ

る。 

 

※メニューID について、「自治体>システム全般>メニュータスク種別>タスク種別情

報>メニュー情報」にデータが登録されていない場合は何も表示・選択されない。 
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必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存されタスクメニュー情報一覧にデータが新規追加される。また、今回作成したタ

スクメニュー情報が利用者画面に反映される。 

 

 

図 6-27 利用者画面への反映 

 

追加箇所 

（表示順が最後の場合） 
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2） タスクメニュー情報を編集する 

編集を行いたいタスクメニュー情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・タスクメニュー情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目に

は、選択されたタスクメニュー情報のデータが設定されている。ダイアログの各項

目の入力、表示内容は表 6-8 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。また、

利用者画面上の該当項目も更新される。 

 

3） タスクメニュー情報を削除する 

データの削除を行いたいタスクメニュー情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・タスクメニュー情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象のタスクメニュー情報を削除することができる。削除・タスクメニ

ュー情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） タスクメニュー情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにタス

クメニュー情報の絞り込みを行うことが出来る。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参

照。 

 

5） タスクメニュー情報をコピーする 

登録済みタスクメニュー情報をコピーし、それをもとに新たにタスクメニュー情

報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・タスク

メニュー情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の名称、表示内容は表 

6-8 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにタスクメニュー情

報が作成される。 
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 メニュータスク種別 

自治体>システム全般>メニュータスク種別 を選択すると下図のような画面が表示さ

れる。タスク種別情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

メニュータスク種別はタスクに紐づくメニューを管理する。１つのタスクに対して

複数のメニューを設定することが可能であり、その最上位階層であるタスクの名称が、

タスク種別情報として一覧で表示される。 

図 6-28 メニュータスク種別 

 

（1） タスク種別情報の編集 

Open-Xedge では、１つのタスクに対して複数のメニューを設定することが可能であ

る。以下にこのタスクの管理を行うタスク種別情報の新規作成、編集、削除、検索、

コピーについて説明する。 
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1） タスク種別情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・タスク種別情報ダイアログが表示される。 

 

 

図 6-29 登録ボタン>追加・タスク種別情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・タスクメニュー情報ダイアログ

が表示される 

「*」は必須入力項

目 

○1  
○2  

○3  
○4  
○5  
○6

 ⑦

○6
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-9 追加・タスク種別情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14:○○県○○

市 

②  名称 タスク種別情報の名称を記載する。※メニュ

ーの内容を表現する名称等を設定するとよ

い。 

A.実浸水 (津

波)状況への対

応 

③  Tips 第二階層の説明 <font> 

④  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、管理画

面において上位に表示される。 

57 

⑤  備考 備考欄。 （なし） 

⑥  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはタスク種別情報一覧に表示される。 

 

⑦  キャンセル 追加・タスク種別情報ダイアログを閉じる。  

 

必須情報及び、任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで、設定した内容

が保存され、タスク種別情報一覧にデータが新規追加される。 

 

 

2） タスク種別情報を編集する 

編集を行いたいタスク種別情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・

タスク種別情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択

されたタスク種別情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表

示内容は表 6-9 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） タスク種別情報を削除する 

データの削除を行いたいタスク種別情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・

タスク種別情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下

時、対象のタスク種別情報を削除することができる。削除・タスク種別情報ダイアロ

グの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） タスク種別情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにタス

ク種別情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参照。 
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5） タスク種別情報をコピーする 

登録済みタスク種別情報をコピーし、それをもとに新たにタスク種別情報を作成

することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・タスク種別情報

ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-9 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにタスク種別情報が

作成される。 

 

（2） メニュー情報の編集 

登録されているタスク種別情報の下位の階層には、メニュー情報が存在する。メニ

ュー情報ではタスクに紐づくメニューの登録を行う。 

メニューの登録を行う際、必ず初期画面となるページの作成を行う必要がある。初

期画面とは、タスクを選択時に最初に表示される画面のことである。タスク選択時は、

初期画面が表示され、各メニューを選択して画面遷移を行うという画面構成になって

いるため、メニュー情報には１つ初期画面となる項目を作成する。 

以下にメニュー情報の新規登録、編集、削除、コピーについて説明する。 

 

図 6-30 メニュー情報の編集 
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1） メニュー情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・メニュー情報ダイアログが表示される。 

 

 

 

図 6-31 登録ボタン>追加・メニュー情報ダイアログ 

 

⑧ 

登録ボタン 

追加・メニュー情報ダイアログが表示

される 

○1  
○2  

○3  
○4  ○5  

○6  
○7  

 
 

「*」は必須入力項

目 

⑧ 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-10 追加・メニュー情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  タスク種別 選択されているタスク種別の ID が自動入力さ

れる。 

 

②  メニュータイプ メニュータイプ名をドロップダウンリストか

ら選択する。 

1：リスト（地

図有） 

③  名称 メニュー名称を記載する。メニューボタンの

名称になる。 

②救助要請先

割振 

④  オンラインヘル

プ 

解説ボタン押下時に表示されるページの URL

を設定する。 

(URL) 

⑤  マルチ表示 表の複数表示の可否を設定する。 false 

⑥  表示・非表示 利用者画面上への表示可否を設定する。 true 

⑦  備考 備考欄。 （なし） 

⑧  有効・無効 メニュー情報の有効・無効を設定する。 有効 

 

設定シートから内容を設定する場合は下図のメニューのそれぞれに対してデータ

を追加する。 
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 メニュータイプについて 

メニュータイプとは、メニューをクリックした際に表示される画面の種類を表す。

設定可能なメニュータイプとその概要は以下の通り。 

表 6-11 メニュータイプとその概要 

メニュータイプ 概要 

1：リスト（地図有）   リストを表示する画面と地図を表示す

る画面が生成される。 

メニューを開くと、最初にリストの画

面が表示される。 

2：リスト（地図無）   リストを表示する画面が生成される。 

3：地図（リスト有）   リストを表示する画面と地図を表示す

る画面が生成される。 

メニューを開くと、最初に地図の画面

が表示される。 

4：地図（リスト無）   地図を表示する画面が生成される。 

5：要請   要請の画面が生成される。 

6：4号様式   ４号様式の画面が生成される。 

※Ver2.0 からはエクセル帳票に置き換

わったため設定しなおすこと 

7：公共情報コモンズ（緊急速報メー

ル）   

公共情報コモンズの緊急速報メールを

発信する画面が生成される。 

緊急速報メールを利用する場合は、公

共情報コモンズが提供する「マスタ管

理システム」および、各キャリアが提

供する「管理システム」からの初期設

定が必要になる。 

8：公共情報コモンズ（メディア）：避

難勧告   

公共情報コモンズのメディア向け避難

勧告を発信する画面が生成される。 

9：SNS通知   SNS通知を発信する画面が生成される。 

10：Twitter   Twitter発信の画面が生成される。 

11：職員参集   職員参集の画面が生成される。 

12：公共情報コモンズ（メディア）：避

難所   

公共情報コモンズのメディア向け避難

所情報を発信する画面が生成される。 

13：使用不可（対応履歴）   対応履歴を表示する画面はこのメニュ

ーではなくリスト画面を使うこと。 

14：監視観測   雨量・水位・ダムの監視観測画が生成

される。 
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15：被災集計   被災状況の集計表を表示する画面が生

成される。 

16：eコミグループウェア周知   eコミグループウェアに周知をする画面

が生成される。 

17：通知履歴   SNSの通知やメールの履歴を確認する画

面が生成される。 

18：4号様式の集計・総括   都道府県用のメニュー。 

登録した 4 号様式の総括表を表示する

画面が生成される。 

※Ver2.0 からは「6：4 号様式」がエク

セル帳票に置き換わったことにより廃

止 

19：体制の集計・総括   都道府県用のメニュー。 

体制の集計表、総括表を表示する画面

が生成される。 

20：公共情報コモンズ（メディア）：お

しらせ   

公共情報コモンズのメディア向けお知

らせ情報を発信する画面が生成され

る。 

21：公共情報コモンズ（メディア）：イ

ベント情報    

公共情報コモンズのメディア向けお知

らせ情報を発信する画面が生成され

る。 

22：公共情報コモンズ（メディア）：被

害情報   

公共情報コモンズのメディア向け被害

情報を発信する画面が生成される。 

23：公共情報コモンズ（メディア）：本

部設置   

公共情報コモンズのメディア向け本部

設置情報を発信する画面が生成され

る。 

24：被災集計の総括表   都道府県用のメニュー。 

同じ災害グループに属する自治体の

「15：被災集計」の集計表を１つの総

括表に集約する画面が生成される。 

25：投稿写真振り分け   投稿写真ｱﾌﾟﾘ用のメニュー。 

投稿写真ｱﾌﾟﾘでアップロードした画像

を確認し、被災状況レイヤに振り分け

るための画面を生成する。 

26：エクセル帳票   エクセル形式のファイルをアップロー

ドすることで、エクセルの帳票を画面

に表示することが可能なメニューであ

る。 
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エクセル帳票メニューの設定方法は

「その他の設定」の「エクセル帳票」

を確認すること。 

 

 初期画面の登録について 

初期画面の登録を行う際は、「表示・非表示」項目を false で設定する。false で

設定を行うことで、利用者画面のメニュー一覧には項目が表示されず、設定した画

面のみが表示される設定になる。 
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 フィルタの検索について 

登録されているメニュー情報の下位の階層には、フィルター設定をするフィルター

情報テーブルが存在する。 

フィルター情報を編集するダイアログの検索ボタンを押下することで、フィルタ

ー設定ダイアログが表示される。 

各メニューが持つ項目に対し、属性検索または空間検索で設定した条件に沿って

フィルターを検索する。フィルター設定を保存すると自動的に IDが割り当てられ、

次回同じ項目の同じ内容の検索を行う際に、検索履歴読み込みダイアログから設定

を読み込むことができる。また、今回設定したフィルターは、利用者画面の地図の

該当項目に反映される。 

また、各ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

  

 

図 6-32 フィルター設定ダイアログ 

⑧ 
⑨ ⑩ ⑪ 

⑫ ⑬ ⑭ ⑮ 

検索ボタン 

フィルター設定ダイアログが表示され

る 

○1  
② 
③ ④ 
⑤ 
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表 6-12 フィルター情報ダイアログの各名称及び概要 

 

番号 名称 概要 設定例 

①  名称 フィルター情報の名称を設定する。 移行データ 

②  フィルター フィルター設定ダイアログからフィルターID

を設定する。 

12 

③  備考 備考欄  

④  有効・無効 フィルター情報の有効・無効を設定する。 有効 

⑤  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面のフィルター条件の変更ダイアログで上

側に表示される。 

1 

⑥  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはフィルター情報一覧に表示される。 

 

⑦  キャンセル フィルター情報ダイアログを閉じる。  
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表 6-13 フィルター設定ダイアログの各名称及び概要 

 

番号 名称 概要 設定例 

⑧  検索対象 検索対象となる項目をドロップダウンリスト

から選択する。 

公共施設 

⑨  グレーアウト対

象 

検索対象に対し、ヒットする方・ヒットしな

い方をドロップダウンリストから設定する。

設定された方がグレーアウトになる。 

ヒットした方 

⑩  属性検索タブ 属性検索のフィルター条件を設定する。 （別表参照） 

⑪  空間検索タブ 空間検索のフィルター条件を設定する。 （別表参照） 

⑫  読み込み 検索履歴読み込みダイアログが表示される。  

⑬  保存 設定された情報を検索履歴に保存する。  

⑭  決定し閉じる 設定されたフィルター条件の ID がメニュー情

報ダイアログに自動入力される。設定された

情報が事前に検索履歴に保存されていない場

合は無効となる。 

 

⑮  閉じる フィルター設定ダイアログを閉じる。  

設定シートから内容を設定する場合は下図のフィルターのそれぞれに対してデー

タを追加する。 
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(a) 属性検索タブ 

検索対象の項目が持つ属性の値に対し、条件を設定する。 

 

図 6-33 フィルター設定ダイアログの属性検索タブ 

表 6-14 フィルター設定ダイアログの属性検索タブの各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  属性選択 検索対象になる属性をドロップダウンリスト

から選択する。 

地区名 

②  検索条件追加 選択された属性に関する検索条件の行を追加

する。 

 

③  値 属性の値を記入もしくはドロップダウンリス

トから選択する。 

○○地区 

④  フィルター条件 属性の値に対する条件をドロップダウンリス

トから選択する。 

含む 

⑤  AND/OR 複数の検索条件に関して、AND・OR をドロッ

プダウンリストから選択する。 

AND 

⑥  削除 該当の行に設定された条件を削除する。  

⑦  全て削除 設定された条件をすべて削除する。  

○1  ○2  
○3  ○4  

○5  
○6  

○7  
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(b) 空間検索タブ 

他の項目に設定されている値に対し、条件を設定する。 

 

図 6-34 フィルター設定ダイアログの空間検索タブ 

表 6-15 フィルター設定ダイアログの空間検索タブの各名称及び概要 

 

番号 名称 概要 設定例 

①  追加 検索条件の行を追加する。  

②  対象レイヤ 対象となる項目をドロップダウンリストから

選択する。 

要援護者施設 

③  フィルター値 選択された項目に関して、値をドロップダウ

ンリストから選択する。 

100 

④  フィルター条件 フィルター値に対する条件をドロップダウン

リストから選択する。 

範囲と重なる 

⑤  削除 該当の行に設定された条件を削除する。  

⑥  すべて削除 設定された条件をすべて削除する。  

○1  ○2  ○3  ○4  

○5  
○6  

○7  
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(c) 検索履歴読み込みダイアログ 

 

 

 

図 6-35 検索履歴読み込みダイアログ 

表 6-16 検索履歴読み込みダイアログの各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  検索履歴読み込

み 

チェックを入れた設定内容を読み込み、属性

検索タブと空間検索タブに反映する。 

 

②  削除 チェックを入れた設定を検索履歴から削除す

る。 

 

③  閉じる 検索履歴読み込みダイアログを閉じる。  

読み込みボタン 検索履歴読み込みダイアログが表示さ

れる 

○1  ○2  ○3  
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(d) 検索条件を保存ダイアログ 

 

 

 

図 6-36 検索条件を保存ダイアログ 

表 6-17 検索条件を保存ダイアログの各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  検索条件名称 設定した検索条件が設定される。 （自動設定さ

れる） 

②  保存 設定が保存される。  

③  閉じる 検索条件の保存ダイアログを閉じる。  

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、メニュー情報一覧にデータが新規追加される。 

 

保存ボタン 
検索条件を保存ダイアログが表示され

る 

○1  

○2  ○3  
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2） メニュー情報を編集する 

編集を行いたいメニュー情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・メ

ニュー情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択され

たメニュー情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表示内容

は表 6-10 及び表 6-18 を参照。 

 

 

図 6-37 編集ボタン>編集・メニュー情報ダイアログ 

○1  

○3  ○4  

② 

編集ボタン 
編集・メニュー情報ダイアログが表示

される 

「*」は必須入力項

目 
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表 6-18 編集ボタン>メニュー情報ダイアログの各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  内部地図表示レ

イヤ設定 

内部地図表示レイヤ設定ダイアログが表示さ

れる。 

 

②  外部地図表示レ

イヤ設定 

外部地図表示レイヤ設定ダイアログが表示さ

れる。 

 

③  前へ 前のメニュー情報を表示する。  

④  次へ 次のメニュー情報を表示する。  

 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 
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 内部地図表示レイヤ設定について 

編集・メニュー情報ダイアログの内部地図表示レイヤ設定ボタンを押下すると、

内部地図表示レイヤ設定ダイアログが表示される。e コミマップに登録されているレ

イヤを利用することができる 

 

 

図 6-38 内部地図表示レイヤ設定ダイアログ 

 

 

 

内部地図表示レ

イヤ設定ボタン 
内部地図表示レイヤ設定ダイアログが

表示される 
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 外部地図表示レイヤ設定について 

編集・メニュー情報ダイアログの外部地図表示レイヤ設定ボタンを押下すると、

外部地図表示レイヤ設定ダイアログが表示される。クリアリングハウスに登録され

ているレイヤを利用することができる。 

 

 

 

図 6-39 外部地図表示レイヤ設定ダイアログ 

 

3） メニュー情報を削除する 

データの削除を行いたいメニュー情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・メ

ニュー情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下時、

対象のメニュー情報を削除することができる。削除ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） メニュー情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにメニ

ュー情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参照。 

 

外部地図表示レ

イヤ設定ボタン 
外部地図表示レイヤ設定ダイアログが

表示される 
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5） メニュー情報をコピーする 

登録済みメニュー情報をコピーし、それをもとに新たにメニュー情報を作成する

ことができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・メニュー情報ダイア

ログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-10 及び表 6-18 を参

照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにメニュー情報が作

成される。 

 

 

（3） メニューテーブル情報の編集 

登録されているメニュー情報の下位の階層には、そのメニューに対応する画面の詳

細設定を行う項目がある。ここではその内の１つであるメニューテーブル情報につい

て説明する。 

メニューテーブル情報では、メニューに紐づくリストページの設定を行う。上位の

階層であるメニュー情報において、メニュータイプが「リスト(地図有)」「リスト(地

図無)」「地図(リスト有)」の場合に、メニューテーブル情報を設定する必要がある。 

なお、利用者ページには１つのメニューにつき１つのテーブルのみ表示される。し

たがって、複数のメニューテーブル情報を登録した場合でも、ID の値が一番小さいメ

ニューテーブル情報のみ反映される。 

以下に、メニューテーブル情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 

 

図 6-40 メニューテーブル情報の編集 
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1） メニューテーブル情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・メニューテーブル情報ダイアログが表示さ

れる。 

 

 

図 6-41 登録ボタン>追加・メニューテーブル情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・メニューテーブル情報ダイアロ

グが表示される 

○1  
○2  

○3  
○4  
○5  

○6  

「*」は必須入力項

目 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ ⑪ 

第 1 階層～第 3 階層のアコーディ

オン設定は、 6) アコーディオン

機能参照のこと 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-19 追加・メニューテーブル情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニューID 選択されているタスク種別情報の ID が自動入

力される。 

 

②  テーブル ID 項目(レイヤ)を選択する。「自治体>地図マス

ター情報>テーブルマスター情報」に登録され

ているテーブル名をドロップダウンリストか

ら選択する。 

4:体制発令 

③  追加フラグ true の場合、利用者画面から項目を追加する

ことができる。 

true 

④  削除フラグ true の場合、利用者画面から項目を削除する

ことができる。 

true 

⑤  合計フラグ true の場合、数値の合計を示す行を追加す

る。 

テーブルマスタ情報(6.1.2.3（2）)の”ペー

ジング”が true の場合は、表示されているペ

ージの合計値を表示する。 

true 

⑥  表示順 表示順を設定する。番号が一番若いものが利

用者画面に表示される。 

集計時には、一番若いものが集計対象とな

り、次に若いものが集計リストのメニューテ

ーブル情報として集計される。 

1 

⑦  アコーディオン

対象項目 

リスト画面に表示する際にグループ化する対

象項目の属性 IDを設定する。 

attr2 

⑧  名称 リスト画面に表示する際にグループ化する対

象項目の属性名称を設定する。 

住所 

⑨  アコーディオン

初期開放 

true の場合、アコーディオンが開いた状態で

表示される。 

false 

⑩  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはメニューテーブル情報一覧に表示され

る。 

 

⑪  キャンセル 追加・メニューテーブル情報ダイアログを閉

じる。 

 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が
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保存され、メニューテーブル情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） メニューテーブル情報を編集する 

編集を行いたいメニューテーブル情報を選択後、編集ボタンを押下することで、

編集・メニューテーブル情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には、選択されたメニューテーブル情報のデータが設定されている。ダイアログ

の各項目の入力、表示内容は表 6-19 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） メニューテーブル情報を削除する 

データの削除を行いたいメニュー情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・

メニューテーブル情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象のメニュー情報を削除することができる。削除・メニューテーブ

ル情報ダイアログの詳細は 4.2.1を参照。 
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4） メニューテーブル情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにメニ

ューテーブル情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を

参照。 

 

5） メニューテーブル情報をコピーする 

登録済みメニューテーブル情報をコピーし、それをもとに新たにメニュー情報を

作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・メニューテ

ーブル情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 

6-19 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにメニューテーブル

情報が作成される。 

 

6） メニューテーブル情報のアコーディオン機能 

表画面の初期表示における 3階層のグルーピング表示機能である。 

各階層で指定された対象項目の属性がグルーピングされ、初期開放設定に応じて 

true：表示 

false：非表示 

となる。 

また、班課情報の「検索文字列」において班課に紐づく文字列を設定した場合、

利用者画面ログイン時にそのページに遷移する。 

 

 

（4） テーブルリスト項目情報 

メニューテーブル情報の下位の階層にはテーブルリスト項目情報が存在する。テー

ブルリスト項目情報では、上位階層のメニューテーブル情報で設定した項目の属性に

関する詳細設定を行う。設定は利用者画面のリスト画面における、リストの列の名称
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に反映される。 

以下に、テーブルリスト項目情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて

説明する。 

 

 

図 6-42 テーブルリスト項目情報の編集 
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1） テーブルリスト項目情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・テーブルリスト項目情報ダイアログが表示

される。 

 

 

 

図 6-43 登録ボタン>追加・テーブルリスト項目情報ダイアログ 

 

編集ボタン 編集・テーブルリスト項目情報ダイア

ログが表示される 

「*」は必須入力項

目 ○2  
○3  

○4  

○1  

○5  
○6  
○7  

○8  
○9  
○10  

○11  

○12  ○13  



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 96 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-20 追加・テーブルリスト項目情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニューテーブ

ル ID 

選択されているメニューテーブル情報の ID が

自動入力される。 

 

②  テーブル項目名 選択されているメニューテーブル情報に対応

する属性のテーブル項目名を設定する。 

「属性情報選択画面」からテーブル項目名を

選択する。 

attr0 

③  名称 選択されているメニューテーブル情報に対応

する属性の名称を設定する。 

「属性情報選択画面」からテーブル項目名を

選択する。 

管理番号 

④  編集可 true の場合、利用者画面から属性を編集する

ことができる。 

false 

⑤  強調表示 true の場合、利用者画面の属性が強調表示さ

れる。 

false 

⑥  グループ化 一括変更ボタン押下時の、グループ属性とし

て指定を可能にする設定。true の場合、グル

ープ化による一括変更が可能となる。 

false 

⑦  ソート可 リスト表示時のソート設定。true の場合ソー

トが可能となる。 

true 

⑧  デフォルトソー

ト項目 

項目のソートの設定を行う。ソートできる項

目は１つだけのため、複数設定した場合は、

表示順で一番最後の項目でソートされる。 

 

設定値は以下の通り。 

-1:ソートしない(デフォルト) 

 0:昇順 

 1:降順 

-1 

⑨  ファイルアップ

ロード可 

true の場合、項目に対して写真等の電子デー

タをアップロードすることができる。 

false 

⑩  ログ出力可 対応履歴に履歴を残すかの設定。true の場

合、属性が変化するタイミングでログが対応

履歴に表示される。 

false 

⑪  初期チェック true の場合、一括変更の際に対象項目として false 
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チェックボックスにチェックが入っている状

態で表示される。 

⑫  グループ初期チ

ェック 

true の場合、一括変更の際に一括変更グルー

プのチェックボックスにチェックが入ってい

る状態で表示される。 

false 

⑬  一括追記 true の場合、一括追記のチェックボックスが

表示される。 

false 

 

⑭  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面で属性が左側に表示される。 

2 

⑮  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはテーブルリスト項目情報一覧に表示され

る。 

 

⑯  キャンセル 追加・テーブルリスト項目情報ダイアログを

閉じる。 

 

 

 

 テーブル項目名および名称の検索について 

テーブル項目名または名称の検索ボタンを押下することで、属性情報選択画面ダ

イアログが表示される。ダイアログ内には、選択されたメニューテーブル情報に対

応する属性の一覧が表示される。行を選択し選択ボタンを押すと、テーブルリスト

項目情報ダイアログにテーブル項目名と名称が入力される。なお、このときテーブ

ル項目名と名称の検索ボタンのどちらを押下した場合でも、選択した行が同じであ

ればテーブルリスト項目情報ダイアログに入力される値は同様である。 

また、ダイアログの各項目の入力・表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-21 属性情報選択画面ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  レコード検索 押下すると検索ダイアログが表示され、検索

条件を入力して検索すると、該当の情報のみ

が一覧に表示される。 

 

②  選択 選択した行のテーブル項目名および名称がテ

ーブルリスト項目情報ダイアログに自動入力

される。 

 

③  キャンセル 属性情報選択画面ダイアログを閉じる。  

 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が
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保存され、テーブルリスト項目情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） テーブルリスト項目情報を編集する 

編集を行いたいテーブルリスト項目情報を選択後、編集ボタンを押下することで、

編集・テーブルリスト項目情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各

項目には、選択されたテーブルリスト項目情報のデータが設定されている。ダイア

ログの各項目の入力、表示内容は表 6-20 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） テーブルリスト項目情報を削除する 

データの削除を行いたいテーブルリスト項目情報を選択後、削除ボタンを押下する

と削除・テーブルリスト項目情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの

削除ボタンを押下時、対象のテーブルリスト項目情報を削除することができる。削除

ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） テーブルリスト項目情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにテー

ブルリスト項目情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2

を参照。 

 

5） テーブルリスト項目情報をコピーする 

登録済みテーブルリスト項目情報をコピーし、それをもとに新たにテーブルリス

ト項目情報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピ

ー・テーブルリスト項目情報ダイアログが表示される。イアログの各項目の入力、

表示内容は表 6-20 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにテーブルリスト項

目情報が作成される。 
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（5） 属性行スタイル情報 

テーブルリスト項目情報の下位の階層には属性行スタイル情報が存在する。 

属性行スタイル情報では、上位階層のテーブルリスト項目情報で設定した属性のス

タイルに関する設定を行う。 

指定した属性値に対してスタイルを設定すると、利用者画面において対応する属性

値のみスタイルが設定される。テーブルリスト項目情報の 1 つの行に対して、複数の

属性行スタイル情報を設定することが可能である。 

以下に、属性行スタイル情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説明

する。 

 

図 6-44 属性行スタイル情報の編集 
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1） 属性行スタイル情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・属性行スタイル情報ダイアログが表示され

る。 

 

 

図 6-45 登録ボタン>追加・属性行スタイル情報ダイアログ 

 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-22 追加・属性行スタイル情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  テーブルリスト

項目 ID 

選択されているテーブルリスト情報の IDが自

動入力される。 

 

②  値 スタイルを設定したい属性値を記載する。 避難指示 

③  スタイル文字列 指定した値に対するスタイルを「プロパティ:

値;」の形で入力する。 

background-

color: red; 

font-weight: 

bold; 

④  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは属性行スタイル情報一覧に表示される。 

 

⑤  キャンセル 追加・属性行スタイル情報ダイアログを閉じ

る。 

 

登録ボタン 

追加・属性行スタイル情報ダイアログ

が表示される 

「*」は必須入力項

目 
○1  
○2  

○3  ○4  
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必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、属性行スタイル情報一覧にデータが新規追加される。 

 

設定シートから内容を設定する場合は下図のメニューテーブルの小項目のうちの

属性行スタイル情報それぞれに対してデータを追加する。 

 

2） 属性行スタイル情報を編集する 

編集を行いたい属性行スタイル情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・属性行スタイル情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目に

は、選択された属性行スタイル情報のデータが設定されている。ダイアログの各項

目の入力、表示内容は表 6-22 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 属性行スタイル情報を削除する 

データの削除を行いたい属性行スタイル情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・属性行スタイル情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象の属性行スタイル情報を削除することができる。削除ダイアログの

詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 属性行スタイル情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに属性

行スタイル情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参

照。 

 

5） 属性行スタイル情報をコピーする 

登録済み属性行スタイル情報をコピーし、それをもとに新たに属性行スタイル情

報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・属性行

スタイル情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 

6-22 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに属性行スタイル情

報が作成される。 
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（6） ページボタン表示情報 

登録されているメニュー情報の下位の階層には、そのメニューに対応する画面の詳

細設定を行う項目がある。ここではその内の１つであるページボタン表示情報につい

て説明する。 

ページボタン表示情報ではメニューに紐づくボタンの登録を行う。登録されたボタ

ンは利用者画面の各ページ下部に配置され、押下時にはページボタン IDに応じた動作

が行われる。 

以下に、ページボタン表示情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 

 

図 6-46 ページボタン表示情報の編集 
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1） ページボタン表示情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・ページボタン表示情報ダイアログが表示さ

れる。 

 

 

図 6-47 登録ボタン>追加・ページボタン表示情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・ページボタン表示情報ダイアロ

グが表示される 

「*」は必須入力項

目 

○1  
○2  
○3  
○4  

○5  
○6  

○7  ○8  
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-23 追加・ページボタン表示情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニューID 選択されているタスク種別情報の ID が自動入

力される。 

 

②  ページボタン

ID 

「システム>システム全般>ページボタンマス

タ」に登録されているページボタンをドロッ

プダウンリストから選択する。 

2:印刷 

③  リンク URL を設定する。URL が設定されている場合、

そのアドレスを表示するメニューとして機能

する。 

(URL) 

④  ターゲット名 Target属性の指定を設定する。 (target属性) 

⑤  利用可フラグ true の場合、利用者画面において、ボタン押

下時にページボタン ID に応じた動作が行われ

る。false の場合、ボタンはグレーアウトさ

れ、押下が不可能な状態に設定される。 

true 

⑥  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面で右側に表示される。 

2 

⑦  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはページボタン表示情報一覧に表示され

る。 

 

⑧  キャンセル 追加・ページボタン表示情報ダイアログを閉

じる。 

 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、ページボタン表示情報一覧にデータが新規追加される。 

 

 ページボタンＩＤ 

ID 概要 

2:印刷 表示中の地図やリストを PDF に出力する。 

3:情報発信 情報発信ページを表示し、メールを送信する。 

4:変更登録(旧) リスト画面で、データの変更を保存する。 

5:データの追加 新たにデータを登録する。 

6:送信 メールや SNS に送信する。 

7:道路被災状況 未使用 

8:空港被災状況 未使用 
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9:航路被災状況 未使用 

10:一括変更 データを一括で変更または追記する。 

11:CSV リストに表示されているテーブルの全件、全属性を CSV フ

ァイルとして出力する。 

※ツールボックスの CSVボタンからも利用可能 

13:過去集計 被災集計メニューで、過去の集計を参照するダイアログを

表示する。 

14:被災者推計 被災者推計ウィンドウを開き、演算を行う。 

15:履歴 履歴を確認するためのタイムスライダーを表示する。 

16:集計 外部リストの集計結果の更新を行う。 

17:検索 属性検索ウィンドウを開き、リストページで属性検索を行

う。 

18:変更登録 リスト画面上で属性を変更している場合は「変更登録」と

して機能し、それ以外は「一括変更」として機能する 

19:旧 CSV出力 リストに表示されているデータを CSVファイルとして出力

する。 

20:地図追加 地図画面に CKANから地図追加（ダウンロード）や、

GeoTIFFファイルをアップロードして地図を追加する。 

21:余白 ボタンのレイアウト調整用。スペースを追加できる。 

 

2） ページボタン表示情報を編集する 

編集を行いたいページボタン表示情報を選択後、編集ボタンを押下することで、

編集・ページボタン表示情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には、選択されたページボタン表示情報のデータが設定されている。ダイアログ

の各項目の入力、表示内容は表 6-23 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） ページボタン表示情報を削除する 

データの削除を行いたいページボタン表示情報を選択後、削除ボタンを押下すると

削除・ページボタン表示情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除

ボタンを押下時、対象のページボタン表示情報を削除することができる。削除・ペー

ジボタン表示情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） ページボタン表示情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにペー

ジボタン表示情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を

参照。 
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5） ページボタン表示情報をコピーする 

登録済みページボタン表示情報をコピーし、それをもとに新たにページボタン表

示情報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・ペ

ージボタン表示情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内

容は表 6-23 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにページボタン表示

情報が作成される。 
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（7） 地図レイヤ情報 

登録されているメニュー情報の下位の階層には、そのメニューに対応する画面の詳

細設定を行う項目がある。ここではその内の１つである地図レイヤ情報について説明

する。 

地図レイヤ情報では、メニューに紐づく地図ページの項目(レイヤ)および地物の表

示について設定を行う。 

上位の階層であるメニュー情報において、メニュータイプが「リスト(地図有)」

「地図(リスト有)」「地図(リスト無)」の場合に、地図レイヤ情報を設定する必要が

ある。 

 

以下に、地図レイヤ情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説明する。 

 

図 6-48 地図レイヤ情報の編集
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地図レイヤ情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・地図レイヤ情報ダイアログが表示される。 

 

 

図 6-49 登録ボタン>追加・地図レイヤ情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・地図レイヤ情報ダイアログが表

示される 

「*」は必須入力項目 

○2  

○3  

○4  

○5  

○6  

○7  

○8  

○9  

○10  

○11  

○12  

○1  

⑬ ⑭ 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-24 追加・地図レイヤ情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニューID 選択されているタスク種別情報の ID が自動入

力される。 

 

②  テーブルマスタ

ID 

項目(レイヤ)を選択する。「自治体>地図マス

ター情報>テーブルマスター情報」に登録され

ているテーブル名をドロップダウンリストか

ら選択する。 

199:監視カメ

ラ 

③  初期表示フラグ 利用者画面における初期表示状態をドロップ

ダウンリストから選択する。 

true 

④  凡例折りたたみ

フラグ 

利用者画面における凡例の折りたたみの状態

をドロップダウンリストから選択する。 

true 

⑤  編集フラグ true の場合、利用者画面から項目を編集する

ことができる。 

false 

⑥  追加フラグ true の場合、利用者画面から項目を追加する

ことができる。 

false 

⑦  検索フラグ true にすると、地図画面で地物をクリックし

たときにポップアップを表示する。 

true 

⑧  スナップフラグ true の場合、地物(点、線。面)の登録時に、

マウスカーソルがスナップするようにでき

る。 

false 

⑨  切り出しレイヤ

ID 

点、線、面、を登録した時に、切り出しレイ

ヤ ID の地物と空間演算でトリミング処理を行

うことができる。 

ref21 

⑩  スタイル ID e コミマップのスタイル ID を指定することで

描画設定を切り替えることができる。 

 

⑪  有効・無効 地図レイヤ情報の有効・無効を設定する。 有効 

⑫  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面で凡例が上位に表示される。 

2 

⑬  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは地図レイヤ情報一覧に表示される。 

 

⑭  キャンセル 追加・地図レイヤ情報ダイアログを閉じる。  

 

 地図マスター情報との関連について 

あらかじめ「地図マスター情報>テーブルマスター情報」に登録された項目の ID
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をテーブルマスターID として設定することで、利用者画面の地図ページの凡例一覧

と地図上に項目および地物が表示される。 
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 初期表示フラグについて 

初期表示フラグでは、該当の項目の初期状態を設定する。true の場合、利用者画

面の初期状態において地図ページの凡例一覧の左側にチェックが記入され、地図上

に地物が表示される。false の場合、地図ページの凡例一覧の左側のチェックは外さ

れ、地図上の地物も表示されない。 

 

 

図 6-50 初期表示フラグ 

初期表示フラグが trueの場合、凡例にチェックが記入

され、地図上に地物が表示される。 

初期表示フラグが false の場合、凡例にチェックが外

され、地図上の地物も表示されない。 
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 凡例の折りたたみについて 

利用者画面の凡例一覧において、true の場合は凡例が折りたたまれた状態で表示

され、false の場合は凡例が開かれた場合で表示される。 

 

図 6-51 凡例の折りたたみ 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、地図レイヤ情報一覧にデータが新規追加される。 

 

凡例の折りたたみが trueの場合、凡例が折りたたまれ

て表示される。 

凡例の折りたたみが false の場合、凡例が折りたたま

れずに表示される。 
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2） 地図レイヤ情報を編集する 

編集を行いたい地図レイヤ情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・

地図レイヤ情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択

された地図レイヤ情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表

示内容は表 6-24 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 地図レイヤ情報を削除する 

データの削除を行いたい地図レイヤ情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・

地図レイヤ情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下

時、対象の地図レイヤ情報を削除することができる。削除ダイアログの詳細は 4.2.1

を参照。 

 

4） 地図レイヤ情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに地図

レイヤ情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参照。 

 

5） 地図レイヤ情報をコピーする 

登録済み地図レイヤ情報をコピーし、それをもとに新たに地図レイヤ情報を作成

することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・地図レイヤ情報

ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-24 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに地図レイヤ情報が

作成される。 
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（8） 地図レイヤ属性情報 

登録された地図レイヤ情報の下位の階層には地図レイヤ属性情報が存在する。 

地図レイヤ属性情報では、上位階層の地図レイヤ情報で設定した項目の属性に関す

る詳細設定を行う。 

以下に、地図レイヤ属性情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説明

する。 

 

図 6-52 地図レイヤ属性項目情報の編集 
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1） 地図レイヤ属性情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・地図レイヤ属性情報ダイアログが表示され

る。 

 

 

図 6-53 登録ボタン>追加・地図レイヤ属性情報ダイアログ 

 

 

図 6-54 属性情報ダイアログで属性グループを登録 

 

登録ボタン 

追加・地図レイヤ属性情報ダイアログ

が表示される 

「*」は必須入力項目 

③ 

④ 

② 

① 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ ⑬ 

⑭ 

⑮ 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-25 追加・地図レイヤ属性情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  属性／グループ 「属性」にチェックすると属性として登録さ

れる。「グループ」にチェックすると属性グル

ープとして登録される。 

 

②  地図レイヤ ID 選択されている地図レイヤ情報の ID が自動入

力される。 

 

③  属性項目名 選択されている地図レイヤ情報に対応する属

性の属性項目名を設定する。 

「e コミマップ情報選択画面」から属性項目

名を選択する。 

attr0 

④  名称 選択されている地図レイヤ情報に対応する属

性または属性グループの名称を設定する。 

「e コミマップ情報選択画面」から属性項目

名を選択する。 

管理番号 

⑤  編集フラグ true の場合、利用者画面から属性を編集する

ことができる。 

false 

⑥  ハイライト true の場合、利用者画面の属性が強調表示さ

れる。 

false 

⑦  グループ化 一括変更ボタン押下時の、グループ属性とし

て指定を可能にする設定。true の場合、グル

ープ化による一括変更が可能となる。 

false 

⑧  初期チェック true の場合、一括変更の際に対象項目として

チェックボックスにチェックが入っている状

態で表示される。 

true 

⑨  グループ初期チ

ェック 

true の場合、一括変更の際に一括変更グルー

プのチェックボックスにチェックが入ってい

る状態で表示される。 

true 

⑩  一括追記 true の場合、一括追記のチェックボックスが

表示される。 

 

⑪  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面で属性または属性グループが上位に表示

される。 

2 

⑫  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは地図レイヤ情報一覧に表示される。 
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⑬  キャンセル 追加・地図レイヤ情報ダイアログを閉じる。  

⑭  グループ折り畳

み 

true の場合、属性グループがデフォルトで折

り畳まれた状態で表示される。 

false 

⑮  Tips 属性グループのツールチップに表示する文言

を設定する。 
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 属性項目名および名称の検索について 

属性項目名または名称の検索ボタンを押下することで、e コミマップ情報選択画

面ダイアログが表示される。ダイアログ内には、選択された地図レイヤ情報に対応

する属性の一覧が表示される。行を選択し選択ボタンを押すと、地図レイヤ属性情

報ダイアログに属性項目名と名称が入力される。なお、このとき属性項目名と名称

の検索ボタンのどちらを押下した場合でも、選択した行が同じであれば地図レイヤ

属性情報ダイアログに入力される値は同様である。 

また、ダイアログの各項目の入力・表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-26 e コミマップ情報選択画面ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

④  レコード検索 押下すると検索ダイアログが表示され、検索

条件を入力して検索すると、該当の情報のみ

が一覧に表示される。 

 

⑤  選択 選択した行のテーブル項目名および名称がテ

ーブルリスト項目情報ダイアログに自動入力

される。 

 

⑥  キャンセル 属性情報選択画面ダイアログを閉じる。  

 

 編集フラグについて 

編集フラグが true の場合でも、上位階層の地図レイヤ情報の編集フラグが false

の場合、利用者画面から属性を編集することが不可能である。したがって、属性を

編集可能にしたい場合は、地図レイヤ情報と地図レイヤ属性情報の編集フラグを両

方 true にする必要がある。 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、地図レイヤ属性情報一覧にデータが新規追加される。 
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2） 地図レイヤ属性情報を編集する 

編集を行いたい地図レイヤ属性情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・地図レイヤ属性情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目に

は、選択された地図レイヤ属性情報のデータが設定されている。ダイアログの各項

目の入力、表示内容は表 6-25 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 地図レイヤ属性情報を削除する 

データの削除を行いたい地図レイヤ属性情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・地図レイヤ属性情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象の地図レイヤ属性情報を削除することができる。削除・地図レイヤ

属性情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 地図レイヤ属性情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに地図

レイヤ属性情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参

照。 

 

5） 地図レイヤ属性情報をコピーする 

登録済み地図レイヤ属性情報をコピーし、それをもとに新たに地図レイヤ属性情

報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・地図レ

イヤ属性情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 

6-25 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに地図レイヤ属性情

報が作成される。 
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（9） 地図ＫＭＬレイヤ情報 

登録されているメニュー情報の階の階層には、そのメニューに対応する画面の詳細

設定を行う項目がある。ここではそのうちの１つである地図 KML レイヤ情報につい

て説明する。 

地図 KML レイヤ情報ではハザードマップ等の KML 形式のレイヤの設定を行う。 

以下に、地図 KML レイヤ情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 
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1） 地図 KML レイヤ情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・地図 KML レイヤ情報ダイアログが表示され

る。 

 

 

 

 

図 6-54 登録ボタン>追加・地図参照レイヤ情報ダイアログ 

 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-27 追加・地図参照レイヤ情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニューID 選択されているタスク種別情報の ID が自動入

力される。 

 

②  レイヤ ID 「e コミマップ情報選択画面」からレイヤ ID

を選択する。 

ref21 

③  初期表示フラグ 利用者画面における初期表示状態をドロップ

ダウンリストから選択する。 

true 

④  検索フラグ true にすると、地図画面で地物をクリックし

たときにポップアップを表示する。 

true 

⑤  有効・無効 地図参照レイヤ情報の有効・無効を設定す

る。 

有効 

⑥  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面で凡例が上位に表示される。 

2 

⑦  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは地図参照レイヤ情報一覧に表示される。 

 

登録ボタン 

追加・地図参照レイヤ情報ダイアログ

が表示される 

「*」は必須入力項

目 

○1  
○2  

○3  
○4  
○5  ○6  

○7  ○8  
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⑧  キャンセル 追加・地図参照レイヤ情報ダイアログを閉じ

る。 

 

 

2） レイヤ ID の検索について 

検索ボタンを押下することで、e コミマップ情報選択画面ダイアログが表示され

る。あらかじめ登録されたレイヤを選択すると、地図 KML レイヤ情報ダイアログ

にレイヤ ID が入力される。 

また、ダイアログの各項目の入力・表示内容は次のようになっている。 

表 6-28 eコミマップ情報選択画面ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  レコード検索 押下すると検索ダイアログが表示され、検索

条件を入力して検索すると、該当の情報のみ

が一覧に表示される。 

 

②  選択 選択した行のレイヤ ID が地図参照レイヤ情報

ダイアログに自動入力される。 

 

③  キャンセル e コミマップ情報選択画面ダイアログを閉じ

る。 

 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、地図 KMLレイヤ情報一覧にデータが新規追加される。 

 

3） 地図 KML レイヤ情報を編集する 

編集を行いたい地図 KML レイヤ情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・地図 KML レイヤ情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目に

は、選択された地図 KMLレイヤ情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目

の入力、表示内容は表 6-29 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで設定した内容が保存される。 

 

4） 地図 KML レイヤ情報を削除する 

データの削除を行いたい地図 KML レイヤ情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・地図 KMLレイヤ情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタン

を押下時、対象の地図 KMLレイヤ情報を削除することができる。削除・メニュープロセ

ス情報ダイアログの詳細は 4.2.1を参照。 

 

5） 地図 KML レイヤ情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに地図

参照レイヤ情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参

照。 
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6） 地図 KML レイヤ情報をコピーする 

登録済み地図 KMLレイヤ情報をコピーし、それをもとに新たに地図 KMLレイヤ情報

を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・地図 KMLレ

イヤ情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の名称、表示内容は表 6-29

を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに地図 KMLレイヤ情報

が作成される。 
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（10） 地図参照レイヤ情報 

登録されているメニュー情報の下位の階層には、そのメニューに対応する画面の詳

細設定を行う項目がある。ここではその内の１つである地図参照レイヤ情報について

説明する。 

地図参照レイヤ情報ではハザードマップ等の主題図の設定を行う。 

以下に、地図参照レイヤ情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説明

する。 

 

 

図 6-55 地図参照レイヤ情報の編集 
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1） 地図参照レイヤ情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・地図参照レイヤ情報ダイアログが表示され

る。 

 

 

図 6-56 登録ボタン>追加・地図参照レイヤ情報ダイアログ 

 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-29 追加・地図参照レイヤ情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニューID 選択されているタスク種別情報の ID が自動入

力される。 

 

②  レイヤ ID 「e コミマップ情報選択画面」からレイヤ ID

を選択する。 

ref21 

③  初期表示フラグ 利用者画面における初期表示状態をドロップ

ダウンリストから選択する。 

true 

④  凡例折りたたみ 利用者画面における凡例の折りたたみの状態

をドロップダウンリストから選択する。 

false 

⑤  検索フラグ true にすると、地図画面で地物をクリックし

たときにポップアップを表示する。 

true 

⑥  透過度 地図参照レイヤの透過度を設定する。 0%(非透過) 

⑦  有効・無効 地図参照レイヤ情報の有効・無効を設定す 有効 

登録ボタン 

追加・地図参照レイヤ情報ダイアログ

が表示される 

「*」は必須入力項

目 
○1  

○2  
○3  
○4  
○5  
○6  

○7  
○8  

⑨ ⑩ 
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る。 

⑧  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面で凡例が上位に表示される。 

2 

⑨  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは地図参照レイヤ情報一覧に表示される。 

 

⑩  キャンセル 追加・地図参照レイヤ情報ダイアログを閉じ

る。 

 

 

 

2） レイヤ ID の検索について 

検索ボタンを押下することで、e コミマップ情報選択画面ダイアログが表示され

る。あらかじめ登録されたレイヤを選択すると、地図参照レイヤ情報ダイアログに

レイヤ ID が入力される。 

また、ダイアログの各項目の入力・表示内容は次のようになっている。 

表 6-30 eコミマップ情報選択画面ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  レコード検索 押下すると検索ダイアログが表示され、検索

条件を入力して検索すると、該当の情報のみ

が一覧に表示される。 

 

②  選択 選択した行のレイヤ ID が地図参照レイヤ情報

ダイアログに自動入力される。 

 

③  キャンセル e コミマップ情報選択画面ダイアログを閉じ

る。 

 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、地図参照レイヤ情報一覧にデータが新規追加される。 

 

3） 地図参照レイヤ情報を編集する 

編集を行いたい地図参照レイヤ情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・地図参照レイヤ情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目に

は、選択された地図参照レイヤ情報のデータが設定されている。ダイアログの各項

目の入力、表示内容は表 6-29 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで設定した内容が保存される。 

 

4） 地図参照レイヤ情報を削除する 

データの削除を行いたい地図参照レイヤ情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・地図参照レイヤ情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象の地図参照レイヤ情報を削除することができる。削除・メニュープ
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ロセス情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 
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5） 地図参照レイヤ情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに地図

参照レイヤ情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参

照。 

 

6） 地図参照レイヤ情報をコピーする 

登録済み地図参照レイヤ情報をコピーし、それをもとに新たに地図参照レイヤ情

報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・地図参

照レイヤ情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の名称、表示内容は表 

6-29 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに地図参照レイヤ情

報が作成される。 
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（11） 地図ベースレイヤ情報 

登録されているメニュー情報の下位の階層には、そのメニューに対応する画面の詳

細設定を行う項目がある。ここではその内の１つである地図ベースレイヤ情報につい

て説明する。 

地図ベースレイヤ情報では、メニューに紐づく地図ページの、ベースとなる地図の

表示について設定を行う。上位の階層であるメニュー情報において、メニュータイプ

が「リスト(地図有)」「地図(リスト有)」「地図(リスト無)」の場合に、地図ベースレ

イヤ情報を設定する必要がある。 

以下に、地図ベースレイヤ情報の新規登録、編集、削除、コピーについて説明する。 

 

 

図 6-57 地図ベースレイヤ情報の編集 
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1） 地図ベースレイヤ情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・地図ベースレイヤ情報ダイアログが表示さ

れる。 

 

 

図 6-58 登録ボタン>追加・地図ベースレイヤ情報ダイアログ 

 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-31 追加・地図ベースレイヤ情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニューID 選択されているタスク種別情報の ID が自動入

力される。 

 

②  レイヤ ID 利用者画面の地図ページに表示するベース地

図を設定する。 

「e コミマップ情報選択画面」からレイヤ ID

を選択する。 

wms1 

③  初期表示フラグ 利用者画面における初期表示状態をドロップ

ダウンリストから選択する。 

false 

④  有効・無効 地図ベースレイヤ情報の有効・無効を設定す

る。 

有効 

⑤  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面で地図ベースレイヤ情報が表示されると

き、上位に表示される。 

2 

登録ボタン 

追加・地図ベースレイヤ情報ダイアロ

グが表示される 

「*」は必須入力項

目 
○2  

○1  

○3  
○4  

○5  

○6  ○7  
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⑥  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは地図ベースレイヤ情報一覧に表示され

る。 

 

⑦  キャンセル 追加・地図ベースレイヤ情報ダイアログを閉

じる。 

 

 

 レイヤ ID の検索について 

検索ボタンを押下することで、e コミマップ情報選択画面ダイアログが表示され

る。あらかじめ登録されたレイヤを選択すると、地図ベースレイヤ情報ダイアログ

にレイヤ ID が入力される。 

eコミマップ情報選択画面については 6.1.2.1(6)1)(A)参照。 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、地図ベースレイヤ情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） 地図ベースレイヤ情報を編集する 

編集を行いたい地図ベースレイヤ情報を選択後、編集ボタンを押下することで、

編集・地図ベースレイヤ情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には、選択された地図ベースレイヤ情報のデータが設定されている。ダイアログ

の各項目の入力、表示内容は表 6-31 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 
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3） 地図ベースレイヤ情報を削除する 

データの削除を行いたい地図ベースレイヤ情報を選択後、削除ボタンを押下すると

削除・地図ベースレイヤ情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除

ボタンを押下時、対象の地図ベースレイヤ情報を削除することができる。削除ダイア

ログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 地図ベースレイヤ情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに地図

ベースレイヤ情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を

参照。 

 

5） 地図ベースレイヤ情報をコピーする 

登録済み地図ベースレイヤ情報をコピーし、それをもとに新たに地図ベースレイ

ヤ情報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・地

図ベースレイヤ情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内

容は表 6-31 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに地図ベースレイヤ

情報が作成される。 
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（12） メニュー地図情報 

登録されているメニュー情報の下位の階層には、そのメニューに対応する画面の詳

細設定を行う項目がある。ここではその内の１つであるメニュー地図情報について説

明する。 

メニュー地図情報では、地図画面に表示される地図の表示範囲と地図初期表示縮尺

の設定を行う。 

以下にメニュー地図情報の新規登録、編集、削除、編集、コピーについて説明する。 

 

 

 

図 6-59 メニュー地図情報の編集 
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1） メニュー地図情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・メニュー地図情報ダイアログが表示される。 

 

 

 

図 6-60 登録ボタン>追加・メニュー地図情報ダイアログ 

 

登録ボタン 追加・メニュー地図情報ダイアログが

表示される 

○1  ○2  
○3  
○4  

○5  ○6  

「*」は必須入力項

目 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-32 追加・メニュー地図情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニューID 選択されているタスク種別情報の ID が自動入

力される。 

 

②  地 図 範 囲

（WKT） 

地図の表示範囲を WKTで設定する。 POLYGON(( 

136.71 

35.33,137.09 

35.33,137.09 

34.94,136.71 

34.94,136.71 

35.33)) 

 

③  解像度（デフォ

ルト 0） 

地図の初期表示縮尺を設定する。 0 

④  備考 備考欄。  

⑤  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはメニュー地図情報一覧に表示される。 

 

⑥  キャンセル 追加・メニュー地図情報ダイアログを閉じ

る。 

 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、メニュー地図情報一覧にデータが新規追加される。 

 

 

2） メニュー地図情報を編集する 

編集を行いたいメニュー地図情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・メニュー地図情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、

選択されたメニュー地図情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入

力、表示内容は表 6-32 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） メニュー地図情報を削除する 

データの削除を行いたいメニュー地図情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・メニュー地図情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタン

を押下時、対象のメニュー地図情報を削除することができる。削除・メニュー地図情

報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 
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4） メニュー地図情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにメニ

ュー地図情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参

照。 

 

5） メニュー地図情報をコピーする 

登録済みメニュー地図情報をコピーし、それをもとに新たにメニュー地図情報を

作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・メニュー地

図情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の名称、表示内容は表 6-32 を

参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにメニュー地図情報

が作成される。 
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（13） 通知デフォルト情報 

登録されているメニュー情報の下位の階層には、そのメニューに対応する画面の詳

細設定を行う項目がある。ここではその内の１つである通知デフォルト情報について

説明する。 

通知デフォルト情報では、発令が行われた時、画面にその情報をアラートで表示を

する。また、eメールにて情報の通知を行うための設定を行う。 

以下に、通知デフォルト情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説明

する。 

 

 

 

図 6-61 通知デフォルト情報の編集 
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1） 通知デフォルト情報を新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・通知デフォルト情報ダイアログが表示され

る。 

 

 

 

図 6-62 登録ボタン>追加・通知デフォルト情報ダイアログ 

 

登録ボタン 追加・通知デフォルト情報ダイアログ

が表示される 

○2  
○1  

○3  
○4  ○5  

「*」は必須入力項

目 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-33 追加・通知デフォルト情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メニューID 選択されているタスク種別情報の ID が自動入

力される。 

 

②  通知テンプレー

ト種別 ID 

通知機能の使用を想定しているプロセス（災

害対応業務の基本項目）をドロップダウンリ

ストから選択する。 

1:避難勧告・

指示 

③  区分 定型文のタイトルを設定する。 体制移行 

④  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは通知デフォルト情報一覧に表示される。 

 

⑤  キャンセル 追加・通知デフォルト情報ダイアログを閉じ

る。 

 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、通知デフォルト情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） 通知デフォルト情報を編集する 

編集を行いたい通知デフォルト情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・通知デフォルト情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目に

は、選択された通知デフォルト情報のデータが設定されている。ダイアログの各項

目の入力、表示内容は表 6-33 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 通知デフォルト情報を削除する 

データの削除を行いたい通知デフォルト情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・通知デフォルト情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象の通知デフォルト情報を削除することができる。削除・通知デフォ

ルト情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 通知デフォルト情報を検索する 

検索ボタンを押下すると、検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに通知

デフォルト情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参

照。 

 

5） 通知デフォルト情報をコピーする 

登録済み通知デフォルト情報をコピーし、それをもとに新たに通知デフォルト情
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報を作成することができる。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・通知デ

フォルト情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の名称、表示内容は表 

6-33 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに通知デフォルト情

報が作成される。 
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 地図マスター情報 

自治体>システム全般>地図マスター情報 を選択すると下図のような画面が表示さ

れる。地図マスター情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。地図

マスター情報は Open-Xedge で取り扱う e コミマップで作成された地図を管理し、その

一覧が地図マスター情報一覧に表示される。 

 

 

図 6-63 地図マスター情報 

 

 

（1） 地図マスター情報の編集 

地図マスター情報では Open-Xedgeで取り扱う eコミマップで作成された地図を管理

する。以下に地図マスター情報の新規作成、編集、削除、検索、コピーについて説明

する。 

 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 142 

1） 地図マスター情報を新規で登録 

登録ボタンを押下することで、追加・地図マスター情報ダイアログが表示される。 

 

 

 

図 6-64 登録ボタン>追加・地図マスター情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・地図マスター情報ダイアログが

表示される。 

○1  
○2  
○3  
○4  
○5  
○6  

「*」は必須入力項目 

○7  ○8  
○9  ○10 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-34 追加・地図マスターダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○○

市 

②  コミュニティ

ID 

利用する e コミマップが作成された e コミマ

ップのサイトの ID と名称を設定する。 

また、検索によって表示された e コミマップ

情報から設定することも可能。 

3 

③  グループ ID 利用する e コミマップが作成された e コミマ

ップのグループの IDと名称を設定する。 

また、検索によって表示された e コミマップ

情報から設定することも可能。 

4 

④  地図 ID 利用する e コミマップの ID と名称を設定す

る。 

また、検索によって表示された e コミマップ

情報から設定することも可能。 

5 

⑤  訓練地図 ID 利用する eコミマップの訓練用の地図 IDと名

称を設定する。 

また、検索によって表示された e コミマップ

情報から設定することも可能。 

6 

⑥  地図追加専用マ

ップ ID 

利用する e コミマップの地図追加専用の地図

IDと名称を設定する。 

また、検索によって表示された e コミマップ

情報から設定することも可能。 

「地図追加」ボタンおよび更新通知ポップア

ップによって動的に追加されるレイヤを管理

する。 

 

⑦  表示制限範囲Ｂ

ＢＯＸ値 

地図画面に表示範囲の制限をかける。設定し

た BBOX 値を越えてのスクロールが不可とな

る。 

125.913672,48.0

08110,151.75351

6,29.405858 

⑧  コピー方法 災害時にマップをコピーするか選択する。 

 

時系列化では「災害時はコピーせず、訓練時

のみマップコピー」で運用することを推奨す

る。 

災害時はコピー

せず、訓練時の

みマップコピー 
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※自治体セットアッパーの時系列化を行うと

自動的に切り替わる。 

⑨  保存 各項目に設定された値が登録される。  

⑩  キャンセル 追加・地図マスターダイアログが閉じる。  

 

 検索ボタンについて 

検索ボタンを押下することで、e コミマップに登録されている地図が一覧で表示

される。一覧に表示された地図情報から、コミュニティ ID、グループ ID、地図 ID

を設定することができる。 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が

保存され、地図マスター情報一覧にデータが新規追加される。 

 

 

2） 地図マスター情報を編集する 

編集を行いたい地図マスター情報を選択後、編集ボタンを押下することで編集・

地図マスター情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には選択

された地図マスター情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、

表示内容は表 6-34 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 地図マスター情報を削除する 

データの削除を行いたい地図マスター情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・地図マスター情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象の地図マスター情報を削除することができる。削除・地図マスタ

ー情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 地図マスター情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに地図マ

スター情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） 地図マスター情報をコピーする 

登録済み地図マスター情報をコピーし、それをもとに新たに地図マスター情報を

作成することが出来る。コピー元となる地図マスター情報を選択後、コピーボタン

を押下するとレコードコピー・地図マスター情報ダイアログが表示される。ダイア

ログの各項目の入力、表示内容は表 6-34 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに地図マスター情報

が作成される。 
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（2） テーブルマスター情報 

登録されている地図マスター情報の下位の階層には、テーブルマスター情報が存在

する。地図に表示するレイヤを設定することができる。以下に、テーブルマスター情

報の新規作成、編集、削除、検索、コピーについて説明する。 

 

1） テーブルマスター情報を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・テーブルマスター情報ダイアログが表示さ

れる。 

 

 

 

図 6-65 登録ボタン>追加・テーブルマスター情報ダイアログ 

 

⑩ 

② 
③ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 

○1  

⑪ 
⑫ 

⑬ 
⑭ 
⑮ 

⑯ 
⑰ 
⑱ 
⑲ 
⑳ 
㉑ 

㉒ 
㉓ ㉔ 

④ 
⑤ 

㉕ ㉖ 

登録ボタン 

追加・テーブルマスター情報ダイアロ

グが表示される 

「*」は必須入力項目 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-35 テーブルマスター情報ダイアログの各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  地図マスター情

報 ID 

選択されている地図マスター情報の ID が自動

で入力される。 

 

②  レイヤ ID （災害用）e コミマップで作成されたレイヤ

のレイヤ ID を手入力または、レイヤ ID の検

索ボタンより設定する。 

C19 

③  テーブル名 ID （災害用）e コミマップで作成されたレイヤ

のテーブル名 IDを手入力または、テーブル名

IDの検索ボタンより設定する。 

C19 

④  訓練レイヤ ID （訓練用）e コミマップで作成されたレイヤ

のレイヤ ID を手入力または、レイヤ ID の検

索ボタンより設定する。 

C38 

⑤  訓練テーブル名 （訓練）e コミマップで作成されたレイヤの

テーブル名 IDを手入力または、テーブル名 ID

の検索ボタンより設定する。 

C38 

⑥ 名称 e コミマップで作成されたレイヤの名称を手

入力または、名称の検索ボタンより設定す

る。 

name 

⑦ ジオメトリの 

タイプ 

e コミマップで作成されたレイヤのジオメト

リタイプを手入力または、ジオメトリタイプ

の検索ボタンにより設定する。 

POINT 

⑧ 住所項目名 レイヤに登録されている住所を格納する属性

の attr 番号を手入力または、住所項目名の検

索ボタンにより設定する。 

attr1 

⑨ 更新日時項目名 レイヤに登録されている更新日時を格納する

属性の attr 番号を手入力または、更新日時項

目名の検索ボタンにより設定する。 

attr1 

⑩ 座標表示項目名 レイヤに登録されている座標表示を格納する

属性の attr 番号を手入力または、座標表示項

目名の検索ボタンにより設定する。 

attr1 

⑪ 管理番号項目名 レイヤに登録されている管理番号を格納する

属性の attr 番号を手入力または、管理番号項

目名の検索ボタンにより設定する。 

 

⑫ 入力者項目名 レイヤに登録されている入力者を格納する属

性の attr 番号を手入力または、入力者項目名

attr1 
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の検索ボタンにより設定する。 

⑬ MRGS グリッド

項目名 

MRGSグリッド情報を格納する属性の attr番号

を手入力により設定する。 

attr1 

⑭ MRGS桁数 MRGS グリッド情報の最大桁数を手入力にて設

定する。 

※POLYGON/MULTIPOLYGON レイヤで設定した場

合、UTM自動入力が true となる。 

1 

⑮ 更新通知時間

(分) 

リスト画面および地図画面において、設定し

た時間(分)以内に変更のあった項目に赤矢印

を表示できる。 

60 

⑯ コピー方法 災害時または訓練時のテーブルのコピー方法

を選択する。 

最新データの

み複製（履歴

なし） 

⑰ リセットフラグ 災害対応完了後、災害対応前の状態に戻すか

どうか選択する。災害対応完了時にデータを

リセットしたいレイヤは true に設定するこ

と。 

false 

⑱ ページング ページング機能の ON/OFF を設定する。 True 

⑲ アラート範囲 True でアラート範囲レイヤと認識して、端末

位置がその範囲内にあると決められたアラー

トメッセージを出力する。 

詳細は 6.1.2.3（2）1）B)アラート範囲につ

いて 

True 

⑳ 端末位置 Trueで端末位置のデータを記録する。 True 

㉑ 軌跡レイヤ Trueで C○○_trail レイヤが作成される。 

（○○は登録中、編集中のレイヤ ID） 

Falseで C○○_trailレイヤが削除される。 

※同時に訓練レイヤも生成、削除となる。 

詳細は C)軌跡レイヤについて 

True 

㉒ 備考 備考欄。  

㉓ CKAN検索 CKAN検索ボタンで CKAN検索画面が開き、そこ

で CKANのデータセットと紐づけ可能。 

 

㉔ 訓練 CKAN検索 訓練 CKAN 検索ボタンで訓練 CKAN 検索画面が

開き、そこで訓練 CKAN のデータセットと紐づ

け可能。 

 

㉕ 保存 設定された情報が保存される。保存されたデ

ータはテーブルマスター情報一覧に表示され

る。 
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㉖ キャンセル 追加・テーブルマスター情報ダイアログを閉

じる。 

 

 

 

 検索ボタンについて 

検索ボタンを押下することで、e コミマップに登録されているレイヤ情報が一覧

で表示される。一覧に表示されたレイヤ情報から、レイヤ ID、テーブル名 ID、名

称、ジオメトリのタイプ、住所項目名、更新日時項目名、座標表示項目名を設定す

ることができる。 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が

保存され、テーブルマスター情報一覧にデータが新規追加される。 

 

 アラート範囲について 

True に設定するとアラート範囲レイヤと認識、端末位置がその範囲内にあると設

定したアラートメッセージを出力する。 

 

図 6-66 アラート範囲 True：スマホ画面にアラート表示した例 
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 軌跡レイヤについて 

True で C○○_trail レイヤが作成される。（C○○は登録中、編集中レイヤ ID） 

False で C○○_trail レイヤが削除される。 

※同時に訓練レイヤも生成、削除となる。 

 

図 6-67 奇跡レイヤ True：C○○_trail レイヤの作成 

 

図 6-68 奇跡レイヤ True：利用者画面に軌跡が表示される 

 

 

  

②c17_trail レイヤが作成される 

①c17レイヤで奇跡

レイヤを True 
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2） テーブルマスター情報を編集する 

編集を行いたいテーブルマスター情報を選択後、編集ボタンを押下することで、

編集・テーブルマスター情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には、選択されたテーブルマスター情報のデータが設定されている。ダイアログ

の各項目の入力、表示内容は表 6-35 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） テーブルマスター情報を削除する 

データの削除を行いたいテーブルマスター情報を選択後、削除ボタンを押下する

と削除・テーブルマスター情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの

削除ボタンを押下時、対象のテーブルマスター情報を削除することができる。削

除・テーブルマスター情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） テーブルマスター情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにテーブ

ルマスター情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参

照。 

 

5） テーブルマスター情報をコピーする 

登録済みテーブルマスター情報をコピーし、それをもとに新たにテーブルマスタ

ー情報を作成することができる。コピー元となるテーブルマスター情報を選択後、

コピーボタンを押下するとレコードコピー・テーブルマスター情報ダイアログが表

示される。ダイアログの各項目の入力・表示内容は表 6-35 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにテーブルマスター

情報が作成される。 

 

（3） テーブル演算項目情報の編集 

登録されているテーブルマスター情報の下位の階層には、テーブル演算項目情報

が存在する。テーブル演算項目情報は、属性間演算を行うための設定項目である。

以下にテーブル演算項目情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説明

する。 
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図 6-69 テーブル演算項目情報 

 

1） テーブル演算項目情報を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・テーブル演算項目情報ダイアログが表示さ

れる。 

 

 

図 6-70 登録ボタン>追加・テーブル演算項目情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・テーブル演算項目情報ダイアロ

グが表示される 

「*」は必須入力項

目 
○1  

○2  

○3  ○4  



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 152 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-36 追加・テーブル演算項目情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  テーブル ID 選択されているテーブルマスター情報の ID が

自動で割り当てられる。 

200 

②  項目名 演算の対象となる属性を設定する。 attr1 

③  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはテーブル演算項目情報一覧に表示され

る。 

 

④  キャンセル 追加・テーブル演算項目情報ダイアログを閉

じる。 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が

保存され、テーブル演算項目情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） テーブル演算項目情報を編集する 

編集を行いたいテーブル演算項目情報を選択後、編集ボタンを押下することで、

編集・テーブル演算項目情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には、選択されたテーブル演算項目情報のデータが設定されている。ダイアログ

の各項目の入力、表示内容は表 6-36 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） テーブル演算項目情報を削除する 

データの削除を行いたいテーブル演算項目情報を選択後、削除ボタンを押下する

と削除・テーブル演算項目情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの

削除ボタンを押下時、対象のテーブル演算項目情報を削除することができる。削

除・テーブル演算項目情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） テーブル演算項目情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにテーブ

ル演算項目情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参

照。 

 

5） テーブル演算項目情報をコピーする 

登録済みテーブル演算項目情報をコピーし、それをもとに新たにテーブル演算項

目情報を作成することができる。コピー元となるテーブル演算項目情報を選択後、

コピーボタンを押下するとレコードコピー・テーブル演算項目情報ダイアログが表

示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-61 を参照。 
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送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにテーブル演算項目

情報が作成される。 

（4） テーブル演算情報 

登録されているテーブル演算項目情報の下位の階層には、テーブル演算情報が存

在する。テーブル演算情報は、属性間演算を行うための計算式を設定する項目であ

る。以下にテーブル演算情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説明

する。 

 

図 6-71 テーブル演算情報 

1） テーブル演算情報を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・テーブル演算情報ダイアログが表示される。 

 

 

図 6-72 登録ボタン>追加・テーブル演算情報ダイアログ 

登録ボタン 

追加・テーブル演算情報ダイアログが

表示される 

「*」は必須入力項

目 
○1  

○2  

○3  ○4  
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-37 追加・テーブル演算情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  計算結果項目 選択されているテーブル演算項目情報の ID が

自動入力される。 

1 

②  計算式 属性間計算を行うための計算式を設定する。 {テーブル演算

項 目 情 報 の

ID}+{テーブル

演算項目情報

の ID} 

主な計算式は

下記 A)参照 

③  保存 設定された情報を保持する。保存されたデー

タはテーブル演算情報一覧に表示される。 

 

④  キャンセル 追加・テーブル演算情報ダイアログを閉じ

る。 

 

 

 主な計算式について 

属性間計算で使用できる主な計算式は以下の通り。 

四則演算 {id} + {id} 、{id} * {id} など 

大小比較演算 < <= > >= 結果は、true：1 false：0 

等価比較演算 == != 結果は、true：1 false：0 

年齢 year({id}) 

多い方 max({id}, {id}) 

少ない方 min({id}, {id}) 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が

保存され、テーブル演算情報一覧にデータが新規追加される。 

 

 

2） テーブル演算情報を編集する 

編集を行いたいテーブル演算情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・テーブル演算情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、

選択されたテーブル演算情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入

力、表示内容は表 6-37 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） テーブル演算情報を削除する 
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データの削除を行いたいテーブル演算情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・テーブル演算情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象のテーブル演算情報を削除することができる。削除・テーブル演

算情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） テーブル演算情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにテーブ

ル演算情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） テーブル演算情報をコピーする 

登録済みテーブル演算情報をコピーし、それをもとに新たにテーブル演算情報を

作成することができる。コピー元となるテーブル演算情報を選択後、コピーボタン

を押下するとレコードコピー・テーブル演算情報ダイアログが表示される。ダイア

ログの各項目の入力、表示内容は表 6-37 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにテーブル演算情報

が作成される。 

 

（5） テーブルリセット対象属性情報 

1） テーブルリセット対象属性情報を新規で作成する 

登録されているテーブルマスター情報の下位の階層には、テーブルリセット対象

属性情報が存在する。テーブルリセット対象属性情報は、災害完了時に、デフォル

トでリセット対象となる属性の設定項目である。（災害完了時にリセット対象を対象

外、またはリセット対象外を対象に変更することも可能） 

以下にテーブル演算項目情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 

 

 登録ボタン 

追加・テーブルリセット対象属性情報

ダイアログが表示される 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 157 

 

図 6-73 登録ボタン>追加・テーブルリセット対象属性情報ダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-38 追加・テーブルリセット対象属性情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 属性項目名 リセット対象の項目名を設定する。 attr4 

保存ボタンを押下することで設定した内容が保存され、テーブルリセット対象属

性情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） テーブルリセット対象属性情報を編集する 

編集を行いたいテーブルリセット対象属性情報を選択後、編集ボタンを押下する

ことで、編集・テーブルリセット対象属性情報ダイアログが表示される。開かれた

ダイアログの各項目には、選択されたテーブルリセット対象属性情報のデータが設

定されている。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-36 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） テーブルリセット対象属性情報を削除する 

データの削除を行いたいテーブルリセット対象属性情報を選択後、削除ボタンを

押下すると削除・テーブルリセット対象属性情報ダイアログが表示される。表示さ

れたダイアログの削除ボタンを押下時、対象のテーブルリセット対象属性情報を削

除することができる。削除・テーブルリセット対象属性情報ダイアログの詳細は

4.2.1 を参照。 

 

4） テーブルリセット対象属性情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにテーブ

ルリセット対象属性情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は

4.2.2 を参照。 

○1  
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5） テーブルリセット対象属性情報をコピーする 

登録済みテーブルリセット対象属性情報をコピーし、それをもとに新たにテーブ

ルリセット対象属性情報を作成することができる。コピー元となるテーブルリセッ

ト対象属性情報を選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・テーブルリ

セット対象属性情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内

容は表 6-61 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにテーブルリセット

対象属性情報が作成される。 

 

（6） テーブル CSV 項目情報 

1） テーブル CSV 項目情報を新規で作成する 

登録されているテーブルマスター情報の下位の階層には、テーブル CSV 項目情報

が存在する。テーブル CSV 項目情報は、CSV 出力時に、属性項目に対して、項目説

明を付けるための設定である。 

以下にテーブル CSV 項目情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 

 

 

 

図 6-74 登録ボタン>追加・テーブル CSV 項目情報ダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-39 追加・テーブル CSV 項目情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 属性項目名 項目説明を付けたい項目名を設定する。 attr0 

② 項目説明 ➀で選択した項目の説明を入力する。 数値(整数) 

保存ボタンを押下することで設定した内容が保存され、テーブル CSV 項目情報一

登録ボタン 

追加・テーブル CSV 項目情報ダイアロ

グが表示される ➀ 

② 
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覧にデータが新規追加される。 

 

2） テーブル CSV 項目情報を編集する 

編集を行いたいテーブル CSV 項目情報を選択後、編集ボタンを押下することで、

編集・テーブル CSV 項目情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には、選択されたテーブル CSV 項目情報のデータが設定されている。ダイアログ

の各項目の入力、表示内容は表 6-39 追加・テーブル CSV項目情報ダイアログの各名

称と概要を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） テーブル CSV 項目情報を削除する 

データの削除を行いたいテーブル CSV 項目情報を選択後、削除ボタンを押下する

と削除・テーブル CSV 項目情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの

削除ボタンを押下時、対象のテーブル CSV 項目情報を削除することができる。削

除・テーブル CSV 項目情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） テーブル CSV 項目情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにテーブル

CSV 項目情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参

照。 

 

5） テーブル CSV 項目情報をコピーする 

登録済みテーブル CSV項目情報をコピーし、それをもとに新たにテーブル CSV項

目情報を作成することができる。コピー元となるテーブル CSV 項目情報を選択後、

コピーボタンを押下するとレコードコピー・テーブル CSV 項目情報ダイアログが表

示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-39 追加・テーブル CSV項目

情報ダイアログの各名称と概要を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにテーブル CSV 項目

情報が作成される。 

 

 テンプレートメニュー 

自治体>システム全般>テンプレートメニュー を選択すると下図のような画面が表

示される。テンプレートメニューが登録されている場合はその情報が一覧で表示され

る。テンプレートメニューを設定することで、ウィザード機能で作成されるメニュー

の構成を変更することができる。なお、テンプレートメニューを設定する前に、e コミ

マップで名称を「テンプレートベースレイヤ」としたレイヤを作成すること。 
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図 6-75 テンプレートメニュー 

 

（1） タスク種別情報(テンプレート)の編集 

タスク種別情報(テンプレート)ではウィザード機能で作成されるメニューのテンプ

レートを設定する。以下にタスク種別情報(テンプレート)の新規作成、編集、削除、

検索、コピーについて説明する。 
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1） タスク種別情報(テンプレート)を新規で登録 

登録ボタンを押下することで、追加・タスク種別情報ダイアログが表示される。 

 

 

 

図 6-76 登録ボタン>追加・タスク種別情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・タスク種別情報ダイアログが表

示される。 
○1  
○2  ○3  ○4  「*」は必須入力項

目 ⑤ 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-40 追加・タスク種別情報の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○○

市 

② 名称 タスク種別の名称を設定する 緊急対応 

③ テンプレートフ

ラグ 

ウィザード機能からメニューを作成した際

に、タスク種別情報のテンプレートフラグに

同じ値が入る。テンプレートから作られたこ

とを示すためのフラグ。1:テンプレート(親)

固定。 

1:テンプレート

(親) 

④ 表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面に表示されるとき、上位に表示される。 

1 

⑤ 備考 備考欄。 （なし） 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が

保存され、タスク種別情報一覧にデータが新規追加される。 

 

タスク種別情報一覧の下の階層にメニュー情報を設定する。メニュー情報以下の

設定方法については 6.1.2.2（2）メニュー情報の編集を参照すること。 

 

 検索ボタンについて 

検索ボタンを押下することで、e コミマップに登録されている地図が一覧で表示

される。一覧に表示された地図情報から、コミュニティ ID、グループ ID、地図 ID

を設定することができる。 

 

2） タスク種別情報(テンプレート)を編集する 

編集を行いたいタスク種別情報(テンプレート)を選択後、編集ボタンを押下する

ことで編集・タスク種別情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には選択されたタスク種別情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目

の入力、表示内容は表 6-34 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） タスク種別情報(テンプレート)を削除する 

データの削除を行いたいタスク種別情報(テンプレート)を選択後、削除ボタンを

押下すると削除・タスク種別情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログ

の削除ボタンを押下時、対象のタスク種別情報(テンプレート)を削除することがで
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きる。削除・タスク種別情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） タスク種別情報(テンプレート)を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにタスク

種別情報(テンプレート)の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は

4.2.2 を参照。 

 

5） タスク種別情報(テンプレート)をコピーする 

登録済みタスク種別情報(テンプレート)をコピーし、それをもとに新たにタスク

種別情報(テンプレート)を作成することが出来る。コピー元となるタスク種別情報

(テンプレート)を選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・タスク種別

情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-34 を参

照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにタスク種別情報

(テンプレート)が作成される。 

 

（2） 災害別タスク種別情報 

災害別タスク種別情報では、災害別でウィザード機能で作成されたタスクの一覧を

表示する。このテーブルでは確認のみ可能なテーブルのため、編集や削除することは

できない。 

 

図 6-77 災害別タスク種別情報 

 

（3） タスク種別情報(テンプレートから生成) 

災害別タスク種別情報では、ウィザード機能で作成されたタスクの一覧を表示する。 

タスク種別情報一覧の下の階層にメニュー情報を設定する。メニュー情報以下の設

定方法については 6.1.2.2（2）メニュー情報の編集を参照すること。 

 

図 6-78 タスク種別情報(テンプレートから生成) 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 164 

6.1.3. 外部地図データ 

 

 クリアリングハウス事前データ情報 

本システムの地図データのうち、クリアリングハウスに登録したレイヤに関する情

報を管理する。 

 

 

1） 新規で登録する 

ここからクリアリングハウスデータ情報の新規登録は行わない。 

※使用しない 

 

2） 編集する 

※使用しない 

 

3） 削除する 

※使用しない 

 

 

 クリアリングハウス検索情報 

クリアリングハウスを検索するための情報を管理する。 

本システムは、定期的にクリアリングハウスの情報を監視し、指定された条件に合

致する地図を発見した場合、ユーザにポップアップメッセージで案内する機能があり、

その検索条件を指定する。 
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1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、登録・編集ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-41 クリアリングハウス検索情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

② 定期的に検索す

る間隔 

クリアリングハウスを定期的に検索する間隔

を指定する。単位：秒 

3 

③ 検索条件 クリアリングハウスのＡＰＩの GetRecords リ

クエストの Getパラメータを指定する。 

※表 6-42 GetRecords のパラメータを参照 

4 

④ 範囲の WKT クリアリングハウスの情報検索の範囲を指定

する。 

 

5 

 

表 6-42 GetRecords のパラメータ 

パラメータ名 値 説明 

DISASTERTYP

E 

以下のいずれかの番号 

1:地震 

2:津波・高潮 

3:火山 

4:風水 

5:土砂 

6:氷雪 

7:その他 

災害区分、カンマ区切りで複数指

定可能 

KEYWORD 文字列 AND キーワード、スペース区切り

で複数指定可能 

KEYWORDOR 文字列 OR キーワード、スペース区切りで

複数指定可能 

KEYWORDNOT 文字列 NOT キーワード、スペース区切り

で複数指定可能 

FUZZYSEARCH true（する）/ false（しない） あいまい検索制御 

○1  

② 

③ 

④ 
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CONTACTNAM

E 

文字列 問い合わせ先の名称に対する検索

条件 

BBOX 西側経度,南側緯度,東側経度,北側

緯度 

地理範囲条件、度単位 

TERMTYPE 以下のいずれかの番号 

1:作成日 

2:刊行日 

3:改訂日 

期間条件の対象、カンマ区切りで

複数指定可能 

TERM 開始日付,終了日付 

日付の形式は 

YYYY-MM-DD 

識別情報の日付に対する期間条

件、開始日と終了日のカンマ区切

り、一方を省略可能、省略すると

片側無制限 

DATATERM 開始日付,終了日付 

日付の形式は 

YYYY-MM-DD 

範囲情報・時間要素に対する期間

条件、開始日と終了日のカンマ区

切り、一方を省略可能、省略する

と片側無制限 

RATING 最低値,最高値 評価条件、最低値と最高値のカン

マ区切り、値は 0～5、一方を省略

可能、省略すると片側無制限 

APPLICATION

PROFILE 

WMS,WFS,WCS のいずれかを指

定 

データ提供サービスの種類を条件

として検索、カンマ区切りで複数

指定可能 

UPDATETERM 開始日時,終了日時 

日時の形式は 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss 

(日付と時刻を T で区切る) 

メタデータの更新日時（システム

が管理するメタデータの登録・更

新日時）に対する期間条件 

開始日時と終了日時のカンマ区切

り、一方を省略可能、省略すると

片側無制限 

INCLUDEPLAN

NED 

true/false 予定メタデータを含む（true）含

まない（false）を指定する。 

省略した場合は true 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 メタデータデフォルト設定情報 

クリアリングハウスにデータを登録する際の、諸設定の初期値を管理する。 

「6.1.3.4 クリアリングハウスデータ登録」から入力される情報の、初期値を登録す

る。 

 

1） 新規で登録する 
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新規ボタンを押し、登録・編集ダイアログを開く。 

 

 

表 6-43 メタデータデフォルト設定情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

② 接頭語 クリアリングハウスに登録される地図名称と

しての接頭語の初期値を指定する。 

地図名称は、『接頭語/レイヤ名/接尾語』とな

る。 

△△ 

③ 接尾語 クリアリングハウスに登録される地図名称と

しての接尾語の初期値を指定する。 

地図名称は、『接頭語/レイヤ名/接尾語』とな

る。 

◇◇ 

④ 問合せ先 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『組織名』の初期値を指

定する。 

○○市 

⑤ 電話番号 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『電話番号』の初期値を

0000-22-8888 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 
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指定する。 

⑥ 郵便番号 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『郵便番号』の初期値を

指定する。 

000-9999 

⑦ 都道府県名 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『都道府県』の初期値を

指定する。 

○○県 

⑧ 市区町村名 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『市区町村』の初期値を

指定する。 

○○市 

⑨ 都道府県コード クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『都道府県コード』の初

期値を指定する。 

99000 

⑩ 市区町村コード クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『市区町村コード』の初

期値を指定する。 

99999 

⑪ 町名、番地、ビ

ル名等 

クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『町名、番地、ビル名

等』の初期値を指定する。 

○○12-9 

⑫ 電子メールアド

レス 

クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『電子メールアドレス』

の初期値を指定する。 

xx@xxxx 

⑬ 問い合わせ先の

HP等の URL 

クリアリングハウスに登録されるメタデータ

で、問い合わせ先の『問い合わせ先の HP等の

URL』の初期値を指定する。 

http://xxxxx 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 クリアリングハウスデータ登録 

本システムが持つ地図データを、クリアリングハウスに登録し、その情報を「クリ

アリングハウスデータ情報」に格納する。 

クリアリングハウスに登録される情報は、地図単位で登録されるが、本システムは
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レイヤ単位で情報を制御する必要があるため、地図をレイヤ単位に分割して登録する。 

V2.7 以 降で 新規 登録 す る場 合は 、 公開 ビ ュー の作 成が必 須 とな る。

WMS/WFS/GeoJSON URL のレイヤ ID が _pub 付きのものを表示する。 

CKAN に登録済みの場合は、CKAN 登録画面で表示される WMS 等の URL は _pub 

が付かない従来のレイヤ ID が表示される。 

公開ビューの URL 変更したい場合は、クリアリングハウス事前データ情報で該当デ

ータの削除を行う。 

 

⑲ 

⑱ 

⑰ 

⑯ 

⑮ 

⑭ 

⑬ 

⑫ ⑪ 

⑩ ⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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表 6-44 クリアリングハウスへの登録 

番号 名称 概要 設定例 

①  対象レイヤ クリアリングハウスに登録するレイヤを選択

する。 

避難所 

メタデータに関する情報 

②  メタデータを公

開する対象 

メタデータの公開設定を指定する。 一般公開 

地図データに関する情報 

③  地図データのタ

イトル 

クリアリングハウスに登録される地図名称と

しての接頭語を指定する。 

地図名称は、『接頭語/レイヤ名/接尾語』とな

る。 

危機管理/避難

所/○○市 

④  地図データの内

容の要約 

クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『要約』を指定する。 

要約 

⑤  地図データが作

成された目的 

クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『目的』を指定する。 

目的 

⑥  地図データの作

成状況 

クリアリングハウスに登録される『状態』を

指定する。 

平常時は「予定」で登録される。 

災害時・訓練時は「完成」で登録される。 

完成＝通常の地図情報の登録 

予定＝地図情報が無く、メタデータのみの登

録 

 

メタデータ/地図データに関する問い合わせ先情報 

⑦  問い合わせ先の

名称 

クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『組織名』を指定する。 

○○市 

⑧  郵便番号 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『郵便番号』を指定する。 

999-0000 

⑨  都道府県 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『都道府県名』を指定する。 

○○県 

⑩  都道府県コード クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『都道府県コード』を指定する。 

99000 

⑪  市区町村 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『市区町村』を指定する。 

○○市 
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⑫  市区町村コード クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『市区町村コード』を指定する。 

99300 

⑬  町名、番地。ビ

ル名等 

クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『住所詳細』を指定する。 

○○23-4 

⑭  電話番号 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『電話番号』を指定する。 

00-55-9823 

⑮  電子メールアド

レス 

クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『電子メールアドレス』を指定する。 

xxx@xxxxxxx 

⑯  問い合わせ先の

HP等の URL 

クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『リンク』を指定する。 

http://xxx 

地図データの時間範囲に関する情報 

⑰  時間範囲に関す

る情報 

システムが自動で定義する。  

地図情報データのアクセスに関する情報 

⑱  WMS URL システムが自動で定義する。  

⑲  WFS URL システムが自動で定義する。  

 

 集計リスト情報 

集計レイヤでは、外部リストとして読み込んだ連携自治体のレイヤに対しての集計

や、登録情報レイヤの図形集計を行うことができる。 

集計レイヤは設定が複雑であるため、設定の流れを下記に示す。 

 

（1） 外部リスト集計の設定の流れ 

例えば、避難所レイヤに対して下記のような集計リストを作成できる。 

 

 

1. 集計結果を格納する集計レイヤを e コミマップで作成する 

(ア) ジオメトリ形状や属性項目は基本的に自由に定義可能 

(イ) ただし、属性項目は下記の２つは必須とする 
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① 集計結果を格納する項目（例：attr2:未開設数） 

※複数定義可能 

② 自治体コード項目 （外部リスト集計の場合に必須。図形集計の場合は

設定不要） 

(CKAN を利用しない場合) 市町村コード（県:2桁, 市:5 桁） 

(CKAN を利用する場合)  組織コード 

(ウ) 各自治体の地物を登録しておくこと。 

自治体ごとに集計結果を格納するため、自治体ごとに地物を作成しておくこ

と。 

2. 集計レイヤをテーブルマスタ情報に登録 

(ア) テーブルマスタ情報に登録後、自治体セットアッパーの時系列化を行うこと。 

3. 集計方法を定義する設定 

(ア) 集計レイヤ情報 

詳細は本マニュアルの該当箇所を参照のこと。 

(イ) 集計レイヤ項目情報 

詳細は本マニュアルの該当箇所を参照のこと。 

4. メニュー情報で集計レイヤを表示するための設定 

(ア) 外部リストのメニューを作成する 

※自治体および連携自治体のレイヤは同じものを設定すること（避難所の集

計を行う場合はすべて避難所レイヤを指定すること） 

① メニュータイプ：リスト（地図有）などのリストが使えるものを選択 

② メニューテーブル情報に自治体のレイヤを設定する 

③ メニュー情報の編集ボタンを開き、外部地図表示レイヤ設定から連携自

治体のレイヤを設定する 

(イ) 外部リストのメニューに集計レイヤの設定を追加する 

① メニューテーブル情報 

通常、メニューテーブル情報は１つしか設定できないが、 

集計レイヤは２番目に設定することで利用可能となる。 

② テーブルリスト項目情報 

通常のリスト画面と同じように表示したい属性項目を設定すること。 

(ウ) ページボタン表示情報 

① ID=16 の「集計」ボタンをメニューに配置すること 

※「集計」ボタンをクリックすると集計が行われる 
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（2） 図形集計の設定の流れ 

例えば、被災状況ポリゴンレイヤの地物を、地区ポリゴンデータを持つ被災集計レ

イヤで、その地区ポリゴンに含まれる被災状況地物の件数を集計することができる。 

 

 

1. 集計結果を格納する集計レイヤを e コミマップで作成する 

(ア) ジオメトリ形状はポリゴンもしくはマルチポリゴン 

(イ) 属性項目は基本的に自由に定義可能 

① 集計結果を格納する項目は必須です。 

※複数定義可能 

例）attr1：被災件数 数値(整数) 

例）attr2：火災発生件数  数値(整数) 

例）attr5：人数  数値(整数) 

(ウ) 地区データ等のポリゴンの地物を登録しておくこと。 

※このポリゴンに含まれる地物を集計します。 

2. 集計レイヤをテーブルマスタ情報に登録 

(ア) テーブルマスタ情報に登録後、自治体セットアッパーの時系列化を行うこと。 

3. 集計方法を定義する設定 

(ア) 集計レイヤ情報 

詳細は本マニュアルの該当箇所を参照のこと。 

(イ) 集計レイヤ項目情報 

詳細は本マニュアルの該当箇所を参照のこと。 

例）attr1：被災件数 に、範囲に含まれる件数全てをカウントする場合は、

絞込条件を空欄で設定します。 

  演算：被災の種類（カウント）  

  絞り込み条件：＜空欄＞ 
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例）attr2：火災発生件数 に、範囲に含まれる「被災の種類」が「火災」

である地物件数をカウントする場合は下記のように設定します。 

  演算：被災の種類（カウント）  

  絞り込み条件：火災 

例）attr5：人数 に、範囲に含まれる地物の人数を合計する場合は下記の

ように設定します。 

  演算：人数（合計） 

  絞り込み条件：＜空欄＞ 

4. メニュー情報で集計レイヤを表示するための設定 

(ア) 地図（リスト有）のメニューを作成する 

① リストには集計レイヤを設定してください。 

(イ) ページボタン表示情報 

① ID=16 の「集計」ボタンをメニューに配置すること 

※「集計」ボタンをクリックすると集計が行われる 
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（3） 集計リスト情報の設定方法 

集計リスト情報を管理する。 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・集計リスト情報ウィンドウが表示される。 

 

表 6-45 追加・集計リスト情報ウィンドウの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14:〇〇県〇〇

市 

② 集計対象テーブ

ル ID 

集計されるテーブルをテーブルマスター情報

に登録されているテーブル名のドロップダウ

ンリストから選択する。 

1:体制発令 

③ テーブル ID 集計結果を保存するテーブルをテーブルマス

ター情報に登録されているテーブル名のドロ

ップダウンリストから選択する。 

2:体制集計表 

④ 自治体コード項

目名 

自治体コード(CKAN を利用する場合は組織コ

ード)が登録されている項目名を指定する。 

※外部リスト集計の場合に設定 

attr1 

④  図形集計 図形集計方法を設定します。 

※図形集計の場合に設定 

 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

④ 

③ 

② 

① 

⑤ 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 176 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 集計リスト項目情報 

外部地図の情報を集計する、集計リストの演算項目を管理する。 

 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・集計リスト項目情報が表示される。 

表 6-46 追加・集計リスト項目情報ウィンドウの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 集計結果保存属

性 

集計結果を保存する属性 IDを指定する。 attr2:未開設

数 

② 演算 集計する項目と演算方法を指定する。 

カウント：絞り込み条件に合致した数をカウ

ントする 

合計：数値の合計を演算する 

パーセント：図形集計時に利用可能。地物の

図形に含まれる地物をカウントし、 

絞り込み条件に合致した地物数÷地物全数 

で割合計算する。小数点以下四捨五入。 

開設状況(カウ

ント) 

③ 絞り込み条件 カウントする値を指定する。 未開設 

④ 有効・無効 集計リスト項目情報の有効・無効を設定す

る。 

有効 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 

 認証情報 
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WMS、WFS、KML における外部情報の取り込みにおいて、ベーシック認証による

認証情報を管理する。 

 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・クリアリングハウス事前データ情報ダイア

ログが表示される。 

 

表 6-47 追加・認証情報ウィンドウの入力項目の各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14:〇〇県〇〇

市 

②  名称 認証情報の名称を設定する。 〇〇認証 

③  認証方法 Basic認証のみ対応 Basic  

④  ログイン名 Basic認証のログイン名を設定する。 saigaitask 

⑤  ログインパスワ

ード 

Basic認証のパスワードを設定する。 admin 

⑥  認証情報フリー

ワード 

認証のフリーワードを指定する。 aaa 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 CKAN 事前データ情報 

本システムの地図データのうち、CKAN に登録したレイヤに関する情報を管理す

る。（本テーブルはCKANを利用する場合に、従来の設定・管理メニューの「クリア

リングハウス事前データ情報」をクリックする場合に表示される） 

 

1） 新規で登録する 

ここからクリアリングハウスデータ情報の新規登録は行わない。 

※使用しない 

 

2） 編集する 

※使用しない 

 

3） 削除する 

※使用しない 

 

 CKAN 検索情報 

CKAN を検索するための情報を管理する。 

本システムは、定期的に CKAN の情報を監視し、指定された条件に合致する地図

を発見した場合、ユーザにポップアップメッセージで案内する機能があり、その検

索条件を指定する。（本テーブルはCKANを利用する場合に、従来の設定・管理メニ

ューの「クリアリングハウス検索情報」をクリックする場合に表示される） 

 

 

1） 新規で登録する 
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登録ボタンを押下することで、登録・編集ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-46 クリアリングハウス検索情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

② 定期的に検索す

る間隔 

CKAN を定期的に検索する間隔を指定する。単

位：秒 

3 

③ 検索条件 CKANのＡＰＩの GetRecords リクエストの Get

パラメータを指定する。 

※表 6-42 GetRecords のパラメータを参照 

4 

④ 範囲の WKT CKANの情報検索の範囲を指定する。 5 

 

表 6-47 GetRecords のパラメータ 

パラメータ名 値 説明 

KEYWORD 文字列 AND キーワード、スペース区切り

で複数指定可能 

KEYWORDOR 文字列 OR キーワード、スペース区切りで

複数指定可能 

KEYWORDNOT 文字列 NOT キーワード、スペース区切り

で複数指定可能 

BBOX 西側経度,南側緯度,東側経度,北側

緯度 

地理範囲条件、度単位 

UPDATETERM 開始日時,終了日時 

日時の形式は 

YYYY-MM-DDThh:mm:ss 

(日付と時刻を T で区切る) 

メタデータの更新日時（システム

が管理するメタデータの登録・更

新日時）に対する期間条件 

開始日時と終了日時のカンマ区切

り、一方を省略可能、省略すると

片側無制限 

 

1） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

○1  

② 

③ 

④ 
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2） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 CKAN メタデータデフォルト設定情報 

CKAN にデータを登録する際の諸設定の初期値を管理する。 

（本テーブルは CKAN を利用する場合に、従来の設定・管理メニューの「メタデ

ータデフォルト情報」をクリックする場合に表示される） 

1） 新規で登録する 

新規ボタンを押し、登録・編集ダイアログを開く。 

 

表 6-48 CKAN メタデータデフォルト設定情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

② 作成者 CKAN に登録される『作成者』の初期値を指定

する。 

△△ 

③ 作成者のメール

アドレス 

CKAN に登録される『作成者メールアドレス』

の初期値を指定する。 

xx@xxxx 

④ メンテナー CKAN に登録される『メンテナー』の初期値を

指定する。 

○○ 

⑤ メンテナーのメ

ールアドレス 

CKAN に登録される『メンテナーのメールアド

レス』の初期値を指定する。 

xx@xxxx 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

○1  

② 

③ 

④ 

⑤ 
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削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 CKAN データ登録 

本地図が持つ地図データを、CKAN に登録し、その情報を「CKAN 事前データ情

報」に格納する。本システムはレイヤ単位で情報を制御するため、地図をレイヤ単

位に分割して登録する。 

V2.7 以降で新規登録する場合は、公開ビューの作成が必須となる。

WMS/WFS/GeoJSON URL のレイヤ ID が _pub 付きのものを表示する。 

CKAN に登録済みの場合は、CKAN 登録画面で表示される WMS 等の URL は 

_pub が付かない従来のレイヤ ID が表示される。 

公開ビューの URL 変更したい場合は、クリアリングハウス事前データ情報で該当

データの削除を行う。 
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（本画面は CKAN を利用する場合に、従来の設定・管理メニューの「クリアリン

グハウスデータ登録」をクリックする場合に表示される） 

 

 

 

表 6-49 CKAN への登録 

番号 名称 概要 設定例 

①  対象レイヤ CKANに登録するレイヤを選択する。 避難所 

メタデータに関する情報 

②  メタデータの公

開/非公開 

メタデータの公開設定を指定する。 公開 

③  システム URL システムが自動で定義する。   

① 

③ 
④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 
⑪ 

⑱ 

⑲ 

⑳ 
㉑ 

㉒ 

⑬ 
⑭ 
⑮ 
⑯ 

⑰ 

⑫ 

② 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 183 

④  言語 CKANに登録される言語を選択する。  

⑤  地 図 情 報

(spatial) 

システムが自動で定義する。  

地図データに関する情報 

⑥  タイトル CKAN に登録される地図名称としてのタイトル

を指定する。 

○○ 

⑦ 内容の要約 CKAN に登録されるメタデータの『内容の要

約』を指定する。 

要約 

⑧ 検索タグ CKAN に登録されるメタデータの『検索タグ』

を指定する。カンマ区切りで複数指定可。 

地震,避難所 

⑨ ライセンス情報 CKAN に登録されるメタデータの『ライセンス

情報』を選択する。 

GNU Free 

Documentation 

License 

メタデータ/地図データに関する問い合わせ先情報 

⑩ 組織 CKAN に登録されるメタデータの『組織』を選

択する。 

○○市 

⑪ 作成者 CKAN に登録されるメタデータの『作成者』を

指定する。 

○○ 

⑫ 作成者のメール

アドレス 

CKAN に登録されるメタデータの『作成者のメ

ールアドレス』を指定する。 

xxx@xxxxxxx 

⑬ 作成日 CKANに登録された日時が表示される。  

⑭ メンテナー CKAN に登録されるメタデータの『メンテナ

ー』を指定する。 

○○ 

⑮ メンテナーのメ

ールアドレス 

CKAN に登録されるメタデータの『メンテナー

のメールアドレス』を指定する。 

xxx@xxxxxxx 

⑯ 修正日 CKAN に登録済みのデータを最後に修正した日

時が表示される。 

 

⑰ バージョン番号 クリアリングハウスに登録されるメタデータ

の『バージョン番号』を指定する。 

1.3 

地図データの時間範囲に関する情報 

⑱ 時間範囲に関す

る情報 

システムが自動で定義する。  

地図情報データのアクセスに関する情報 

⑲ WMS URL システムが自動で定義する。  

⑳ WFS URL システムが自動で定義する。  

㉑ GeoJSON URL システムが自動で定義する。  

㉒ レイヤの公開/

非公開 

レイヤの公開設定を指定する。 公開 
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 CKAN 認証情報 

CKAN に登録する場合の認証情報を管理する。 

（本画面は CKAN を利用する場合に、従来の設定・管理メニューの「認証情報」

をクリックする場合に表示される） 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・CKAN 認証情報ダイアログが表示される。 

 

表 6-50 追加・CKAN 認証情報ダイアログの入力項目の各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14:〇〇県〇〇

市 

② CKAN認証キー CKAN認証キーを設定する。 xxx 

③ 備考 備考を設定する。 〇〇 

④ 訓練用 CKAN 認

証キー 

訓練用 CKAN 認証キーを設定する。 xxx 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 

① 

② 

③ 

④ 
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 GeoTIFF レイヤ情報 

地図追加で追加する GeoTIFF レイヤ情報を管理する。 

 

1） 新規で登録する 

※利用者画面の地図追加で GeoTIFF レイヤ新規登録を行うと設定が自動で登録さ

れるため、基本的に新規登録は手動で行わない。 

登録ボタンを押下することで、追加・GeoTIFF レイヤ情報ダイアログが表示され

る。 

  

表 6-50 追加・CKAN 認証情報ダイアログの入力項目の各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14:〇〇県〇〇

市 

② 名称(*)  レイヤ名を設定する。（変更可） ○○ドローン

写真 

③ ファイル名 ユーザがアップロードした GeoTIFF ファイル

名が記録として設定される。 

〇〇.tif 

④ ファイルパス サーバ上に保存した GeoTIFF ファイルのパス

を設定する。このファイルから XYZ タイルを

作成する。 

xxx/xxx.tif 

① 

② 

③ 

④ 

 
⑤ 

 
⑥ 

 ⑦ 

 
⑧ 

 
⑨ 

 
⑩ 

⑪ 

 
⑫ 
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⑤ 範囲 GeoTIFF ファイルから取得した範囲情報が記

録として設定される。 

 

⑥ 最小ズームレベ

ル 

GeoTIFFファイルから作成する XYZタイルの最

小ズームレベルが記録として設定される。 

 

⑦ 最大ズームレベ

ル 

GeoTIFFファイルから作成する XYZタイルの最

大ズームレベルが記録として設定される。 

最大ズームレベルは GeoTIFF 画像ファイルの

解像度から適切なズームレベルが自動計算さ

れる。 

 

⑧ タイルステータ

ス 

XYZタイルの作成状況を示す。 

未作成の場合は利用者画面の GeoTIFF レイヤ

詳細でタイル再作成を実行する。 

作成エラーの場合はサーバログの確認が必

要。 

 

⑨ タイル作成日時 XYZ タイルの作成完了時間が記録として設定

される。 

 

⑩ 記録データ ID どの災害で登録されたかを示すために記録と

して設定される。平常時の場合は 0。 

 

⑪ 登録日時 登録日時が記録として設定される。  

⑫ 有効・無効 無効にすると、利用者画面の GeoTIFF レイヤ

一覧から非表示となる。 

 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

※削除すると、アップロードしたGeoTIFFファイルやXYZタイルも削除される。 

 

 

6.1.4. JSON 連携 

本項では、GeoJSON 形式のデータを取得し、マスターマップに予め用意してあるレ

イヤにデータを登録する設定を行う機能について説明する。 

 

 GeoJSON 取込設定 

CKAN より取得、または URL を直接指定して GeoJSON または SIP4D-ZIP データ
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を取り込み、対象のレイヤに登録するための設定をする。 

GeoJSON ファイルの場合： 

e コミマップで、必要なジオメトリ型のレイヤ（１個または複数）を作成し、テーブ

ルマスター情報に登録した後、GeoJSON 取込設定に登録することで、対象のレイヤに

地物が登録される。 

SIP4D-ZIP の場合： 

「地図追加」時に自動でレイヤが作成され登録される。 

 

図 6-79 GeoJSON 取込設定 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・GeoJSON 取込設定が表示される。 

 

表 6-48 追加・GeoJSON 取込設定ウィンドウの入力項目の各名称と概要 

 

番

号 

名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 自治体をドロップダウンリストから選択す 14：○○県

① 
② 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 
⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 
⑰ 
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る。 ○○市 

② URL 「URL 指定取込」の場合に、GeoJSON ファイ

ル取得先を http(s), ftp, sftp の URL を

指定する。 

https://xxx

x.uuu.com/ 

③ 認証キー ※現在は使用されていない。  

①  間隔 GeoJSONインポートが動く間隔。 

情報日時をチェックした時刻から設定時間

分経過していて、かつ情報日時が更新され

ていれば GeoJSON ダウンロードを実行す

る。 

 

⑤ フラグ ドロップダウンリストから選択する。 

動的取込：     

URL を CKAN より取得する。 

CKAN 専用で リソース ID を指定すると取り

込まれる。 

URL指定取込：  

URL を直接指定する。 

URL にリソースの場所が設定されていれば

取り込まれる。 

リソース ID に値が設定されていても無視し

て URL で取り込む。 

動 的 取 込 / 

URL 指定取込 

⑥ 点のテーブル

ID 

点のテーブルマスター情報の ID。 

POINT 型のデータを保存するレイヤをドロ

ップダウンリストから選択する。 

取り込まれた GeoJSON の点は本設定のレイ

ヤに登録される。 

SIP4D-ZIP の場合、レイヤは自動で作成さ

れるためこの設定は無視される。 

 

⑦ 線のテーブル

ID 

線のテーブルマスター情報の ID。 

LINESTRING 型のデータを保存するレイヤを

ドロップダウンリストから選択する。 

取り込まれた GeoJSON の線は本設定のレイ

ヤに登録される。 

SIP4D-ZIP の場合、レイヤは自動で作成さ

れるためこの設定は無視される。 

 

⑧ 面のテーブル

ID 

面のテーブルマスター情報の ID。 

POLYGON 型のデータを保存するレイヤをド

ロップダウンリストから選択する。 
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取り込まれた GeoJSON の面は本設定のレイ

ヤに登録される。 

SIP4D-ZIP の場合、レイヤは自動で作成さ

れるためこの設定は無視される。 

⑨ 点（複数）の

テーブル ID 

点（複数）のテーブルマスター情報の ID。 

MULTIPOINT 型のデータを保存するレイヤを

ドロップダウンリストから選択する。 

取り込まれた GeoJSON の MULTIPOINT 型は

本設定のレイヤに登録される。 

SIP4D-ZIP の場合、レイヤは自動で作成さ

れるためこの設定は無視される。 

 

⑩ 線（複数）の

テーブル ID 

線（複数）のテーブルマスター情報の ID。 

MULTILINESTRING 型のデータを保存するレ

イヤをドロップダウンリストから選択す

る。 

取り込まれた GeoJSON の MULTILINESTRING 

型は本設定のレイヤに登録される。 

SIP4D-ZIP の場合、レイヤは自動で作成さ

れるためこの設定は無視される。 

 

⑪ 面（複数）の

テーブル ID 

面（複数）のテーブルマスター情報の ID。 

MULTIPOLYGON 型のデータを保存するレイヤ

をドロップダウンリストから選択する。 

取り込まれた GeoJSONの MULTIPOLYGON 型は

本設定のレイヤに登録される。 

SIP4D-ZIP の場合、レイヤは自動で作成さ

れるためこの設定は無視される。 

 

⑫ リソース ID CKAN に登録されたリソース ID 6a7008cf-

a9e9-4f63-

a880-

09ed37262ff

a 

⑬ CKANポーリン

グ間隔 

CKANポーリングが動く間隔。 

情報日時をチェックした時刻から設定時間

分経過していれば、情報日時を更新する 

 

⑭ FTPユーザ FTP 接続を指定した場合のユーザ名  

⑮ FTP パスワー

ド 

FTP 接続を指定した場合のパスワード  

⑯ 有効・無効 GeoJSON取込設定の有効・無効を設定する。 有効/無効 
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⑰ 備考 備考欄。 （なし） 

 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 GeoJSON 出力設定 

本システムから情報を出力する方法を設定する。 

その後、テーブルマスタ情報に登録し、GeoJSON 出力設定を行う。 

 

図 6-80 GeoJSON 出力設定 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・GeoJSON 出力設定が表示される。 

 

表 6-49 追加・GeoJSON 出力設定ウィンドウの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID メーリングリストを使用する自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 
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② テーブル ID GeoJSONレイヤを指定する。 

 

107:GeoJSONレ

イヤ 

③ SFTP URL SFTPの URLを設定する。 https://xxxx.

uuu.com/ 

④ SFTP ポート番

号 

SFTPのポート番号を設定する。 22 

⑤ SFTPユーザ名 SFTPのユーザ名を設定する 1800 

⑥ SFTP パスワー

ド 

SFTPのパスワードを設定する。 有効 

⑦ 間隔 ポーリングの間隔を設定する。 18000 

⑧ 保存形式 同じファイルの上書き保存 

またはファイル名に更新日時を含めた形式 

のどちらの形式で保存するかを設定する。 

同じファイル

の上書き保存 

⑨ 有効・無効 GeoJSON出力設定の有効・無効を設定する。 有効 

⑦ 備考 備考欄。 （なし） 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 JSON 連携 API 設定 

JSON 形式のデータを取得し、指定のレイヤを更新するための設定を行う。 

 

図 6-81 JSON 連携 API 設定 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・JSON 連携 API 設定が表示される。 
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表 6-50 追加・JSON 連携 API 設定ウィンドウの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID メーリングリストを使用する自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

② URL 連携先の URLを設定する。 https://xxxx.

yyy.com/ 

③ 認証キー GET認証キーを設定する。 abcdefg 

④ 間隔 ポーリング間隔を設定する 1800 

⑤ 有効・無効 GeoJSON 連携 API 設定の有効・無効を設定す

る。 

有効 

⑥ 備考 備考欄。 （なし） 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 JSON 連携更新対象レイヤ 

JSON 形式のデータを取得し、指定のレイヤを更新するための対象レイヤテーブル

設定を行う。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 193 

 

図 6-82 JSON 連携更新対象レイヤテーブル 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・JSON 連携 API 設定が表示される。 

 

表 6-51 追加・JSON 連携更新対象レイヤウィンドウの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 区分 災害情報、人的被害、住家被害、交通情報の

中から区分を選択する 

災害情報 

② テーブル ID 連携対象レイヤのテーブル ID を指定する。 107:GeoJSONレ

イヤ 

③ 整理番号属性 整理番号のデータを登録する属性の ID を設定

する。 

attr1 

④ Contents属性 contentsのデータを登録する属性の IDを設定

する。 

attr2 

⑤ Category_text

属性 

category_text のデータを登録する属性 ID を

設定する。 

attr3 

⑥ subject属性 subject のデータを登録する属性 ID を設定す

る。 

attr4 

⑦ Reception_date

time属性 

reception_datetime のデータを登録する属性

IDを設定する。 

attr5 

⑧ 備考 備考欄。 （なし） 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 

 SIP4D アップロード設定 

SIP4D アップロード用の対象レイヤテーブル設定を行う。 

 

図 6-83  SIP4D アップロード情報テーブル 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・SIP4D アップロード設定が表示される。 
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表 6-52 追加・SIP4D アップロード設定の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID(*) 使用する自治体をドロップダウンリストから

選択する。 

2.XX 県 XX 市 

②  プロトコル名称 SIP4D-IMAGE アップロードの通信プロトコル

名称 

 

③  SFTP送信先 送信先の IPアドレスまたはドメイン名  

④  SFTPユーザ ユーザ名  

⑤  SFTPポート番号 ポート番号  

⑥  SFTPディレクト

リ 

SFTP でファイルをアップロードするディレク

トリ。 

絶対パス(先頭が/の場合)、または相対パス

 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 
⑧ 

⑩ 

⑫ 

⑪

  
⑬ 

⑱ 

⑳ 

㉑ 

㉒ 

⑭ 
⑮ 

⑯ 

⑰ 

㉓ 

⑨ 

㉔ 

⑲ 

③ 

② 
① 

㉕ 

㉖ 
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で設定する。 

 

URL に FTP または HTTP(S) を設定した場

合、アップロードと同時にローカルディレク

トリへの出力が可能。 

その場合、当該項目にローカルディレクトリ

の出力先パスを設定する。 

⑦  定期応答ディレ

クトリ 

定期応答をアップロードするディレクトリ 

定期応答は、システムが正常稼働しているこ

とを通知するために、定期的に空ファイルを

送信する。その空ファイルの保存ディレクト

リを設定する。 

 

⑧  SFTPプライベー

トキーファイル 

プライベートキーファイル 

sftp は公開鍵認証のみサポートしています

（パスワードによる認証は不可）。 

「プライベートキーファイル」はサーバ側に

あるプライベートキーファイルをフルパスで

指定します（クライアントからのアップロー

ドではない）。 

同じディレクトリに以下の名前でパブリック

キーファイルが存在する想定。 

[プライベートキーファイル名].pub 

プライベートキー/パブリックキー は、以下

のコマンドで生成します。 

    ssh-keygen -t rsa -m pkcs8 

または 

    ssh-keygen -t rsa -m pem 

SFTP（SSH）のサーバ側でも公開鍵認証の設

定が必要。 

 

⑨  URL HTTP(S) の URL または、FTP の URL。 

 

HTTP(S)の場合、multipart/form-data 形式

で送信する。 

複数のファイルを送信する場合、１回のリク

エストでまとめて送信される。 

 

FTP の場合、絶対パス（先頭が / の場

合）、または相対パスで設定する。 

併せて、SaigaiTask.properties で、パッシ

ブモード（true）/アクティブモード

（false）の指定をする。 

SIP4D_UPLOAD_FTP_PASSIVEMODE=true 

https://sip4d.x

xx.co.jp/test/T

est 

または、 

ftp://xxx//xx

x 

⑩  ユーザ名 BASIC認証のユーザ名 

または、FTP の ユーザ名 

testuser 
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⑪  パスワード BASIC認証のパスワード 

または、FTP の パスワード 

testpass 

⑫  ファイルディレ

クトリ 

ローカルのファイル出力先ディレクトリを設

定する。 

 

⑬  提供元コード

(*) 

メタデータの「提供元コード」 013 

⑭  間隔 実行間隔(秒） 60 

⑮  ベクター・ラス

ター 

アップロードするファイルをベクター・ラス

ターで設定する。 

SIP4D-ZIP…ベクター 

SIP4D-IMAGE…ラスター 

ベクター 

⑯  作成者名(*) 作成者名 防災科学技術

研究所 

⑰  作成者の e-mail

アドレス 

作成者の e-mailアドレス xxx@xxx 

⑱  メンテナー名 メンテナー名 防災科学技術

研究所 

⑲  メンテナーの

emailアドレス 

メンテナーの email アドレス xxxx@xxxx 

⑳  公開フラグ(*) 「cc-zero」 

「cc-by」 

「cc-by-sa」 

「cc-nc」 

「other-nc」 

「other-closed」から選択。 

cc-by 

㉑ ラ イ セ ン ス

ID(*) 

「ＩＳＵＴ－ＳＩＴＥのみ公開可能」 

「災害対応機関のみ公開可能」 

「一般公開可能」から選択。 

災害対応機関

のみ公開可能 

㉒ 検索タグ 検索用タグを設定する。カンマ（,）区切り

で複数記述可能。 

test,test1 

㉓ データを利用す

る際の注意事項 

データを利用する際の注意事項  

㉔ ライセンスに関

する記載 

データを利用する際の注意事項  

㉕ データ内容の記

述 

注意事項やライセンス情報以外の内容を記述

する。 

 

㉖ 有効・無効(*) 無効の場合、このレコードが存在しないもの

として扱われる。 

有効 
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2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに SIP4D

アップロード設定の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を

参照。 

 

5） コピーする 

登録済み SIP4D アップロード設定をコピーし、それをもとに新たに SIP4D アップ

ロード設定を作成することが出来る。コピー元となる SIP4D アップロード設定を選

択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・SIP4D アップロード設定ダイア

ログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-63 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに SIP4D アップロー

ド設定が作成される。 

 

 

 SIP4D 情報種別設定（ベクター版） 

ベクター版 SIP4D アップロードの連携対象のレイヤテーブル設定を行う。 

 

図 6-84 SIP4D 情報種別情報テーブル 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・SIP4D 情報種別情報が表示される。 
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地方自治体情報 「SIP4D-ZIP version」v1 を選択 

⑦ 

⑨ 

地方自治体情報 「SIP4D-ZIP version」v1.1 を選択 

㉔ 

⑦ 

⑨ 

⑭ 

㉕ 

㉕ 

① 

② 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑩ 
⑪ 

⑫ 

⑮ 

⑱
⑲ 

⑳ 

㉑ 

㉒ ㉓ 

③ 

⑧ 

⑬ 

⑯ 

⑰ 

① 

② 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑩ 

⑪ 
⑫ 

⑱ 
⑲ 

⑳ 

㉑ 

㉒ ㉓ 

③ 

⑧ 

⑬ 

⑯ 

⑰ 
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表 6-53 追加・SIP4D 情報種別情報の入力項目の各名称と概要（ベクター版） 

番号 名称 概要 設定例 

① SIP4D アップロ

ード情報(*) 

 自動挿入 

② テーブル ID (*) 連携対象のデータ取得元のレイヤをリストか

ら選択する。 

152：避難所 

③ メタデータのタ

イトル(*) 

SIP4Dメタデータのタイトルを設定する。 避難所 

④ エントリタイト

ル(*) 

SIP4Dエントリタイトル hinansho 

⑤ 情報種別コード

(*) 

SIP4D メタデータの情報種別コードをリスト

から選択する。 

01-001-01：避

難所 

⑥ 防災情報のカテ

ゴリ(*) 

SIP4D メタデータのカテゴリをリストから選

択する。 

避難 

⑦ 作成者名(*) SIP4Dメタデータの作成者名を設定する。 テスト 

⑧ 作成者の e-mail

アドレス(*) 

SIP4D メタデータの作成者の e-mail アドレス

を設定する。 

xxx@xxx.co.jp 

⑨ メンテナー名

(*) 

メンテナー名 防災科学技術

研究所 

⑩ メンテナーの

email アドレス

(*) 

メンテナーの email アドレス xxxx@xxxx 

⑪ 公開フラグ(*) SIP4D メタデータの公開フラグをリストから

選択する。 

一般公開可能 

⑫ ラ イ セ ン ス

ID(*) 

SIP4D メタデータのライセンス ID をリストか

ら選択する。 

cc-zero 

⑬ 検索タグ SIP4D メタデータの検索タグを設定する。複

数ある場合はカンマ区切りで設定する。 

 

⑭ データを利用す

る際の注意事項 

データを利用する際の注意事項  

⑮ ライセンスに関

する記載ライセ

ンスに関する記

載 

データを利用する際の注意事項  

⑯ クレジットタイ

トル 

SIP4D メタデータのクレジットタイトルを設

定する。複数ある場合はカンマ区切りで設定

する。 

 

⑰ データ内容の記 注意事項やライセンス情報以外の内容を記述  
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述 する。 

⑱ 検索条件 ③で設定するテーブルから取得するデータの

条件を設定する。 

attr21='開設' 

or attr21='閉

鎖' 

⑲ 有効・無効(*) 無効の場合、このレコードが存在しないもの

として扱われる。 

有効 

⑳ 属性定義ファイ

ル 

columns.json を自由記述する。  

㉑ ファイルを選択 columns.json をローカルからアップロードす

る。 

 

㉒ 自動作成 columns.json を自動生成する。  

㉓ ダウンロード columns.json をダウンロードする。  

㉔ 地物空間データ

形式(*) 

地理空間データ形式を設定する。 VECTOR 

㉕ 地物属性更新時

刻付加 

選択した場合、このレコードの地物属性の更

新時刻を付加する。 

 

※ライセンス ID において、other-nc, other-closed を選択した場合、ライセンスに関

する記載が空であると「ライセンスに関する記載：この項目は必須です。」というア

ラート表示 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに SIP4D

情報種別情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済み SIP4D 情報種別情報をコピーし、それをもとに新たに SIP4D情報種別情

報を作成することが出来る。コピー元となる SIP4D 情報種別情報を選択後、コピー

ボタンを押下するとレコードコピー・SIP4D 情報種別情報ダイアログが表示される。

ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-53 追加・SIP4D 情報種別情報の入力

項目の各名称と概要を参照。 
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 SIP4D 情報種別設定（ラスター版） 

ラスター版 SIP4D アップロードの連携対象のレイヤテーブル設定を行う。 

 

図 6-85 SIP4D 情報種別情報テーブル 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・SIP4D 情報種別情報が表示される。 

 

 

  

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 
⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 
⑯ 
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表 6-54 追加・SIP4D 情報種別情報の入力項目の各名称と概要（ラスター版） 

番号 名称 概要 設定例 

① SIP4D アップロ

ード情報(*) 

 自動挿入 

② GeoTIFF レイヤ 

(*) 

GeoTIFFレイヤをリストから選択する。 1：test 

③ メタデータのタ

イトル(*) 

SIP4Dメタデータのタイトルを設定する。 test 

④ エントリタイト

ル (*) 

SIP4Dエントリタイトル test 

⑤ 作成者名(*) SIP4Dメタデータの作成者名を設定する。 テスト 

⑥ 作成者の e-mail

アドレス(*) 

SIP4D メタデータの作成者の e-mail アドレス

を設定する。 

xxx@xxx.co.jp 

⑦ メンテナー名 メンテナー名 防災科学技術

研究所 

⑧ メンテナーの

emailアドレス 

メンテナーの email アドレス xxxx@xxxx 

⑨ 公開フラグ(*) SIP4D メタデータの公開フラグをリストから

選択する。 

一般公開可能 

⑩ ラ イ セ ン ス

ID(*) 

SIP4D メタデータのライセンス ID をリストか

ら選択する。 

cc-zero 

⑪ 検索タグ SIP4D メタデータの検索タグを設定する。複

数ある場合はカンマ区切りで設定する。 

検索タグ 

⑫ データを利用す

る際の注意事項 

データを利用する際の注意事項 データを利用

する際の注意

事項 

⑬ ライセンスに関

する記載ライセ

ンスに関する記

載 

データを利用する際の注意事項 ライセンスに

関する記載ラ

イセンスに関

する記載 

⑭ クレジットタイ

トル 

SIP4D メタデータのクレジットタイトルを設

定する。複数ある場合はカンマ区切りで設定

する。 

クレジットタ

イトル 

⑮ データ内容の記

述 

注意事項やライセンス情報以外の内容を記述

する。 

データ内容の

記述 

⑯ 有効・無効(*) 無効の場合、このレコードが存在しないもの 有効 
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として扱われる。 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに SIP4D

情報種別情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済み SIP4D 情報種別情報をコピーし、それをもとに新たに SIP4D情報種別情

報を作成することが出来る。コピー元となる SIP4D 情報種別情報を選択後、コピー

ボタンを押下するとレコードコピー・SIP4D 情報種別情報ダイアログが表示される。

ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-54 追加・SIP4D 情報種別情報の入力

項目の各名称と概要を参照。 

 

 X-ICS 同期用μSIP4D-ZIP 情報設定（ベクター版） 

X-ICS 同期用μSIP4D-ZIP（ベクター版）の連携対象のレイヤテーブル設定を行う。 

 

図 6-86 X-ICS 同期用μSIP4D-ZIP 情報テーブル 
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1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・X-ICS 同期用μSIP4D-ZIP 情報が表示され

る。 

 

 

⑮ 

⑩ 

⑧ 

① 

② 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑯ 

⑲
⑳ 

㉑ 

㉒ 

㉔ ㉕ 

③ 

⑨ 

⑭ 

⑰ 

⑱ 

⑤

㉓ 
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表 6-55 追加・X-ICS 同期用μSIP4D-ZIP 情報の入力項目の各名称と概要（ベクター版） 

番号 名称 概要 設定例 

① SIP4D アップロ

ード情報(*) 

 自動挿入 

② テーブル ID (*) 連携対象のデータ取得元のレイヤをリストか

ら選択する。 

152：避難所 

③ メタデータのタ

イトル(*) 

SIP4Dメタデータのタイトルを設定する。 避難所 

④ エントリタイト

ル(*) 

SIP4Dエントリタイトル hinansho 

⑤ 情報種別コード

(*) 

表 6-56 X-ICS 同期用μSIP4D-ZIP 情報_⑤情

報種別コード(*)を参照し入力する。 

2101-01  

⑥ 防災情報のカテ

ゴリ(*) 

SIP4D メタデータのカテゴリをリストから選

択する。 

避難 

⑦ 地物空間データ

形式(*) 

地理空間データ形式を設定する。 VECTOR 

⑧ 作成者名(*) SIP4Dメタデータの作成者名を設定する。 テスト 

⑨ 作成者の e-mail

アドレス(*) 

SIP4D メタデータの作成者の e-mail アドレス

を設定する。 

xxx@xxx.co.jp 

⑩ メンテナー名

(*) 

メンテナー名 防災科学技術

研究所 

⑪ メンテナーの

email アドレス

(*) 

メンテナーの email アドレス xxxx@xxxx 

⑫ 公開フラグ(*) SIP4D メタデータの公開フラグをリストから

選択する。 

一般公開可能 

⑬ ラ イ セ ン ス

ID(*) 

SIP4D メタデータのライセンス ID をリストか

ら選択する。 

cc-zero 

⑭ 検索タグ SIP4D メタデータの検索タグを設定する。複

数ある場合はカンマ区切りで設定する。 

 

⑮ データを利用す

る際の注意事項 

データを利用する際の注意事項  

⑯ ライセンスに関

する記載 

データを利用する際の注意事項  

⑰ クレジットタイ

トル 

SIP4D メタデータのクレジットタイトルを設

定する。複数ある場合はカンマ区切りで設定

する。 

 

⑱ データ内容の記 注意事項やライセンス情報以外の内容を記述  
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述 する。 

⑲ 検索条件 ③で設定するテーブルから取得するデータの

条件を設定する。 

attr21='開設' 

or attr21='閉

鎖' 

⑳ 地物属性更新時

刻付加(X-ICS) 

選択した場合、このレコードの地物属性の更

新時刻を付加する。 

 

㉑ 非公開情報を含

む(X-ICS) 

非公開の情報を含む場合、有効に設定する 有効 

㉒ 属性定義ファイ

ル 

columns.json を自由記述する。  

㉓ ファイルを選択 columns.json をローカルからアップロードす

る。 

 

㉔ 自動作成 columns.json を自動生成する。  

㉕ ダウンロード columns.json をダウンロードする。  

※ライセンス ID において、other-nc, other-closed を選択した場合、ライセンスに関

する記載が空であると「ライセンスに関する記載：この項目は必須です。」というア

ラート表示 

 

表 6-56 X-ICS 同期用μSIP4D-ZIP 情報_⑤情報種別コード(*) 

情報種別コード 説明 

0304-01 道路被害 

道路に関する被害種別、通行可否および対応状況に関する情

報 

0304-02 被害 

道路以外の被害種別および対応状況に関する情報 

0304-03 （予約）建物被害 

PLATEAU を基にした FLOS からの建物被害情報 

0906-01 活動拠点 

活動拠点に関する情報 

2101-01 避難所 

避難所に関する情報 

9999-01 捜索・救出 

要救助者もしくは捜索範囲と対応状況に関する情報 

9999-02 活動範囲分担 

異なる組織間で、捜索・救出活動範囲の分担に関する情報 

9999-03 活動範囲 

組織内の各部隊の活動範囲に関する情報 

9999-04 生活支援 

生活支援に関する情報 

9999-05 （予約）推定津波遡上範囲 

※アラート範囲として使用予定 
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2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに X-ICS

同期用μSIP4D-ZIP 情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は

4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済み X-ICS 同期用μSIP4D-ZIP 情報をコピーし、それをもとに新たに X-ICS

同期用μSIP4D-ZIP 情報を作成することが出来る。コピー元となる X-ICS 同期用μ

SIP4D-ZIP 情報を選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・X-ICS 同期

用μSIP4D-ZIP 情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内

容は
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表 6-55 追加・X-ICS 同期用μSIP4D-ZIP 情報の入力項目の各名称と概要（ベクタ

ー版）を参照。 

 

6.1.5. SOBO 連接 

本項では、内閣府 新総合防災情報システム（以下、SOBO-WEB）連接用の認証情報、

および、取得する Atom フィード情報、SOBO-WEB へアップロードするレイヤの情

報・メタデータ情報の設定を行う機能について説明する。 

 

 SOBO 認証情報 

SOBO-WEB と連接する際に必要な認証情報（SFTP、HTTPS クライアント証明書）

を登録するための設定をする。 

 

図 6-87 SOBO 認証情報 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加 – SOBO 認証情報が表示される。 

 

表 6-57 追加 - SOBO 認証ウィンドウの入力項目 

番

号 

名称 概要 設定例 

①  自治体 ID 自治体をドロップダウンリストから選択す

る 

XX:○○○ 

②  名称 この認証情報の名称を任意に入力する。 nied.bosai-

cloud.jp 

①  

② 

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  
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③  SFTP プライベ

ートキーファイ

ル 

サーバ上の SFTPプライベートキーファイ

ルへの絶対パスを指定する。 

/xxx/yyy/id_ed2

5519_sobo-

web01 

④  SFTP ユーザ ID SFTP 認証に用いるユーザ ID を指定す

る。 

sftpuser 

⑤  HTTPS クライ

アント証明書 

サーバ上の HTTPS クライアント証明書へ

の絶対パスを指定する。 

/xxx/yyy/sip4dx

edge-https.p12 

⑥  HTTPS 証明書

のパスワード 

HTTPS クライアント証明書認証のパスワ

ードを指定する。 

Httpspass 

⑦  備考 備考欄 任意 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに SOBO

認証情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済み SOBO 認証情報をコピーし、それをもとに新たに SOBO 認証情報を作成

することが出来る。コピー元となる SOBO 認証情報を選択後、コピーボタンを押下

するとレコードコピー – SOBO 認証情報ダイアログが表示される。ダイアログの各

項目の入力、表示内容は表 6-57 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに SOBO 認証情報が

作成される。 

 

 SOBO Atom フィード情報 

「地図追加」ウィンドウ「SOBO」タブの一覧に表示する情報源となる Atom フィー

ド情報を登録するための設定をする。 
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図 6-88 SOBO Atom フィード情報 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加 – SOBO Atom フィード情報が表示される。 

 

表 6-58 追加 - SOBO Atom フィード情報の入力項目の各名称と概要 

番

号 

名称 概要 設定例 

①  自治体 ID 自治体をドロップダウンリストから選択す

る 

XX:○○○ 

②  タイトル この Atom フィードの名称を任意に入力す

る。 

避難所等 

③  URL Atom フィードの URL を指定する。 https://web.sob

o.go.jp/files/sob

o-

feeds/atom/EEI

/EvacuationCen

ters/atom_lates

t.xml 

④  SOBO 認証情報 SOBO-WEB 認証情報をドロップダウンリ XX:○○ 

⑦  

⑥  

⑤  

④  

③  

②  

①  
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ID ストから選択する。 

⑤  備考 備考欄 任意 

⑥  表示順 Atom フィードから取得した地図情報の表

示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面に表示されるとき、上位に表示され

る。 

10 

⑦  有効・無効 SOBO Atom フィード情報の有効・無効を

設定する。 

有効/無効 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに

SOBOAtom フィード情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳

細は 4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済み SOBO Atom フィード情報をコピーし、それをもとに新たに SOBO Atom

フィード情報を作成することが出来る。コピー元となる SOBO Atom フィード情報

を選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー - SOBO Atom フィード情報ダ

イアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-58 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに SOBO Atom フィ

ード情報が作成される。 

 

 SOBO 出力設定 

SOBO-WEB にアップロードする SOBO-ZIP に必要な SOBO メタ情報（自治体単位）

を登録するための設定をする。 
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図 6-89 SOBO 出力設定 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加 - SOBO 出力設定が表示される。 

 

 

表 6-59 追加 - SOBO 出力設定の入力項目の各名称と概要 

番

号 

名称 概要 設定例 

①  自治体 ID 自治体をドロップダウンリストから選択す

る 

XX:○○○ 

②  都道府県コード 都道府県コードを指定する。 12 

③  都道府県名 都道府県名を指定する。 ○○県 

④  発信システムア

カウント 

発信元のシステムアカウントを指定する。

（SOBO から払い出された値） 

#sc700101 

⑤  情報発信者 情報発信者を指定する。（SOBO から払い #sc700101 

⑫  

⑪  

⑩  

⑨  

⑧  

⑦  

⑥  

⑤  

④  

③  

②  

①  
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出された値） 

⑥  情報責任者 情報責任者を指定する。（”,”区切りで複数

可） 

（SOBO から払い出された値） 

#sc700101, 

#sc700102 

⑦  出典 出典として表示する文字列を指定する。

（MD 形式可） 

警察 

⑧  URL SOBO-ZIP アップロード先を、SFTP ある

いは HTTPS の URL で指定する。 

sftp://subs-

sftp.sobo.go.jp/

upload/ 

あるいは 

https://rest-

api.sobo.go.jp/a

pi/rest_api 

⑨  ローカルディレ

クトリ 

ローカルサーバに SOBO-ZIP を保存する

場合の絶対パスを指定する。 

/xxx/yyy 

⑩  SOBO 認証情報

ID 

SOBO-WEB 認証情報をドロップダウンリ

ストから選択する。 

XX:○○ 

⑪  有効・無効 SOBO出力設定の有効・無効を設定する。 有効/無効 

⑫  備考 備考欄 任意 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに SOBO

出力設定の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済み SOBO 出力設定をコピーし、それをもとに新たに SOBO 出力設定を作成

することが出来る。コピー元となる SOBO 出力設定を選択後、コピーボタンを押下

するとレコードコピー - SOBO 出力設定ダイアログが表示される。ダイアログの各項

目の入力、表示内容は表 6-59 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに SOBO 出力設定が
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作成される。 

 

 SOBO 出力レイヤ設定 

SOBO-WEB にアップロードする SOBO-ZIP に必要なレイヤ情報と SOBO メタ情報

（レイヤ単位）を登録するための設定をする。 

 

図 6-90 SOBO 出力レイヤ設定 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加 – SOBO 出力レイヤ設定が表示される。 

 

 

表 6-60 追加 - SOBO 出力レイヤ設定の入力項目の各名称と概要 

番

号 

名称 概要 設定例 

①  SIP4D 情報種別

情報 ID 

SIP4D 情報種別情報をドロップダウンリ

ストから選択する 

XX:○○○ 

⑩  

⑨  

⑧  

⑦  

⑥  

⑤  

④  

③  

②  

①  



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 216 

②  SOBO-WEB デ

ータタイプ 

受信情報や手動登録情報の情報種別を指定

する。 

prefecture_01-

123-45 

③  災害対応情報基

本共有情報分類 

災害対応基本共有情報(EEI)の分類を指定

する。 

道路関連 

④  災害対応情報基

本共有情報細分 

災害対応基本共有情報(EEI)の細分を指定

する。 

通行情報 

⑤  1 次利用可能範

囲 

SOBO-WEB 上で閲覧可能とするグループ

タグもしくはアカウントを指定する。 

全公開(ゲストアカウント除く)時のハッシ

ュタグは#SOBOINTERNAL を、 

全公開(ゲストアカウント含む)時のハッシ

ュタグは#SOBOALL を、 

一般アカウントへ公開をしない場合は

#SOBOVOID を指定。 

#SOBOINTER

NAL 

⑥  2 次利用可能範

囲 

当該情報に対して以下を可能とするハッシ

ュタグもしくはアカウントを指定する。 

①SOBO-WEB で地図画面ダウンロード可

能 

②外部連携システムへ配信可能 

③カタログサイトへ掲載 

④ カ タ ロ グ サ イ ト よ り デ ー タ 取 得

(HTTPS/SFTP)可能 

#SOBOINTER

NAL 

⑦  3 次利用可否 ダウンロードやシステム連携後にデータ取

得者が再頒布可能な情報であるかどうかを

を指定する。 

true/false 

⑧  アーカイブ限定

フラグ 

地図表示やカタログサイト掲載は行わず、

ただ総防で保存したい場合に指定する。 

true/false 

⑨  有効・無効 SOBO出力レイヤ設定の有効・無効を設定

する。 

有効/無効 

⑩  備考 備考欄 任意 

 

1） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

2） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 
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3） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに SOBO

出力レイヤ設定の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2

を参照。 

 

4） コピーする 

登録済み SOBO 出力レイヤ設定をコピーし、それをもとに新たに SOBO 出力レイ

ヤ設定を作成することが出来る。コピー元となる SOBO 出力レイヤ設定を選択後、

コピーボタンを押下するとレコードコピー - SOBO 出力レイヤ設定ダイアログが表示

される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-60 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに SOBO 出力レイヤ

設定が作成される。 

 

6.1.6. 通知 

本項では、アラーム、ポップアップによる通知、Facebook、Twitter、公共情報コモ

ンズによる他の配信媒体を介した通知、Ｅメールによる通知など情報伝達を支援するた

めの設定を行う機能について説明する。 

 

 通知グループ情報 

自治体>通知>通知グループ情報を選択すると下図のような画面が表示される。通知

グループ情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

通知グループ情報は Open-Xedge から通知を行う対象をグループ化し、メーリング

リストとして設定する情報である。本項目を設定することによって通知に関連した画

面に送付先として表示され、また、職員参集メールの自動配信先として指定が可能と

なる。 

 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 218 

 

図 6-91 通知グループ情報画面 

 

（1） 通知グループ情報の編集 

通知グループ情報では Open-Xedge から通知を行うメーリングリストを管理する。

一括送信などに利用する情報である。 

以下ではこの通知グループ情報の新規作成、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 
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1） 通知グループ情報を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・通知グループ情報ダイアログが表示される。 

 

 

 

図 6-92 登録ボタン>追加・通知グループ情報ダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

 

表 6-61 追加・通知グループ情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID メーリングリストを使用する自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  グループ名 メーリングリストとして表示される名称を設

定する。 

全職員 

③  備考 備考欄。 （なし） 

④  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面に表示されるとき、上位に表示される。 

1 

⑤  有効・無効 通知グループ情報の有効・無効を設定する。 有効 

⑥  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー  

登録ボタン 

追加・通知グループ情報ダイアログが

表示される 

「*」は必須入力項

目 
○1  
○2  
○3  
○4  

○5  

○6  ○7  
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タは通知グループ情報一覧に表示される。 

⑦  キャンセル 追加・通知グループ情報ダイアログを閉じ

る。 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで、設定した内容

が保存され、通知グループ情報一覧にデータが新規追加される。 

通知グループ情報の追加により通知に関連する利用者画面に対して送付先として

反映される。 

 

図 6-93 利用者画面への反映 

 

2） 通知グループ情報を編集する 

編集を行いたい通知グループ情報を選択後、編集ボタンを押下することで編集・

通知グループ情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には選択

された通知グループ情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、

表示内容は表 6-61 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

反映箇所 
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3） 通知グループ情報を削除する 

データの削除を行いたい通知グループ情報を選択後、削除ボタンを押下すると削

除・通知グループ情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象の通知グループ情報を削除することができる。削除・通知グルー

プ情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 通知グループ情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに通知グ

ループ情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） 通知グループ情報をコピーする 

登録済み通知グループ情報をコピーし、それをもとに新たに通知グループ情報を

作成することが出来る。コピー元となる通知グループ情報を選択後、コピーボタン

を押下するとレコードコピー・通知グループ情報ダイアログが表示される。ダイア

ログの各項目の入力、表示内容は表 6-61 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに通知グループ情報

が作成される。 
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（2） 通知グループ連絡先情報の編集 

通知グループ連絡先情報では、外部の業者や学校などの通知グループの所属連絡先

をグループ化し管理する。メーリングリストの一部を設定するものである。 

以下に通知グループ連絡先情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 

1） 通知グループ連絡先情報を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・通知グループ連絡先情報ダイアログが表示

される。 

 

 

図 6-94 登録ボタン>追加・通知グループ連絡先情報ダイアログ 

 

登録ボタン 

追加・通知グループ連絡先情報ダイア

ログが表示される 

○1  
○2  

○3  ○4  

「*」は必須入力項

目 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-62 追加・通知グループ連絡先情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メールグル

ープ情報 

メーリングリストの対象となるグループをド

ロップダウンリストから選択する。 

22:全職員 

②  連絡先 ID メーリングリストに登録するために「自治体>

通知>通知連絡先情報」に登録されている情報

をドロップダウンリストから選択する。 

3:防災 太郎 

③  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは通知グループ連絡先情報一覧に表示され

る。 

 

④  キャンセル 追加・通知グループ連絡先情報ダイアログを

閉じる。 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを選択することで、設定した内容

が保存され、通知グループ連絡先情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） 通知グループ連絡先情報を編集する 

編集を行いたい通知グループ連絡先情報を選択後、編集ボタンを押下することで

編集・通知グループ連絡先情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各

項目には選択された通知グループ連絡先情報のデータが設定されている。ダイアロ

グの各項目の入力、表示内容は表 6-62 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 通知グループ連絡先情報を削除する 

データの削除を行いたい通知グループ連絡先情報を選択後、削除ボタンを押下す

ると削除・通知グループ連絡先情報ダイアログが表示される。表示されたダイアロ

グの削除ボタンを押下時、対象の通知グループ連絡先情報を削除することができる。

削除・通知グループ連絡先情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 通知グループ連絡先情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに通知グ

ループ連絡先情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を

参照。 

 

5） 通知グループ連絡先情報をコピーする 

登録済み通知グループ連絡先情報をコピーし、それをもとに新たに通知グループ

連絡先情報を作成することが出来る。コピー元となる通知グループ連絡先情報を選
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択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・通知グループ連絡先情報ダイア

ログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-62 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに通知グループ連絡

先情報が作成される。 
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（3） 通知グループユーザ情報の編集 

通知グループユーザ情報では、「自治体>ログイン>ユーザ>班情報>ユニット情報>ユ

ーザ情報」に登録したユーザをメーリングリストと紐づける設定を行う。 

以下に通知グループユーザ情報の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 

 

1） 通知グループユーザ情報を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・通知グループユーザ情報ダイアログが表示

される。 

 

 

図 6-95 登録ボタン>追加・通知グループユーザ情報ダイアログ 

登録ボタン 

追加・通知グループユーザ情報ダイア

ログが表示される 

○1  
○2  

○3  ○4  

「*」は必須入力項

目 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-63 追加・通知グループユーザ情報ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  メールグル

ープ情報 

メーリングリストの対象となるグループをド

ロップダウンリストから選択する。 

22:全職員 

②  ユーザ ID メーリングリストに登録するために「自治体>

ログイン>ユーザ>班情報>ユニット情報>ユー

ザ情報」に登録されている情報をドロップダ

ウンリストから選択する。 

3:防災 太郎 

③  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは通知グループ連絡先情報一覧に表示され

る。 

 

④  キャンセル 追加・通知グループ連絡先情報ダイアログを

閉じる。 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを選択することで、設定した内容

が保存され、通知グループユーザ情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） 通知グループユーザ情報を編集する 

編集を行いたい通知グループユーザ情報を選択後、編集ボタンを押下することで

編集・通知グループユーザ情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各

項目には選択された通知グループユーザ情報のデータが設定されている。ダイアロ

グの各項目の入力、表示内容は表 6-63 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 通知グループユーザ情報を削除する 

データの削除を行いたい通知グループユーザ情報を選択後、削除ボタンを押下す

ると削除・通知グループユーザ情報ダイアログが表示される。表示されたダイアロ

グの削除ボタンを押下時、対象の通知グループユーザ情報を削除することができる。

削除・通知グループユーザ情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 通知グループユーザ情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに通知グ

ループユーザ情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を

参照。 

 

5） 通知グループユーザ情報をコピーする 

登録済み通知グループユーザ情報をコピーし、それをもとに新たに通知グループ

ユーザ情報を作成することが出来る。コピー元となる通知グループユーザ情報を選
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択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・通知グループユーザ情報ダイア

ログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-63 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに通知グループユー

ザ情報が作成される。 
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 通知連絡先情報 

通知グループ情報に登録される連絡先の一つとして参照される。本システムのユー

ザとして登録される連絡先以外の連絡先を管理する。 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-64 通知連絡先情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

② 名前 連絡先の名前を登録する。 鈴木 

③ 電話番号 電話番号を登録する。 xxx-xxxx-xxx 

④ 携帯電話番号 携帯電話番号を登録する。 xxx-xxxx-xxxx 

⑤ FAX番号 ＦＡＸ番号を登録する。 xxx-xxxx-xxx 

⑥ メールアドレス メールアドレスを登録する。 

通知メール、職員参集メールなど本システム

から送信されるメールを受信するメールアド

レスを指定する。 

xxx@xxx 

⑦ 携帯のメールア

ドレス 

携帯のメールアドレスを登録する。 

通知メール、職員参集メールなど本システム

から送信されるメールを受信するメールアド

レスを指定する。 

xxx@xxxxx 

⑧ 備考  (なし) 

⑨ 有効・無効 有効、無効の切り替えをする。 

通知メール等の送信先として参照の、有効、

有効 

⑨  

⑧  

⑦  

⑥  

⑤  

④  

③  

②  

①  
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無効を切り替える。 

 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 
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 通知テンプレート 

自治体>通知>通知テンプレートを選択すると下図のような画面が表示される。通知

テンプレートが登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

通知テンプレートは通知機能を使用する際に呼び出し可能な定型文の登録を行う。

職員参集メールにおいては自動配信時の本文として設定することができる。 

 

 

図 6-96 通知テンプレート画面 

（1） 通知テンプレートの編集 

通知テンプレートでは、各種通知を行う際の定型文を設定する。 

定型文を使用するメニューにおける「通知デフォルト情報」との連携をはかること

で定型文を絞り込むことも可能である。 

以下ではこの通知テンプレートの新規作成、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 
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1） 通知テンプレートを新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・通知テンプレートダイアログが表示される。 

 

 

 

図 6-97 登録ボタン>追加・通知テンプレートダイアログ 

 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-65 追加・通知テンプレートダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID 通知テンプレートを使用する自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  通知種別 定型文の使用を想定している通信手段として

「自治体>通知>通知種別マスタ」に登録され

ている情報をドロップダウンリストから選択

する。 

1：メール 

③  テンプレー

ト種別 

定型文の使用を想定しているプロセス（災害

対応業務の基本項目）をドロップダウンリス

3：人命救助 

登録ボタン 

追加・通知テンプレートダイアログが

表示される 

○1  
○2  

○3  
○4  
○5  
○6  

○7  
○8  

○9  ○10  

「*」は必須入力項

目 
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トから選択する。 

④  区分 定型文の区分を設定する。 緊急速報メー

ル 

⑤  タイトル 定型文のタイトルを設定する。 人命救助 

⑥  内容 定型文の本文を設定する。 （定型文） 

⑦  備考 備考欄。 （なし） 

⑧  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面に表示されるとき、上位に表示される。 

61 

⑨  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タは通知テンプレート一覧に表示される。 

 

⑩  キャンセル 追加・通知テンプレートダイアログを閉じ

る。 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを選択することで、設定した内容

が保存され、通知テンプレート一覧にデータが新規追加される。 

 

通知テンプレートの追加により利用者画面には以下の様に反映される。 

図 6-98 利用者画面への反映 
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2） 通知テンプレートを編集する 

編集を行いたい通知テンプレートを選択後、編集ボタンを押下することで編集・

通知テンプレートダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には選択

された通知テンプレートのデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、

表示内容は表 6-65 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 通知テンプレートを削除する 

データの削除を行いたい通知テンプレートを選択後、削除ボタンを押下すると削

除・通知テンプレートダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタ

ンを押下時、対象の通知テンプレートを削除することができる。削除・通知テンプ

レートダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 通知テンプレートを検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに通知テ

ンプレートの絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） 通知テンプレートをコピーする 

登録済み通知テンプレートをコピーし、それをもとに新たに通知テンプレートを

作成することが出来る。コピー元となる通知テンプレートを選択後、コピーボタン

を押下するとレコードコピー・通知テンプレートダイアログが表示される。ダイア

ログの各項目の入力、表示内容は表 6-65 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに通知テンプレート

が作成される。 
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 安否応答状況情報 

自治体>通知>安否応答状況情報を選択すると下図のような画面が表示される。安否

応答状況情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、追加・安否応答状況情報ダイアログが表示される。 

 

表 6-66 追加・安否応答状況情報ダイアログの入力項目の各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  名称 安否応答状況情報の名称を設定する。 テスト 

③  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面に表示されるとき、上位に表示される。 

1 

④  有効・無効 有効・無効の切り替えをする。 有効 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

  

④ 

③ 

② 

① 
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 アラーム 

（1） アラームメッセージ設定 

自治体>通知>アラーム>アラームメッセージ設定を選択すると下図のような画面が表

示される。アラームメッセージ設定が登録されている場合はその情報が一覧で表示さ

れる。 

アラームメッセージ設定では、現在の体制の状態を都道府県、他機関などに通知を

行うための設定を行うものである。 

 

図 6-99 アラームメッセージ設定画面 

 

（2） アラームメッセージ設定の編集 

アラームメッセージ設定は、アラームを通知する際のメッセージの文面や表示方法

の設定を行う。体制の発令、移行、解除を行うときに用いられる。 

以下にアラームメッセージ設定の新規登録、編集、削除、検索、コピーについて説

明する。 
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1） アラームメッセージ設定を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・アラームメッセージ設定ダイアログが表示

される。 

 

 

図 6-100 登録ボタン>追加・アラームメッセージ設定ダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-67 追加・アラームメッセージ設定ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID アラームの発報を行う自治体をドロップダウ

ンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  グループ ID アラームの発報を行うグループを指定するた

めに「自治体>ログイン>ユーザ」に登録され

ている情報をドロップダウンリストから選択

する。 

12 ： 本 部 室

（ 危 機 管 理

課） 

③  アラームタイプ アラームメッセージの種類をドロップダウン 1：体制 

登録ボタン 

追加・アラームメッセージ設定ダイア

ログが表示される 

○1  
○2  

○3  
○4  
○5  

○6  
○7  

○8  
○9  

○10  

○11  ○12  

「*」は必須入力項

目 
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ID リストから選択する。 

④  アラームタイプ

名 

アラームメッセージの種類に関する名称を設

定する。 

警戒配備 

⑤  表示メッセージ アラームとして表示されるメッセージを設定

する。 

警戒配備にな

りました。 

⑥  メッセージ表示

フラグ 

メッセージの表示について設定する。false

の場合は、アラーム一覧のみ表示される。 

true 

⑦  メッセージタイ

プ 

メッセージの種類をドロップダウンリストか

ら選択する。アラームメッセージの背景色に

なる。 

yellow 

⑧  表示時間、0 で

手動非表示 

アラームメッセージの表示時間を設定する。0

を設定した場合は手動非表示となる。 

0 

⑨  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面に表示されるとき、上位に表示される。 

70 

⑩  有効・無効 アラームメッセージ設定の有効・無効をドロ

ップダウンリストから選択する。 

有効 

⑪  保存 設定された情報を保存する。保存されたデー

タはアラームメッセージ設定一覧に表示され

る。 

 

⑫  キャンセル 追加・アラームメッセージ設定ダイアログを

閉じる。 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを選択することで、設定した内容

が保存され、アラームメッセージ設定一覧にデータが新規追加される。 

 

2） アラームメッセージ設定を編集する 

編集を行いたいアラームメッセージ設定を選択後、編集ボタンを押下することで

編集・アラームメッセージ設定ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各

項目には選択されたアラームメッセージ設定のデータが設定されている。ダイアロ

グの各項目の入力、表示内容は表 6-67 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） アラームメッセージ設定を削除する 

データの削除を行いたいアラームメッセージ設定を選択後、削除ボタンを押下す

ると削除・アラームメッセージ設定ダイアログが表示される。表示されたダイアロ

グの削除ボタンを押下時、対象のアラームメッセージ設定を削除することができる。

削除・アラームメッセージ設定ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） アラームメッセージ設定を検索する 
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検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにアラー

ムメッセージ設定の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を

参照。 

 

5） アラームメッセージ設定をコピーする 

登録済みアラームメッセージ設定をコピーし、それをもとに新たにアラームメッ

セージ設定を作成することが出来る。コピー元となるアラームメッセージ設定を選

択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・アラームメッセージ設定ダイア

ログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-67 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにアラームメッセー

ジ設定が作成される。 
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6.1.7. 監視観測 

 気象情報 

気象庁が配信する、気象情報 XML に応じて、本システムが実行する処理の内容を設

定する。 

気象情報 XML の情報で、受信対象とする情報の種類を登録し、その情報に対して、

本システムが実行する処理のトリガー条件を設定する。 

 

（1） 気象情報取得情報の登録 

気象情報 XML の情報で、受信対象とする情報の種類を登録する。 

 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 

  

 

表 6-68 気象情報等取得情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

② 気象情報種別 以下、気象情報の種別 1:気象警報・

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

④ 

③ 

② 

① 
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1:気象警報・注意報 

2:震度速報 

3:津波警報・注意報 

4:震源・震度に関する情報 

5:指定河川洪水予報 

6:土砂災害警戒情報 

7:記録的短時間大雨情報 

8:竜巻注意情報 

9:噴火警報・予報 

注意報 

③ エリア ID 気象庁の定めるエリア IDを設定する。 

エリアIDは気象情報種別ごとに別IDとなる。 

下記の URL 参照 

http://xml.kishou.go.jp/ 

0110000: 札 幌

市 

④ エリア ID予備 未使用  

⑤ アラームフラグ アラームとして表示する場合は True を設定す

る。 

true 

⑥ 表示フラグ スクロールテロップとして表示する場合は

Trueを設定する。 

true 

⑧ 備考 備考欄  

⑨ 有効・無効 有効・無効の切り替えをする。 有効 

 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 
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（2） 気象情報 XSLT 情報 

気象情報 XML を、通知メッセージに変換するための XSLT を登録する。 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-69 気象情報 XSLT 情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロッ

プダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

② 気象情報種別 1:気象警報・注意報 

2:震度速報 

3:津波警報・注意報 

4:震源・震度に関する情報 

5:指定河川洪水予報 

6:土砂災害警戒情報 

7:記録的短時間大雨情報 

8:竜巻注意情報 

9:噴火警報・予報 

2:震度速報 

③ 通信種別 1:メール 

2:アラート 

3:テロップ 

4:公共情報コモンズ（緊急速報メール） 

5:公共情報コモンズ（メディア） 

6:Facebook 

7:Twitter 

1:メール 

④ XSLT ファイル

パス 

URLを指定する。 xxxxxx 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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⑤ アップロード XSLTファイルをアップロードする。 

アップロードすると XSLT ファイルパスに自動

で値が入る。 

 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 河川情報 

一般社団法人 河川情報センターが配信する河川情報数値データを取得し、雨量や

水位の観測状況を表やグラフにして確認、アラートを表示することができる。 

入力項目には河川情報センターから提供される仕様書が必要である。 

本マニュアルには「9.資料」に「テレメータ伝送仕様書」の一部を掲載した。 

 

（1） テレメータ 

自治体>監視観測>河川情報>テレメータを選択する。 

テレメータサーバ情報の設定で、河川情報数値データのURL、ユーザ名、パスワー

ドを入力する。 

 

 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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表 6-70 テレメータサーバ情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 所属する自治体をドロップダウンリストから

選択する。 

1：○○県○○

市 

② URL テレメータデータの取得先 URL を記述  xxxxxx 

③ ユーザ名 BASIC認証のユーザ名 user 

④ パスワード BASIC認証のパスワード pass 

⑤ インターバル

（秒） 

テレメータデータの取得間隔（秒） 60 

⑥ 遅延 テレメータデータの取得間隔の遅延秒 0 

⑦ 備考 備考欄  

⑧ 有効・無効 サーバ機能の有効、無効を指定する。 有効 

 

登録したテレメータサーバ情報のリストを開き、取り込む管理事務所、観測所を設

定する。 

管理事務所番号を「テレメータ管理事務所情報」に入力し、取り込むデータを「テ

レメータ観測所情報」に設定する。 

⚫ テレメータ管理事務所情報 

 

管理事務所番号、管理事務所名は、一般社団法人 河川情報センターより「テレメ

ータ伝送仕様書コード表」を入手し、参照して入力する。 

 

表 6-71 管理事務所情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 管理事務所番号 管理事務所を指定する番号。数値 5 桁で構成

される。（参照：テレメータ伝送仕様書コード

表） 

21531 

④ 

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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② 管理事務所名 ①で指定された管理事務所の名称 

（参照：テレメータ伝送仕様書コード表） 

〇〇川下流 

③ 備考 備考欄  

④ 有効・無効 管理事務所情報の有効、無効を指定する。 有効 

 

⚫ テレメータ観測所情報 

 

データ種別コード、アイテムコードは、一般社団法人 河川情報センターより「テ

レメータ伝送仕様書コード表」、「観測局一覧表」を入手し、参照して入力する。 

表 6-72 テレメータ観測所情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① データ種別コー

ド 

データ種別（雨量、水位、ダム諸量）を表

す。 

（参照：テレメータ伝送仕様書コード表） 

21531 

② 観測所フルコー

ド 

観測局を特定するためのコードであり、管理

事務所番号（5 桁）＋種別番号（3 桁）＋観測

所番号（5桁）で構成される。 

（参照：テレメータ伝送仕様書コード表、観

測局一覧表） 

2153100100001 

③ アイテムコード

の CSV 

取得するデータ項目コードを記入する。カン

マ区切り（CSV形式）で複数指定可能。 

（参照：テレメータ伝送仕様書コード表） 

10,30,70,80 

④ 備考 備考欄  

⑤ 有効・無効 観測所情報の有効、無効を指定する。 有効 

 

（2） メニュー設定 

自治体>監視観測>河川情報>メニュー設定を選択する。 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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10 分データ用と 1 時間データ用の二つを作ることを水準する。 

 

監視観測メニュー情報に、表示したいメニューID を指定する。 

 

 

表 6-73 監視観測メニュー情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① メニューID 観測リストを表示するタスクメニューの ID を

ドロップダウンリストから選択する。 

3796:センサー

リスト 

② データ表示回数 表示する行数 24 

③ 備考 備考欄  

 

次に監視観測リスト情報に、表示するテレメータのデータ種別と観測所を指定する。 

監視観測メニューに登録した情報のリストを開き、監視観測リスト情報を登録する。 

 

監視観測する種類と、上記の各観測地点の登録で指定した ID、データ項目コードを

指定する。データ項目コードに関しては、一般社団法人 河川情報センターより「テ

レメータ伝送仕様書コード表」を入手し、参照して入力する。 

 

③ 

② 

① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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表 6-74 監視観測リスト情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 監視観測 ID 観測の種類をドロップダウンリストから選択

する。 

1:雨量 

② 観測所 ID 各観測地点で登録された情報の IDをドロップ

ダウンリストから選択する。 

3 

③ データ項目コー

ド 

データ項目コードを設定する。 

（参照：テレメータ伝送仕様書コード） 

70 

④ 表示順 観測所の表示順を指定する。 3 

⑤ 備考 備考欄  

 

  



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 247 

（3） 観測地点 

1） 雨量レイヤ 

自治体＞監視観測＞河川情報＞観測地点＞雨量レイヤを選択する。 

e コミマップで作成した、「雨量レイヤ」を登録する。 

 

テーブル ID、観測値、観測時刻、観測レベルの属性 ID を指定する。 

テーブル ID は雨量観測所に関係する項目を選択する。 

 

  

○1  

② 

④ 

③ 

⑤ 

⑥ 

「*」は必須入力項

目 
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表 6-75 追加・雨量レイヤ情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 所属する自治体をドロップダウンリストから

選択する。 

1：○○県○○

市 

② テーブル ID テーブルマスター情報に登録された雨量レイ

ヤに関する項目の ID をドロップダウンリスト

から選択する。 

13:雨量観測所 

③  値の属性 ID ドロップダウンリストから観測値の属性 ID を

選択する。 

attr3 

④  時刻の属性 ID ドロップダウンリストから観測時刻の属性 ID

を選択する。 

attr7 

⑤  レベルの属性

ID 

ドロップダウンリストから観測レベルの属性

IDを選択する。 

attr4 

⑥  備考 備考欄  
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2） 雨量観測地点 

次に「雨量観測地点」を設定する。ここで設定した内容が、グラフの観測所名や

緯度経度など、内容に表示される。 

自治体＞監視観測＞河川情報＞観測地点＞雨量観測地点を選択する。 

 

 

テーブル ID、フィーチャ ID を指定すると、e コミマップの属性値を自動で更新す

る。また、地図上に表示された観測所をクリックすると、グラフが表示される。 

  

② 

 

③ 

⑤ 

④ 

⑭ 

⑬ 

⑫ 

⑪ 

⑩ 
⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

① 

 

⑰ 

⑯ 

⑮ 

「*」は必須入力項

目 
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表 6-76 雨量観測地点情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 所属する自治体をドロップダウンリストから

選択する。 

1：○○県○○

市 

② エリア番号 テレメータデータのエリア番号 ※ 84 

③ 管理事務所番号 テレメータデータの管理事務所番号 ※ 21531 

管理事務所名 テレメータデータの管理事務所名 ※ 〇〇川下流河

川事務所 

④ 所管機関コード テレメータデータの所管機関コード ※ 21531 

所管機関名 テレメータデータの所管機関名 ※ 〇〇川下流河

川事務所 

⑤ 水系名 テレメータデータの水系名 ※ 水系 

⑥ 河川名 テレメータデータの河川名 ※ 〇×川 

⑦ 観測所番号 テレメータデータの観測所名 ※ 5 

観測所名 テレメータデータの観測所名 ※  

ふりがな テレメータデータの観測所名の振り仮名 ※  

⑧ 緯度 観測地点の緯度 ※ 37.485554 

経度 観測地点の経度 ※ 139.16417 

⑨ 標高 観測地点の標高 ※ 230 

⑩ 都道府県 テレメータデータの都道府県 ※ 〇〇県 

⑪ 所在地 テレメータデータの所在地 ※ 〇〇県△△市 

⑫ テーブル ID テーブルマスター情報に登録された雨量レイ

ヤに関する項目の ID をドロップダウンリスト

から選択する。 

13:雨量観測所 

⑬ フィーチャ ID 雨量観測所のフィーチャ ID。 

Eコミマップに登録されたレイヤの番号。 

7 

⑭ URL 未使用  

⑮ true:iframe, 

false:popup 

ウィンドウを表示する際の形式をドロップダ

ウンリストから選択する。 

iframe 

⑯ 幅 表示するウィンドウの幅 1024 

高さ 表示するウィンドウの高さ 768 

⑰ 備考 備考欄  

※これらの項目は河川情報センターからのデータを参照して入力する。 

クリックしたときに表示される 

 

観測地点情報に入力されたデータが雨量観測のグラフの各項目となる。 
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3） 河川水位レイヤ 

自治体＞監視観測＞河川情報＞観測地点＞河川水位レイヤを選択する。 

e コミマップで作成した、「河川水位レイヤ」を登録する。 

 

テーブル ID、観測値、観測時刻、観測レベルの属性 ID を指定する。 

テーブル ID は河川水位観測所に関係する項目を選択する。 

 

表 6-77 河川水位レイヤ情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 所属する自治体をドロップダウンリストから

選択する。 

1：○○県○○

市 

② テーブル ID テーブルマスター情報に登録された水位レイ

ヤに関する項目の ID をドロップダウンリスト

から選択する。 

13:水位観測所 

③ 値の属性 ID ドロップダウンリストから観測値の属性 ID を

選択する。 

attr3 

④ 時刻の属性 ID ドロップダウンリストから観測時刻の属性 ID

を選択する。 

attr7 

⑤ レベルの属性

ID 

ドロップダウンリストから観測レベルの属性

IDを選択する。 

attr4 

⑥ 備考 備考欄  

 

  

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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4） 河川水位観測地点 

次に「河川水位観測地点」を設定する。ここで設定した内容が、グラフの観測所

名や緯度経度など、 内容に表示される。 自治体＞監視観測＞河川情報＞観測地点＞

河川水位観測地点を選択する。 

 

① 

② 

③ 

⑳ 

⑲ 

⑱ 

⑰ 
⑯ 

⑮ 

⑭ 

⑬ 

⑫ 

⑪ 

⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

「*」は必須入力項

目 
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テーブル ID、フィーチャ ID を指定すると、e コミマップの属性値を自動で更新す

る。また、地図上に表示された観測所をクリックすると、グラフが表示される。 

グラフの最大水位、最小水位は、表示最大水位、表示最小水位で指定する。 

 

表 6-78 河川水位観測地点情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 所属する自治体をドロップダウンリストから

選択する。 

1：○○県○○

市 

② エリア番号 テレメータデータのエリア番号 ※ 84 

③ 管理事務所番号 テレメータデータの管理事務所番号 ※ 21531 

管理事務所名 テレメータデータの管理事務所名 ※ 〇〇川下流河

川事務所 

④ 所管機関コード テレメータデータの所管機関コード ※ 21531 

所管機関名 テレメータデータの所管機関名 ※ 〇〇川下流河

川事務所 

⑤ 水系名 テレメータデータの水系名 ※ 水系 

⑥ 河川名 テレメータデータの河川名 ※ 〇×川 

⑦ 観測所番号 テレメータデータの観測所名 ※ 5 

観測所名 テレメータデータの観測所名 ※  

ふりがな テレメータデータの観測所名の振り仮名 ※  

⑧ 緯度 観測地点の緯度 ※ 37.485554 

経度 観測地点の経度 ※ 139.16417 

⑨ 標高 観測地点の標高 ※ 230 

⑩ 都道府県 テレメータデータの都道府県 ※ 〇〇県 

⑪ 所在地 テレメータデータの所在地 ※ 〇〇県△△市 

⑫ 水防団待機水位 テレメータデータの水防団待機水位 ※ 8.2 

氾濫注意水位 テレメータデータの氾濫注意水位 ※ 8.7 

避難判断水位 テレメータデータの避難判断水位 9.5 

氾濫危険水位 テレメータデータの氾濫危険水位 ※ 11.08 

計画高水位 テレメータデータの計画高水位 ※ 9 

⑬ 表示最大水位 テレメータデータの表示最大水位 ※ 20 

表示最小水位 テレメータデータの表示最小水位 ※ 0 

⑭ 標準標高 テレメータデータの基準標高 ※  

⑮ テーブル ID テーブルマスター情報に登録された水位レイ

ヤに関する項目の ID をドロップダウンリスト

から選択する。 

12:水位観測所 
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⑯ フィーチャ ID 河川水位観測所のフィーチャ ID。 

Eコミマップに登録されたレイヤの番号。 

7 

⑰ URL 未使用  

⑱ true:iframe, 

false:popup 

ウィンドウを表示する際の形式 iframe 

⑲ 幅 表示するウィンドウの幅 1024 

高さ 表示するウィンドウの高さ 768 

⑳ 備考 備考欄  

※これらの項目は河川情報センターからのデータを参照して入力する。 

 

5） ダムレイヤ 

自治体＞監視観測＞河川情報＞観測地点＞ダムレイヤを選択する。e コミマップで

作成した、「ダムレイヤ」を登録する。 

 

テーブル ID、観測値、観測時刻、観測レベルの属性 ID を指定する。 

テーブル ID はダム観測所に関係する項目を選択する。 

 

表 6-79 ダムレイヤ情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 所属する自治体をドロップダウンリストから

選択する。 

1：○○県△△

市 

② テーブル ID テーブルマスター情報に登録されたダムレイ

ヤに関する項目の ID をドロップダウンリスト

から選択する。 

14:ダム 

③ 値の属性 ID ドロップダウンリストから観測値の属性 ID を attr1 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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選択する。 

④ 時刻の属性 ID ドロップダウンリストから観測時刻の属性 ID

を選択する。 

attr7 

⑤ レベルの属性

ID 

ドロップダウンリストから観測レベルの属性

IDを選択する。 

attr4 

⑥ 備考 備考欄  

 

6） ダム観測地点 

次に「ダム観測地点」を設定する。ここで設定した内容が、グラフの観測所名や

緯度経度など、内容に表示される。 

自治体＞監視観測＞河川情報＞観測地点＞ダム観測地点を選択する。 

 

テーブル ID、フィーチャ ID を指定すると、e コミマップの属性値を自動で更新す

る。また、地図上に表示された観測所をクリックすると、グラフが表示される。 

⑭ 

⑬ 

⑫ 

⑪ 
⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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表 6-80 ダム観測地点情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 所属する自治体をドロップダウンリストから

選択する。 

1：○○県△△

市 

② エリア番号 テレメータデータのエリア番号 ※ 84 

③ 管理事務所番号 テレメータデータの管理事務所番号 ※ 21531 

管理事務所名 テレメータデータの管理事務所名 ※ 〇〇河川国道 

④ 所管機関コード テレメータデータの所管機関コード ※ 21528 

所管機関名 テレメータデータの所管機関名 ※ 〇〇河川国道

事務所 

⑤ 観測所番号 テレメータデータの観測所番号 ※ 1 

観測所名 テレメータデータの観測所名 ※ △△ダム 

ふりがな テレメータデータの観測所名の振り仮名 ※ さんかくさん

かくだむ 

⑥ 緯度 観測地点の緯度 ※ 38.030277 

経度 観測地点の経度 ※ 139.56721 

⑦ 都道府県 テレメータデータの都道府県 ※ 〇〇県 

⑧ 所在地 テレメータデータの所在地 ※ 〇〇県△△市 

⑨ テーブル ID テーブルマスター情報に登録されたダムレイ

ヤに関する項目の ID をドロップダウンリスト

から選択する。 

14:ダム 

⑩ フィーチャ ID ダム観測所のフィーチャ ID。 

Eコミマップに登録されたレイヤの番号。 

4 

⑪ URL 未使用  

⑫ true:iframe, 

false:popup 

ウィンドウを表示する際の形式 iframe 

⑬ 幅 表示するウィンドウの幅 1024 

高さ 表示するウィンドウの高さ 768 

⑭ 備考 備考欄  

※これらの項目は河川情報センターからのデータを参照して入力する。 
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（4） 判定 

自治体＞監視観測＞河川情報＞判定を順次選択する。 

災害時に起こる水位の増加などを観測し、状態を判定する機能。 

テレメータデータで設定された項目を参考に判定は行われる。 

 

1） データ判定管理情報を追加する 

 

 

表 6-81 データ判定管理情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 所属する自治体をドロップダウンリストから

選択する。 

1：○○県○○

市 

② 名称 実行される判定項目の名称 〇×雨量 

③ 判定インターバ

ル（分） 

判定を定期的に実行する時間 60 

④ 遅延（分） 判定後にメッセージを送るまでのタイムラグ 0 

⑤ 判定順 優先的に判定を行う項目を定める順番 2 

⑥ 備考 備考欄  

⑦ 有効・無効 判定の有効、無効を指定する。 無効 

データの判定に対し、表示の変更やポップアップ表示などの設定を行っていく。

判定順は値の 小さいものから判定し、閾値の高いものが後から判定するように設定

する。 

 

  

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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2） 判定値の設定 

データ判定管理情報のリストを開く。 

 

観測所コード、データ項目コードに関しては、一般社団法人 河川情報センターよ

り「テレメータ 伝送仕様書コード表」、「観測局一覧表」を入手し、参照して入力す

る。 

表 6-82 データ判定情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 観測所コード 観測局を特定するためのコードであり、管理

事務所番号（5 桁）＋種別番号（3 桁）＋観測

所番号（5桁）で構成される。 

（参照：テレメータ伝送仕様書コード表、観

測局一覧表） 

2153100100005 

② データ項目コー

ド 

判定に使用する演算・観測項目のデータ項目

コードを設定する。 

（参照：テレメータ伝送仕様書コード表） 

10 

③ 名称 判定項目の名称 〇×雨量 

④ 値 テレメータの閾値を設定する。 true 

⑤ 式 ID データ判定式マスタの ID を判定条件に合わせ

て設定する。 

1 

⑥ 備考 備考欄  

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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⑦ 有効・無効 判定の有効、無効を指定する。 有効 

データ判定情報は、指定の観測所のデータ項目コードの値に対し、式と値を設定

する。式の ID はデータ判定式マスタの ID を設定する。 

 

表 6-83 データ判定式のマスタ ID（式 ID）の各名称と概要 

ID 名称 内容 

1 以上 値が閾値以上 

2 以下 値が閾値以下 

3 より上 値が閾値を上回った 

4 より下 値が閾値を下回った 

5 等しい 値が閾値と等しい 

 

また、データ判定式マスタへ式を登録することで、その他の四則演算のような判

定を行うこともできる。 

 

3） 判定結果をポップアップ表示する 

判定結果で画面上にポップアップを表示する場合に、データ判定アラーム情報を

追加する。ポ ップアップに出すメッセージに関しては、アラームメッセージ設定に

追加し、その ID をデータ判定 アラーム情報に追加する。 

 

● データ判定アラーム情報の追加 

データ判定管理情報のリストを開く。 
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表 6-84 データ判定アラーム情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① アラーム情報

ID 

アラームメッセージ設定に追加した情報の ID

を、ドロップダウンリストから選択する。 

1 

② 備考 備考欄  

③ 有効・無効 アラームの有効、無効 有効 

 

 

● アラームメッセージ設定 

自治体＞通知＞アラーム＞アラームメッセージ設定を選択する。表示メッ

セージに判定による結果のメッセージを記入する。 

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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表 6-85 アラームメッセージ設定の入力項目の各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID アラームの発報を行う自治体をドロップダ

ウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  グループ ID アラーム発報を行うグループを指定するた

めに「自治体＞ログイン＞ユーザ」に登録

されている情報をドロップダウンリストか

ら選択する。 

0：デフォル

ト 

③  アラームタイプ ID アラームメッセージの種類をドロップダウ

ンリストから選択する。 

1：体制 

④  アラームタイプ名 アラームメッセージの種類に関する名称を

設定する。 

第一次配備体

制 

⑤  表示メッセージ アラームとして表示されるメッセージを設

定する。 

第一次配備体

制になりまし

たｌ 

⑥  メッセージ表示フ

ラグ 

メッセージの表示について設定する。False

の場合は、アラーム一覧のみ表示される。 

True 

⑦  メッセージタイプ メッセージの種類をドロップダウンリスト

から選択する。 

green 

⑧  表示時間 アラームメッセージの表示時間を設定す 0 

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

⑩ 

「*」は必須入力項

目 
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る。0を設定した場合は手動非表示となる。 

⑨  表示順 表示順を設定する。番号が若いほ ど、利用

者画面に表示されるとき、 上位に表示され

る。 

1 

⑩  有効・無効 アラームメッセージ設定の有効・無 効をド

ロップダウンリストから選択 する。 

有効 

 

4） 判定結果をメール通知する 

判定結果をメール送信する場合には、データ判定通知情報を追加する。メールを

出すグループは、通知グループ情報へ追加し、その ID をデータ判定通知情報に追加

しておく。 

自治体＞通知＞通知グループ情報を選択する。 

 

 

  

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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表 6-86 通知グループ情報の入力項目の各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

⑪  自治体 ID メーリングリストを使用する自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

1：○○県○

○市 

⑫  グループ ID メーリングリストとして表示される名称を

設定する。 

災害対策本部

幹部 

⑬  備考 備考欄  

⑭  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用

者画面に表示されるとき、上位に表示され

る。 

1 

⑮  有効・無効 通知グループ情報の有効・無効を設定す

る。 

有効 

 

5） 判定結果で表示を設定する 

判定結果でテレメータの表示を変更する場合には、データ判定結果スタイル情報

を追加する。スタイル文字列には、Cascading Style Sheets の文字列をそのまま入力

する。 

データ判定管理情報のリストを開く。 

 

表 6-87 データ判定結果スタイル情報の入力項目の各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

① スタイル文字列 スタイルを指定する文字列 Background-

color:red; 

② 備考 備考欄  

③ 有効・無効 通知グループ情報の有効・無効を設定す

る。 

有効 

 

  

③ 

② 

① 

「*」は必須入力項

目 
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 JAlert 

（1） Jalert サーバ情報 

 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、追加・JAlert サーバ情報ダイアログが表示される。 

 

表 6-88 追加・JAlert サーバ情報ダイアログの入力項目の各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14:〇〇県〇

〇市 

②  サーバ URL JAlertサーバの URL を設定する。 http://xxx 

③  ユーザ名 JAlertサーバののユーザ名を設定する。 saigaitask 

④  パスワード JAlertサーバのパスワードを設定する。 admin 

⑤  備考 備考欄  

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 

（2） JAlert 情報取得情報 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-89 追加・JAlert 情報取得情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14:〇〇県〇

〇市 

②  JAlert情報種別 JAlertの情報種別を設定する。 1:気象情報 

③  エリア ID(気象条

件により異なる) 

気象庁が定めるエリア IDを設定する。 

エリア ID は気象情報種別ごとに別 ID とな

る。 

下記の URL 参照。 

http://xml.kishou.go.jp/ 

test 

④  エリア ID予備 エリア IDの予備を設定する。  

⑤  アラームフラグ アラームとして表示する場合は True を設定

する。 

true 

⑥  表示フラグ スクロールテロップとして表示する場合は

Trueを設定する。 

true 

⑦  備考 備考欄。  

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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⑧  有効・無効 有効・無効の切り替えをする。 有効 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

6.1.8. 避難勧告・指示 

 避難勧告レイヤ 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、追加・避難勧告レイヤダイアログが表示される。 

 

表 6-90 追加・避難勧告レイヤ情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14:〇〇県〇

〇市 

②  テーブル ID  テーブルマスター情報に登録されているテ

ーブル名をドロップダウンリストから選択

する。 

1:体制発令 

③  属性 ID ドロップダウンリストから避難勧告・指示

についての IDを選択する。 

attr7 

2） 編集する 

③ 

② 

① 
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編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

6.1.9. 本部設置 

本項では、職員参集情報の追加、編集、削除を行う「職員参集情報」画面と、体制区

分の追加、編集、削除を行う「体制区分」画面について説明する。 

 

 職員参集情報 

自治体＞本部設置＞職員参集情報を選択すると下図のような画面が表示される。職

員参集情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。この画面では、

Open-Xedge で体制が発令された際に自動的に発信する職員参集情報（体制区分やメー

ルテンプレート、通知グループなど）の追加、編集、削除等の設定を行うことができ

る。 

 

図 6-101 職員参集情報画面 

（1） 職員参集情報の編集 

Open-Xedge では、体制発令時に自動的に職員参集支持を行え、そのための情報を

「職員参集情報」として管理している。以下ではこの職員参集情報の新規作成、編集、

削除、検索、コピーについて説明する。 

 

1） 職員参集情報を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・職員参集情報ダイアログが表示される。 
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図 6-102 登録ボタン＞追加・職員参集情報ダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-91 追加・職員参集情報ダイアログの各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 職員参集を行う自治体のドロップダウンリ

ストから選択する。 

14：○○県○

○市 

② 体制 ID 職員参集を行う体制をドロップダウンリス

トから選択する。 

13:警戒配備 

③ テンプレート 職員参集で発信するメールのテンプレート

を設定する。 

143:警戒配備 

④ 通知グループ ID 職員参集メールを発信するグループをドロ

ップダウンリストから選択する。 

44:全職員 

登録ボタン 

追加・職員参集情報ダイアログが表示され

る 

「*」は必須入力項

目 

⑨ ⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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⑤ 参集名 職員参集情報の名前を記載する。 警戒配備 参

集職員 

⑥ 備考 備考を記載する。 （なし） 

⑦ 有効・無効 職員参集情報の有効・無効をドロップダウ

ンリストから設定する。 

有効 

⑧ 保存 各項目に設定された値が登録される。  

⑨ キャンセル 追加・職員参集情報ダイアログを閉じる。  

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が保 

存され、職員参集情報一覧にデータが新規追加される。 
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2） 職員参集情報を編集する 

編集を行いたい職員参集情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・職員

参集情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択された職

員参集情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 

6-91を参照。 

 

 

図 6-103 編集ボタン＞編集・職員参集情報ダイアログ 

 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 職員参集情報を削除する 

データの削除を行いたい職員参集情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・職

員参集情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下時、

編集・職員参集情報ダイアログが表示される 

「*」は必須入力項

目 

編集ボタン 
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対象の職員参集情報を削除することができる。削除ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 職員参集情報を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに職員参集

情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） 職員参集情報をコピーする 

登録済み職員参集情報をコピーし、それをもとに新たに職員参集情報を作成するこ

とができる。 

コピー元となる職員参集情報を選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピ

ー・職員参集情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は

表 6-91を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに職員参集情報が作成

される。 
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 体制区分 

自治体>本部設置>体制区分を選択すると下図のような画面が表示される。体制区分

が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。この画面では、Open-Xedge で

発令する体制の情報（災害種別や体制の名称等）の追加、編集、削除等の設定を行う

ことができる。 

 

図 6-104 体制区分画面 

 

（1） 体制区分の編集 

Open-Xedge では、自治体ごとに災害時の警戒レベルに応じた体制（「警戒配備」や

「非常配備」等）を登録し、体制発令時に自動的に職員参集指示を行うことができ、

そのための情報を「体制区分」として管理している。以下ではこの体制区分の新規作

成、編集、削除、検索、コピーについて説明する。 
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1） 体制区分を新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・体制区分ダイアログが表示される。 

 

 

図 6-105 登録ボタン>追加・体制区分ダイアログ 

  

  

登録ボタン 

「*」は必須入力項

目 

追加・体制区分ダイアログが表示される 

○1  
○2  
○3  

○4  
○5  
○6  

○7  
○8  

○9  ○10 
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また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-92 追加・体制区分ダイアログの各名称及び概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体 ID 体制区分の自治体をドロップダウンリスト

から選択する。 

14：○○県○

○市 

② 災害種別マスタ ID 体制区分の災害種別をドロップダウンリス

トから選択する。 

2：地震・津

波 

③ 体制 ID 体制区分が示す体制をドロップダウンリス

トから選択する。 

1：警戒本部 

④ 名称 体制区分の名称を設定する。 1号非常配備 

⑤ 出勤職員 体制区分で出勤する職員を設定する。 1 

⑥ 備考 備考を記載する。 （なし） 

⑦ 表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用

者画面で体制区分一覧が表示されるとき、

上位に表示される。 

11 

⑧ 有効・無効 体制区分の有効・無効をドロップダウンリ

ストから設定する。 

有効 

⑨ 保存 各項目に設定された値が登録される。  

⑩ キャンセル 追加・体制区分ダイアログを閉じる。  

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が保

存され、体制区分一覧にデータが新規追加される。 

 

2） 体制区分を編集する 

編集を行いた体制区分を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・体制区分ダ

イアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択された体制区分のデ

ータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-92を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 体制区分を削除する 

データの削除を行いたい体制区分を選択後、削除ボタンを押下すると削除・体制区

分ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下時、対象の体

制区分を削除することができる。削除ダイアログの詳細は 4.2.1を参照。 

 

4） 体制区分を検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに体制区分

の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2を参照。 
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5） 体制区分をコピーする 

登録済み体制区分をコピーし、それをもとに新たに体制区分を作成することができ

る。コピー元となる体制区分を選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・

体制区分ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-92

を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに体制区分が作成され

る。 
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 体制レイヤ 

自治体>本部設置>体制レイヤを選択する。 

 

 

 

表 6-93 体制レイヤ情報の入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① テーブルＩＤ 体制レイヤに関係する項目の ID をドロップ

ダウンリストから選択する。 

2274:体制 

② 体制区分の属性 ID ドロップダウンリストから体制の区分につ

いての IDを選択する。 

attr7 

③ 発令日時の属性 ID ドロップダウンリストから体制の発令日時

に関する項目の IDを選択する。 

attr9 

④ 登録時間の属性 ID 未使用  

⑤ 終了時間の属性 ID 未使用  

 

⚫ 旧バージョンを利用しているユーザ 

旧バージョンから利用しているユーザは、メニュータイプを「リスト(地図有)」へ

変更する。 

メニューテーブル情報を変更する。テーブル ID が体制発令の ID の行を削除し、体

制レイヤを ID に指定して追加する。 

編集については 6.1.2.2(3)メニューテーブル情報の編集を参照する。 

地図レイヤ情報には体制がないはずなので、追加する。 

登録ボタン 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 277 

登録は 6.1.2.2（7）地図レイヤの編集を参照する。 
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6.1.10. 広報 

 Twitter 設定 

Twitterに記事を投稿するためのアクセストークンを設定する。 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-94 Twitter 設定 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体ＩＤ 体制区分の自治体をドロップダウンリスト

から選択する。 

14：○○県○

○市 

② Access token Twitterの Access token を設定する。 

下記ＵＲＬ参照 

https://dev.twitter.com/ 

 

③ Access token 

secret 

Twitter の Access token secret を設定す

る。 

下記ＵＲＬ参照 

https://dev.twitter.com/ 

 

 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

  

③ 

② 

① 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 279 

 Facebook 設定 

Facebook に記事を投稿するためのアクセストークンを設定する。 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-95 Facebook 設定 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体ＩＤ 体制区分の自治体をドロップダウンリスト

から選択する。 

14：○○県○

○市 

② Access token Facebookの Access token を設定する。 

アクセストークンは無期限トークンにする

必要がある。 

下記ＵＲＬ参照 

https://developers.facebook.com/ 

 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

  

② 

① 
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 Facebook 投稿先情報 

Facebookに記事を投稿するための投稿先の情報を設定する。 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、追加・Facebook 投稿先情報ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-96 追加・Facebook 投稿先情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体 ID Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  セット名 Facebook 投稿先情報のセット名を設定す

る。 

 

③  ページ ID ページタイプに対応した ID を設定する。  

④  ページタイプ 投稿するページタイプを設定する。 ホームのタイ

ムライン (ペ

ー ジ ID に

Facebook アカ

ウントの IDを

指定してくだ

さい) 

⑤  備考 備考欄  

⑥  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用 1 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

⑦ 

⑥ 
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者画面に表示されるとき、上位に表示され

る。 

⑦  有効・無効 メニュー設定情報の有効・無効を設定す

る。 

有効 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 
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 e コミ GW 投稿先情報 

e コミグループウェアに記事を投稿するための投稿先情報を設定する。e コミグルー

プウェアについては http://ecom-plat.jp/group.php?gid=10046 を参照する。 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、追加・e コミグループウェア投稿先情報ダイアログが表示さ

れる。 

 

表 6-97 追加・e コミグループウェア投稿先情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体ＩＤ Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  セット名 eコミグループウェア投稿先情報のセット名

を設定する。 

test 

③  投稿先グループ ID eコミグループウェア投稿先情報の投稿先グ

ループ ID を設定する。API の groupid に該

当する。 

※groupidとは eコミのページを識別するコ

ードのこと。 

50001 

④  パーツ共通 ID eコミグループウェア投稿先情報のパーツ共

通 ID を設定する。API の partsid に該当す

る。 

※partsidとは eコミのページを構成する部

urgent 

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 
④ 

③ 

② 
① 

http://ecom-plat.jp/group.php?gid=10046
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品につけられるコードのこと 

⑤  パーツ個別 ID eコミグループウェア投稿先情報のパーツ個

別 ID を設定する。API の blockID に該当す

る。 

※eコミのページを構成する部品を個別に識

別するコードのこと。 

203 

⑥  投稿先 URL 投稿先の URL を設定する。 xxxxxxxx 

⑦  備考 備考欄  

⑧  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用

者画面に表示されるとき、上位に表示され

る。 

1 

⑨  有効・無効 メニュー設定情報の有効・無効を設定す

る。 

有効 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 
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6.1.11. 意思決定支援 

 避難者推定 

自治体>意思決定支援>避難者推定を選択すると下図のような画面が表示される。意

思決定支援レイヤ情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

 

 

図 6-106 意思決定支援レイヤ情報画面 

（1） 意思決定支援レイヤ情報の編集 

 

1） 新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・意思決定支援レイヤ情報ダイアログが表示

される。 

 

 

図 6-107 登録ボタン>追加・意思決定支援レイヤ情報 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-98 追加・意思決定支援レイヤ情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体ＩＤ Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

⑧ 
⑦ 

⑥ 

⑤ 
④ 

③ 
② 

① 

登録ボタン 

追加・意思決定支援レイヤ情報ダイアログが

表示される 

「*」は必須入力項

目 
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②  意思決定支援レイ

ヤ種別 ID 

意思決定支援のレイヤ種別 IDを指定する。 1:建物被害推

定レイヤ 

③  テーブル ID テーブルマスター情報に登録されているテ

ーブル名をドロップダウンリストから選択

する。 

4:体制発令 

④  属性 ID１ 属性 IDを指定する。 attr0 

⑤  属性 ID２ 属性 IDを指定する。 attr1 

⑥  備考 備考欄  

⑦  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用

者画面に表示されるとき、上位に表示され

る。 

1 

⑧  有効・無効 メニュー設定情報の有効・無効を設定す

る。 

有効 

 

必須項目および任意情報を設定し保存ボタンを押下することで、設定した内容が

保存され、意思決定支援レイヤ情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） 編集する 

編集したい意思決定支援レイヤ情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・意思決定支援レイヤ情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には、選択された意思決定支援レイヤ情報のデータが設定されている。ダイアロ

グの各項目の入力、表示内容は表 6-98 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 削除する 

データの削除を行いたい意思決定支援レイヤ情報を選択後、削除ボタンを押下す

ると削除・意思決定支援レイヤ情報ダイアログが表示される。表示されたダイアロ

グの削除ボタンを押下時、対象の意思決定支援レイヤ情報を削除することができる。

削除・意思決定支援レイヤ情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに意思決

定支援レイヤ情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を

参照。 

 

5） コピーする 

登録済み意思決定支援レイヤ情報をコピーし、それをもとに新たに意思決定支援

レイヤ情報を作成することが出来る。コピーボタンを押下すると、レコードコピ
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ー・被災項目情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容

は表 6-98 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに意思決定支援レイ

ヤ情報が作成される。 
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6.1.12. 公共情報コモンズ 

 公共情報コモンズ避難勧告情報 

公共情報コモンズに送信する、避難勧告情報を格納するレイヤ名および、属性名を

登録する。ここで登録された情報を基に、公共情報コモンズに送信されるＸＭＬデー

タが生成される。 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-99 公共情報コモンズ避難勧告情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体ＩＤ 体制区分の自治体をドロップダウンリスト

から選択する。 

14：○○県○

○市 

② テーブルＩＤ 避難勧告・指示状況のレイヤを選択する。  

③ 地区 地区名を格納する属性の attr 番号を設定す

る。 

※attr 番号＝ｅコミマップでレイヤの属性

に発行されるＩＤ 

attr1 

④ 発令状況 発令状況を格納する属性の attr 番号を設定

する。 

attr2 

⑤ 地区世帯数 地区世帯数を格納する属性の attr 番号を設

定する。 

attr3 

⑥ 人数 地区人数を格納する属性の attr 番号を設定

する。 

attr4 

⑦ 発令日時 発令日時を格納する属性の attr 番号を設定

する。 

attr5 

 

 

⑦ 

⑥ 

⑤ 
④ 

③ 
② 

① 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 288 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 公共情報コモンズ避難所情報 

公共情報コモンズに送信する、避難所情報を格納するレイヤ名および、属性名を登

録する。ここで登録された情報を基に、公共情報コモンズに送信されるＸＭＬデータ

が生成される。 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 

 

 

表 6-100 公共情報コモンズ避難所情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体ＩＤ 体制区分の自治体をドロップダウンリスト

から選択する。 

14：○○県○

○市 

② テーブルＩＤ 避難勧告・指示状況のレイヤを選択する。  

③ 避難所名 避難所名を格納する属性の attr 番号を設定

する。 

※attr 番号＝ｅコミマップでレイヤの属性

に発行されるＩＤ 

attr1 

④ 地区 地区を格納する属性の attr 番号を設定す attr2 

⑫ 

⑪ 

⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑦ 
⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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る。 

⑤ 住所 住所（避難所の所在地）を格納する属性の

attr番号を設定する。 

attr3 

⑥ 電話番号 電話番号を格納する属性の attr 番号を設定

する。 

attr4 

⑦ ＦＡＸ ＦＡＸ番号を格納する属性の attr 番号を設

定する。 

attr5 

⑧ 代表者名 代表者を格納する属性の attr 番号を設定す

る。 

attr6 

⑨ 開設状況 開設状況を格納する属性の attr 番号を設定

する。 

attr7 

⑩ 収容定員数 収容定員数を格納する属性の attr 番号を設

定する。 

attr8 

⑪ 開設日時 開設日時を格納する属性の attr 番号を設定

する。 

attr9 

⑫ 閉鎖日時 閉鎖日時を格納する属性の attr 番号を設定

する。 

attr10 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 
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 公共情報コモンズ発信先データ 

公共情報コモンズのデータを送信する先のサーバおよび、アカウント情報を設定す

る。 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 

  

 

表 6-101 公共情報コモンズ発信先データ 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体ＩＤ 体制区分の自治体をドロップダウンリスト

から選択する。 

14：○○県○

○市 

② エンドポイントＵ

ＲＬ 

利用手続き後に、マルチメディア振興セン

ターが提供する「マスタ管理システム」

で、情報発信するための設定をする際に、

生成されるＵＲＬを登録する。 

http://xxxx 

③ ユーザ名 利用手続き後に、マルチメディア振興セン

ターが提供する「マスタ管理システム」か

ら発行されるアカウントのユーザ名を登録

する。 

user 

④ パスワード 上記ユーザのパスワードを登録する。 pass 

⑤ エンドポイント

URL バックアップ

ノード 

②のエンドポイント URL が使えない場合の

バックアップノードを指定する。 

http://yyy 

⑥ ユーザ名バックア

ップノード 

バックアップノードのユーザ名指定する。 xxxx 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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⑦ パスワードバック

アップノード 

バックアップノードのパスワードを指定す

る。 

xxxxx 

⑧ 表示順 未使用  

⑨ 運用種別 運用種別を設定する。 

・本番 

・訓練 

・テスト 

公共情報コモンズに送信されるＸＭＬの

「運用種別」に反映する。 

テスト 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

6.1.13. その他 

 被災項目情報 

自治体>その他>被災項目情報を選択すると下図のような画面が表示される。被災項

目情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

 

図 6-108 被災項目情報画面 

（1） 被災項目情報の編集 

 

1） 新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・被災項目情報ダイアログが表示される。 

 

登録ボタン 
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図 6-109 登録ボタン>被災項目情報ダイアログ 

 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-102 追加・被災項目情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体ＩＤ Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  行番号 被災項目情報の行番号を指定する。 1 

③  項目名称 項目名称を指定する。 人的被害 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを押下することで設定した内容が

保存され、メニュー設定情報一覧にデータが新規追加される。 

 

2） 編集する 

編集を行いたい被災項目情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・被

災項目情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択され

た被災項目情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表示内容

は表 6-102 を参照 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 削除する 

データの削除を行いたい被災項目情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・

被災項目情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下

後、対象の被災項目情報を削除することができる。削除・被災項目情報ダイアログ

の詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに被災項

目情報の絞り込みを行うことが出来る。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

追加・被災項目情報ダイアログが表示される 

「*」は必須入力項

目 ③ 
② 
① 
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5） コピーする 

登録済みの被災項目情報をコピーし、それをもとに新たに被災項目情報を作成す

ることが出来る。コピーボタンを押下すると、レコードコピー・被災項目情報ダイ

アログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-102 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに被災項目情報が作

成される。 
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 ランドマーク 

自治体>その他>ランドマークを選択すると下図のような画面が表示される。目標物

情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

 

図 6-110 目標物情報画面 

（1） 目標物情報の編集 

 

1） 新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・目標物情報ダイアログが表示される。 

 

 

図 6-111 登録ボタン>追加・目標物情報ダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-103 追加・目標物情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体ＩＤ Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  有効・無効 メニュー設定情報の有効・無効を設定す

る。 

有効 

 

2） 編集する 

編集を行いたい目標物情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・目標

物情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択された目

標物情報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 

6-103 を参照。 

登録ボタン 

追加・目標物情報ダイアログが表示される 

「*」は必須入力項

目 ② 
① 
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設定後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 削除する 

データの削除を行いたい目標物情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・目

標物情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下時、

対象の目標物情報を削除することができる。削除・目標物情報ダイアログの詳細は

4.2.1 を参照。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに目標物

の絞り込みを行うことが出来る。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済みの目標物情報をコピーし、それをもとに新たに目標物を作成することが

できる。 

コピー元となる目標物情報を選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピ

ー・目標物情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は

表 6-103 を参照 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに目標物が作成され

る。 
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 一括削除 

自治体>その他>一括削除を選択する下図のような画面が表示される。メニューテー

ブル情報のサブテーブルである「テーブルリスト項目情報」および地図レイヤ情報の

「地図レイヤ属性情報」をチェックボックスによって項目を選択し、一括で削除する。 

 

 

 投稿写真レイヤ 

自治体>その他>投稿写真レイヤを選択すると下図のような画面が表示される。投稿

写真レイヤが登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

 

 

図 6-112 投稿写真レイヤ画面 

 

（1） 投稿写真レイヤの編集 

 

1） 新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・投稿写真レイヤ情報ダイアログが表示され

る。 
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図 6-113 登録ボタン>追加・投稿写真レイヤ情報ダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-104 追加・投稿写真レイヤ情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体ＩＤ Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  テーブル ID テーブルマスター情報に登録されているテ

ーブル名をドロップダウンリストから選択

する。 

94:写真投稿

レイヤ 

③  コメント属性 ID 入力したコメントが登録する属性 ID を指定 comment 

登録ボタン 

追加・投稿写真レイヤ情報ダイアログが表示

される 

「*」は必須入力項

目 

⑱ 
⑰ 
⑯ 
⑮ 
⑭ 
⑬ 
⑫ 

⑪ 
⑩ 
⑨ 
⑧ 
⑦ 
⑥ 
⑤ 
④ 

③ 
② 

① 

⑲

９

９ 

⑳

９

９ 
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する。 

④  所属班属性 ID スマホ操作者の所属班が登録される属性 ID

を指定する。 

groupname 

⑤  送信者氏名属性 ID スマホ操作者の氏名が登録される属性 ID を

指定する。 

senduser 

⑥  連絡先属性 ID スマホ操作者の連絡先が登録される属性 ID

を指定する。 

sendusertel 

⑦  撮影時刻属性 ID 撮影時間が登録される属性 IDを指定する。 registtime 

⑧  方位属性 ID 撮影時の方位情報が登録される属性 ID を指

定する。 

compass 

⑨  高度属性 ID 撮影時の高度情報が登録される属性 ID を指

定する。 

altitude 

⑩  災害フラグ属性 ID 撮影時の災害モード(true)、平時モード

(false)が登録される属性 IDを指定する。 

saigaiflag 

⑪  コピー先テーブル

ID 

投稿写真のコピー先となるテーブル ID を指

定する。 

41:被災箇所 

⑫  コピー先コメント

属性 ID 

投稿写真のコピー先となるコメント属性 ID

を指定する。 

attr0 

⑬  コピー先所属班属

性 ID 

投稿写真のコピー先となる所属班属性 ID を

指定する。 

attr1 

⑭  コピー先送信者氏

名属性 ID 

投稿写真のコピー先となる送信者指名属性

IDを指定する。 

attr2 

⑮  コピー先連絡先属

性 ID 

投稿写真のコピー先となる連絡先属性 ID を

指定する。 

attr3 

⑯  コピー先撮影時刻

属性 ID 

投稿写真のコピー先となる撮影時刻属性 ID

を指定する。 

attr4 

⑰  コピー先方位属性

ID 

投稿写真のコピー先となる方位属性 ID を指

定する。 

attr5 

⑱  コピー先高度属性

ID 

投稿写真のコピー先となる高度属性 ID を指

定する。 

attr6 

⑲  表示画像幅(高さ) 表示画像の幅をピクセル単位で指定する。 300 

⑳  コピー先被害種別

属性 ID 

被災レイヤ側の被災の種類の属性 attr7 

※94：写真投稿レイヤの属性 ID（comment～saigaiflag、adoptionstate）はレイヤ作成時、

固定値設定が必要となる。 

 

2） 編集する 

編集を行いたい投稿写真レイヤを選択後、編集ボタンを押下することで、編集・
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投稿写真レイヤ情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、

選択された投稿写真レイヤのデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、

表示内容は表 6-104 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 削除する 

データの削除を行いたい投稿写真レイヤを選択後、削除ボタンを押下すると削

除・投稿写真レイヤ情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボ

タンを押下後、対象の投稿写真レイヤを削除することが出来る。削除・投稿写真レ

イヤ情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに投稿写

真レイヤの絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済み投稿写真レイヤの情報をコピーし、それをもとに新たに投稿写真レイヤ

を作成することができる。コピー元となる投稿写真レイヤ情報を選択後、コピーボ

タンを押下するとレコードコピー・投稿写真レイヤ情報ダイアログが表示される。

ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-104 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに投稿写真レイヤが

作成される。 
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（2） 投稿写真画面の設定 

投稿写真画面を出す場合、メニューテーブル情報の設定は必須となる。また、地図画面

を使用しているため、背景地図や被災箇所レイヤの表示設定も必須となる。 

 

図 6-114 投稿写真画面のメニューテーブル情報の設定例 

 

※テーブルリスト項目情報は未使用。 

※地図レイヤ情報に被災レイヤを設定する場合、地図レイヤ属性情報の編集フラグの指

定は特になし。（編集フラグ false でも true でも投稿写真画面に制約は出ない） 
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 ツールボックス情報 

自治体>その他>ツールボックス情報を選択すると下図のような画面が表示される。

ツールボックス情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

 

 

図 6-115 ツールボックス情報画面 

 

（1） ツールボックス情報の編集 

 

1） 新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・ツールボックス情報ダイアログが表示され

る。 

 

 

登録ボタン 
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図 6-116 登録ボタン>追加・ツールボックス情報ダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-105 追加・ツールボックス情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体ＩＤ Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  ツールボックス種

別マスタ ID 

地図画面のツールボックスで人口計測する

場合は「1:人口レイヤ」を選択する。 

1:人口レイヤ 

③  テーブル ID 項目(レイヤ)を選択する。「自治体>地図マ

スター情報>テーブルマスター情報」に登録

されているテーブル名をドロップダウンリ

ストから選択する。 

※自治体セットアッパーの人口インポート

ツールで作成した「人口メッシュ」レイヤ

100:人口メッ

シュ 

追加・投稿写真レイヤ情報ダイアログが表示

される 

「*」は必須入力項

目 

⑩ ⑨ 
⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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を選択すること。 

④  人口属性 ID 人口データのある属性 IDを指定する。 attr6 

⑤  世帯数属性 ID 世帯数データのある属性 ID を指定する。 attr9 

⑥  備考 備考欄。  

⑦  表示順 表示順を設定する。番号が一番若いものが

利用者画面に表示される。 

1 

⑧  有効・無効 有効・無効の切り替えをする。 有効 

 

※ 複 数 設 定す る こと も 可 能 です 。（例： 市 町 村 単位 で 登録 す る な ど） 

※人口メッシュレイヤを複数設定して重なっている地点がある場合は、推定値は合計

した値になります。 

 

2） 編集する 

編集を行いたいツールボックス情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編

集・ツールボックス情報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目に

は、選択されたツールボックス情報のデータが設定されている。ダイアログの各項

目の入力、表示内容は表 6-104 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 削除する 

データの削除を行いたいツールボックス情報を選択後、削除ボタンを押下すると

削除・ツールボックス情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除

ボタンを押下後、対象のツールボックス情報を削除することが出来る。削除・ツー

ルボックス情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとにツール

ボックス情報の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済みツールボックス情報の情報をコピーし、それをもとに新たにツールボッ

クス情報を作成することができる。コピー元となるツールボックス情報を選択後、

コピーボタンを押下するとレコードコピー・ツールボックス情報ダイアログが表示

される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-104 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たにツールボックス情

報が作成される。 

 

 投稿アプリ認証 QR 設定 
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自治体>その他>投稿アプリ認証 QR 設定を選択すると下図のような画面が表示され

る。投稿アプリ認証 QR 設定が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

 

 

図 6-117 投稿アプリ認証 QR 設定画面 

 

（1） 投稿アプリ認証 QR 設定の編集 

 

1） 新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・投稿アプリ認証 QR設定ダイアログが表示さ

れる。 

  

 

登録ボタン 
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図 6-118 登録ボタン>追加・投稿アプリ認証 QR 設定ダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-106 追加・投稿アプリ認証 QR 設定ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  自治体ＩＤ Open-Xedge に登録されている自治体をドロ

ップダウンリストから選択する。 

14：○○県○

○市 

②  投稿アプリ eコミマップの OAuthアプリケーションの選

択リストが表示される。投稿アプリを選択

すること。 

1:投稿アプリ 

③  QRコード名称 利用者画面の「アプリ認証 QR」ダイアログ

で QR コードと一緒に表示される名称であ

る。 

本部 A専用 

追加・投稿写真レイヤ情報ダイアログが表示

される 

「*」は必須入力項

目 

⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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④  認証班 ID QRコード認証時の班 IDを指定する。 

特定の班を設定した場合、投稿アプリの認

証班が自動設定され、利用者側で変更が出

来ないよう固定値となる。 

全班共通を設定した場合、投稿アプリの認

証班は空欄となり、利用者側の操作で班一

覧から任意の班を選択する。 

※認証班 IDを指定した場合は、認証課 IDは

指定しないこと。 

1:本部 A 

⑤  認証課 ID QRコード認証時の課 IDを指定する。 

特定の課を設定した場合、投稿アプリの認

証課が自動設定され、利用者側で変更が出

来ないよう固定値となる。 

全班共通を設定した場合、投稿アプリの認

証課は空欄となり、利用者側の操作で課一

覧から任意の課を選択する。 

※認証課 IDを指定した場合は、認証班 IDは

指定しないこと。 

 

⑥  投稿先テーブル ID 項目(レイヤ)を選択する。「自治体>地図マ

スター情報>テーブルマスター情報」に登録

されているテーブル名をドロップダウンリ

ストから選択する。 

※投稿写真レイヤで設定したレイヤを選択

すること。 

245:写真投稿 

⑦  認証終了日 認証可能な期間を設定する。 

認証終了日を過ぎた場合はその QR コードで

は認証ができなくなる。 

2018-07-30 

⑧  備考 備考欄。  

⑨  表示順 表示順を設定する。番号が一番若いものが

利用者画面に表示される。 

1 

⑩  有効・無効 有効・無効の切り替えをする。 有効 

 

2） 編集する 

編集を行いたい投稿アプリ認証 QR設定を選択後、編集ボタンを押下することで、

編集・投稿アプリ認証QR設定ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項

目には、選択された投稿アプリ認証QR設定のデータが設定されている。ダイアログ

の各項目の入力、表示内容は表 6-104 を参照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 
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3） 削除する 

データの削除を行いたい投稿アプリ認証QR設定を選択後、削除ボタンを押下する

と削除・投稿アプリ認証 QR設定ダイアログが表示される。表示されたダイアログの

削除ボタンを押下後、対象の投稿アプリ認証 QR 設定を削除することが出来る。削

除・投稿アプリ認証 QR 設定ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに投稿ア

プリ認証 QR 設定の絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を

参照。 

 

5） コピーする 

登録済み投稿アプリ認証 QR設定の情報をコピーし、それをもとに新たに投稿アプ

リ認証 QR 設定を作成することができる。コピー元となる投稿アプリ認証 QR 設定を

選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・投稿アプリ認証 QR設定ダイア

ログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-104 を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに投稿アプリ認証 QR

設定が作成される。 

 

 

 設定・管理メニュー(システム) 

本システムの基幹機能の設定を行う。 

システム管理者権限を持つユーザのみ閲覧、編集ができる。 

 

6.2.1. ログイン 

 地方自治体種別 

自治体の種別を登録する。 

初期値：県、市区町村、その他 

 

 地方自治体情報 

自治体を登録する。本システムは、自治体ごとにサイトが生成され、独自のドメイ

ンが割り当てられる。 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押すと、登録・編集ダイアログが表示される。 
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表 6-107 地方自治体情報 

番号 名称 概要 設定例 

① 自治体毎のドメイ

ン 

サイトにアクセスするＵＲＬのトップドメ

インを設定する。 

※ＤＮＳの登録が別途必要になる。 

xxx.xxx.xxx 

② システム名 本システムのシステム名を設定する。 

初期値：Open-Xedge 

危機管理 

③ 地方自治体種別 6.2.1.1地方自治体種別で登録した種別を選

択する。 

県 

④ 県名 県名を設定する。 愛知県 

⑤ 県コード 県コードを設定する。 23 

⑥ 市区町村 市区町村名を設定する。  

⑦ 市区町村コード 地区町村コードを設定する。  

⑧ 予備 未使用  

⑨ 自動発報フラグ True のときシステムの自動発報処理が許可

される。 

true 

⑩ アラームの取得間

隔 

アラームメッセージの取得するためのポー

リング間隔を設定する（単位：秒）。 

ここで設定される間隔ごとに、ブラウザか

らサーバへ定期的に通信が発生する。 

120 

⑪ SMTPサーバ ＳＭＴＰサーバアドレスを設定する。 xxx.xxxxxx.x

⑭ 

⑬ 

⑫ 

⑪ 

⑩ 

⑨ 

⑧ 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 
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ここで設定されるサーバでメール送信処理

を行う。 

xx 

⑫ 送信用メールアド

レス 

システムから送信されるメールの From アド

レスの設定をする。 

xxx@xxxx 

⑬ 備考 備考欄  

⑭ 有効・無効 自治体の有効・無効を切り替える。 

※無効にするとログイン不可になる。 

有効 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタンか

ら、削除を行う。 
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6.2.2. システム全般 

 メニュータイプマスタ 

メニュータイプを定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

 テーブル項目マスタ 

システムテーブル項目の、ＮＵＬＬ可チェックを行うために定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

 ページボタンマスタ 

ボタンを定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

6.2.3. 通知 

 通知種別マスタ 

システム＞通知＞通知種別マスタを選択すると、下図のような画面が表示される。

通知種別マスタが登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

通知種別マスタは、通知方法を種類毎に分類するためのマスタ情報を定義するもの

である。 

 

図 6-119 通知種別マスタ画面 

（1） 通知種別マスタの編集 

通知種別マスタでは、メール、アラーム、テロップなどの通知種別を設定し、各通

知関連設定において利用可能とする。 

以下ではこの通知種別マスタの新規作成、編集、削除、検索、コピーについて説明

する。 

1） 通知種別マスタを新規で作成する 
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登録ボタンを押下することで、追加・通知種別マスタダイアログが表示される。 

 

 

図 6-120 登録＞追加・通知種別マスタダイアログ 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-108 追加・通知種別マスタダイアログの各名称と概要  

番号 名称 概要 設定例 

① 名称 通知種別の名称を設定する。 メール 

② 表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、管理

者画面に表示されるとき、上位に表示され

る。 

1 

③ 保存 設定された情報を保存する。保存されたデ

ータは通知種別マスタ一覧に表示される。 

 

④ キャンセル 追加・通知種別マスタダイアログを閉じ

る。 

 

必須情報および任意情報を設定し、保存ボタンを選択することで、設定した内容

が保存され、通知種別マスタ一覧にデータが新規登録される。 

 

2） 通知種別マスタを編集する 

編集を行いたい通知種別マスタを選択後、編集ボタンを押下することで編集・通

知種別マスタダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には選択され

た通知種別マスタのデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表示内

容は表 6-108 を参照。 

④ ③ 

② 
① 

登録ボタン 
追加・通知種別マスタダイアログが表

示される 

「*」は必須入力項

目 
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設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 通知種別マスタを削除する 

データの削除を行いたい通知種別マスタを選択後、削除ボタンを押下すると削

除・通知種別マスタダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタン

を押下後、対象の通知種別マスタを削除することができる。削除・通知種別マスタ

ダイアログの詳細は 4.2.1 を参照。 

 

4） 通知種別マスタを検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに通知種

別マスタの絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） 通知種別マスタをコピーする 

登録済み通知種別マスタをコピーし、それをもとに新たに通知種別マスタを作成

することができる。コピー元となる通知種別マスタを選択後、コピーボタンを押下

するとレコードコピー・通知種別マスタダイアログが表示される。ダイアログの各

項目の入力、表示内容は表 6-108 を参照。 

送信ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに通知種別マスタが

作成される。 

 

 通知テンプレート種別マスタ 

通知テンプレートの種別を定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

 アラーム 

（1） アラームタイプマスタ 

アラームタイプを定義する。 

システムセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

 テロップ種別マスタ 

テロップ種別を定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

6.2.4. 監視観測 

 気象情報 

（1） 気象・地震・火山情報/市区町村等コードマスタ 

気象・地震・火山情報/市区町村等コードマスタを定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 
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（2） 気象情報等取得種別マスタ 

気象情報の種類を定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

（3） 地震速報エリア情報 

地震速報のエリアコードを定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

（4） 火山名マスタ 

火山コードを定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

（5） 河川マスタ 

河川コードを定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

（6） 河川区域マスタ 

河川地区コードを定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 

 

（7） 雨量エリアマスタ 

雨量エリアコードを定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしないこと。 
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 河川情報 

（1） 監視観測マスタ 

システム>監視観測>河川情報>監視観測マスタを選択すると、下図のような画面が

表示される。 

 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・監視観測マスタダイアログが表示される。 

 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

表 6-109 追加・監視観測マスタダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  監視観測名 監視観測の名称を設定する。 雨量 

②  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用

者画面に表示されるとき、上位に表示され

る。 

1 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

（2） データ判定式マスタ 

システム>監視観測>河川情報>データ判定式マスタを選択すると、下図のような画

面が表示される。 

② 

① 
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1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・データ判定式マスタダイアログが表示され

る。 

 

表 6-110 追加・データ判定式マスタダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  式 データの判定式を設定する。 

閾値が v1、値が r1 で式を表す。 

r1 <= v1 

②  名称 データ判定式の名称を設定する。 以上 

③  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面に表示されるとき、上位に表示される。 

1 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

 JAlert 

（1） JAlert 種別マスタ 

システム>監視観測>JAlert>JAlert 種別マスタを選択すると、下図のような画面が

表示される。 

③ 

② 

① 
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1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・JAlert 種別マスタダイアログが表示される。 

 

表 6-111 追加・JAlert 種別マスタダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  名称 JAlert種別の名称を設定する。 緊急地震速報 

②  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用者

画面に表示されるとき、上位に表示される。 

1 

 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

6.2.5. 本部設置 

 安否確認状況マスタ 

安否確認の選択肢を定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。 

 

 体制マスタ 

② 

① 
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体制の種類を定義する。 

システムのセットアップ時に初期設定される。登録、変更、削除をしてはいけない。 

 

6.2.6. 広報 

 Twitter マスタ 

Twitter へ投稿するためのアプリケーション登録を設定する。 

下記ＵＲＬを参照 

https://dev.twitter.com/ 

 

 Facebook マスタ 

Facebookへ投稿するためのアプリケーション登録を設定する。 

下記ＵＲＬを参照 

https://developers.facebook.com/ 

 

6.2.7. 意思決定支援 

 意思決定支援レイヤタイプマスタ 

システム>意思決定支援>意思決定支援レイヤタイプマスタを選択すると下図のよう

な画面が表示される。 

 

 

1） 新規で登録する 

登録ボタンを押下することで、追加・意思決定支援レイヤ種別マスタダイアログ

が表示される。 

 

② 

① 

https://developers.facebook.com/
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表 6-112 追加・意思決定支援レイヤ種別マスタダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  名称 意思決定支援レイヤ種別マスタの名称を設

定する。 

建物被害推定

レイヤ 

②  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用

者画面に表示されるとき、上位に表示され

る。 

1 

 

2） 編集する 

編集するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、編集ボタン

から、登録・編集ダイアログを開く。 

 

3） 削除する 

削除するデータをリストから選択し（黄色にハイライト表示される）、削除ボタン

から、削除を行う。 

 

6.2.8. 多言語対応 

 言語管理 

システム>多言語対応>言語管理を選択すると、下図のような画面が表示される。言

語情報が登録されている場合はその情報が一覧で表示される。 

 

図 6-121 言語管理画面 

（1） 言語情報の編集 

 

1） 新規で作成する 

登録ボタンを押下することで、追加・言語情報ダイアログが表示される。 

 

登録ボタン 
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図 6-122 登録ボタン>追加・言語情報ダイアログ 

 

また、ダイアログの各項目の入力、表示内容は次のようになっている。 

 

表 6-113 追加・言語情報ダイアログの入力項目の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  言語コード 言語コードを設定する。 ja 

②  言語名称 言語名称を設定する。 日本語  

③  表示順 表示順を設定する。番号が若いほど、利用

者画面に表示されるとき、上位に表示され

る。 

1 

 

2） 編集する 

編集を行いたい言語情報を選択後、編集ボタンを押下することで、編集・言語情

報ダイアログが表示される。開かれたダイアログの各項目には、選択された言語情

報のデータが設定されている。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-113を参

照。 

設定変更後、保存ボタンを押下することで、設定した内容が保存される。 

 

3） 削除する 

データの削除を行いたい言語情報を選択後、削除ボタンを押下すると削除・言語

情報ダイアログが表示される。表示されたダイアログの削除ボタンを押下時、対象

の言語情報を削除することができる。削除・言語情報ダイアログの詳細は 4.2.1 を参

照。 

 

4） 検索する 

検索ボタンを押下すると検索ダイアログが表示される。検索条件をもとに言語の

絞り込みを行うことができる。検索ダイアログの詳細は 4.2.2 を参照。 

 

5） コピーする 

登録済みの言語情報をコピーし、それをもとに新たに言語を作成することができ

る。 

追加・言語情報ダイアログが表示される 

「*」は必須入力項

目 
③ 
② 

① 
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コピー元となる言語情報を選択後、コピーボタンを押下するとレコードコピー・

言語情報ダイアログが表示される。ダイアログの各項目の入力、表示内容は表 6-113

を参照。 

保存ボタンを押下すると、入力されている情報をもとに新たに言語が作成される。 

 

 言語インポート 

 

図 6-123 言語インポート画面 

 

 

 言語エクスポート 

 

図 6-124 言語エクスポート画面 
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 その他の設定 

 

 エクセル帳票 

7.1.1. エクセル帳票機能とは 

マイクロソフト社製のエクセルを使用して書式（エクセルシート）を作成し、そのフ

ァイルのアップロードによって、本システムの画面レイアウトおよび、出力する書類の

書式を定義することができる。 

アップロードするエクセルファイルはテンプレート化する必要があり、データ埋め込

み用のタグを設定しておくことで、地図データの任意のレイヤ、任意の地物および任意

の属性を帳票のレイアウトに合わせて表示することができる。 

なお、書式（エクセルシート）に定義してある行数を超える場合、自動的に同じ書式

の繰り返しとして、複数ページのシートを作成する。 
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7.1.2. エクセル帳票の管理画面の設定方法 

ここではエクセル帳票メニューを利用するための管理画面で必要な設定について説

明する。 

1） エクセル帳票の入力用、出力用のレイヤを e コミマップで作成する 

(8.4 項目（レイヤ）の作成 を参照すること) 

➢ ４号様式の出力用レイヤの作成例 

 レイヤ名「消防４号様式一覧」 

 形状「点」 

※エクセル帳票では位置情報を登録しないため、形状はなんでもよい。 

 エクセル帳票の出力で必要な属性を追加する 

⚫ 「登録日時」をデータ型「日付と時間」で追加 

⚫ 「ダウンロードリンク」をデータ型「URL」で追加 

 そのほか「備考」など、ユーザで必要な属性があれば追加する 

2） コ ミ マ ッ プ で 作 成 し た レ イ ヤ を テ ー ブ ル マ ス タ 情 報 に 登 録 す る 

(6.1.2.3（2）1）テーブルマスター情報を新規で作成する を参照すること) 

※自治体セットアッパーの時系列化も行うこと。 

3） メ ニ ュ ー 情 報 で エ ク セ ル 帳 票 メ ニ ュ ー を 設 定 す る 。 

(6.1.2.2（2）1）メニュー情報を新規で登録する を参照すること) 

⚫ メニュータイプ「26:エクセル帳票」 

⚫ エクセル帳票テンプレートファイルをアップロード 

⚫ エクセル帳票の出力先として下記を設定する 

➢ 「エクセル帳票出力テーブル ID」 

➢ 「エクセル帳票出力テーブル 登録日時の属性 ID」 

➢ 「エクセル帳票出力テーブル ダウンロードリンクの属性 ID」 

※メニュー作成時にテンプレートファイルが必要となる。テンプレートファイ

ルが未作成の場合は「エクセル帳票テンプレートファイルの作成方法」を参照し、

テンプレートファイルを作成すること。 

4） タスクメニュー情報に作成したメニューを追加する(6.1.2.1（4）1）タスクメニ

ュー情報を新規で登録する を参照すること) 
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7.1.3. エクセル帳票テンプレートファイルの作成方法 

エクセル帳票メニューにはテンプレート化したエクセルファイルをアップロードする。

テンプレート化する上で利用可能なタグについて説明する。 

 

⚫ 本機能タグの書式について 

<% ~ %>の書式で記述する。 

 

⚫ 本システム固有値参照関数 

 本システムがもつ情報を参照する関数として下記をサポートしている。 

 下記のタグを埋め込むことで、都道府県名や災害名が自動で入力される。 

   <%pref_name()%>  都道県名称の参照 

   <%city_name()%>  市町村名称の参照 

   <%disaster_name()%>  災害名の参照 

   <%disaster_start(“yyyy 年 MM 月 dd 日 hh 時 mm 分”)%>  災害開始日時 

 

⚫ セル編集可能タグ 

<%is_editable="true"%> 

セルにこのタグを埋め込むと、エクセル帳票メニューで入力が可能になる。 

 様式出力する際に入力したいセルはこのタグを利用すること。 

 

例）消防４号様式 その１ 
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⚫ レイヤの属性値の参照タグ 

ここではレイヤの属性値を参照するタグについて説明する。 

※layerid は入力用のレイヤのレイヤ ID を指定すること。 

※attr には入力する項目の項目名を指定すること。 

 

➢ 一覧表でレイヤの属性値を参照する場合 

指定レイヤの N 番目の地物の属性値 attr を参照する 

<%val("layerid", attr).id(N)%> 

 

例えば、管理番号と名称の２つの列をもつ一覧表を表示する場合、 

id 関数を 1 から順に指定することでレイヤの地物を順番に出力することができる。 

管理番号 名称 

<%val("c12", attr0).id(1)%> <%val("c12", attr1).id(1)%> 

<%val("c12", attr0).id(2)%> <%val("c12", attr1).id(2)%> 

<%val("c12", attr0).id(3)%> <%val("c12", attr1).id(3)%> 

※この例では１ページ当たり３件となり、実際のデータが３件以上ある場合は、 

自動で１ページ目をコピーして必要な分だけページが作成されます。 

 

➢ フィルターされた一覧表を出力する場合 

filter 関数にフィルタ ID を指定することで、フィルタを適用することができる。 

 

例 え ば 、 管 理 番 号 と 名 称 の ２ つ の 列 を も つ 一 覧 表 で 、 

フィルタ ID=5 のフィルタを適用した一覧表を表示する場合、 

id 関数の前に filter(5) と指定しておくことで出力することができる。 

管理番号 名称 

<%val("c12", attr0).filter(5).id(1)%> <%val("c12", attr1). filter(5).id(1)%> 

<%val("c12", attr0). filter(5).id(2)%> <%val("c12", attr1). filter(5).id(2)%> 

<%val("c12", attr0). filter(5).id(3)%> <%val("c12", attr1). filter(5).id(3)%> 

 

 

➢ 集計表でレイヤの属性値を参照する場合 

集計タグとして下記のタグをサポートしている。 

        <%val("layerid", attr).sum()%> 

        <%val("layerid", attr).sumif("条件式")%> 

      条件式を適用した val("layerid", attr)の合計値を当該セルに出力する。 

            ・条件式例  収容人数 attr5 が 100 人以上 300 以下 

            attr5 >= 100   and  attr5 <= 300 

      ・条件式例 名称 attr3 に 「市立」が含まれる 
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         attr3 = "*市立*" 

        <%val("layerid", attr).max()%> 

        <%val("layerid", attr).min()%> 

        <%val("layerid", attr).count()%> 

        <%val("layerid", attr).countif("条件式")%>  

        <%val("layerid", attr).average()%> 

 

 条件式については、下記の演算子が利用できる。 

⚫ 文字列の比較演算子 

演算子 使用例 意味 

= attr3 = "南中学校" attr3 が 南中学校 である 

!= attr3 != "南中学校" attr3 が 南中学校 でない 

<> attr3 <> "南中学校" attr3 が 南中学校 でない 

includes attr3 includes "学校" attr3 に 学校 が含まれる 

not includes attr3 not includes "学校" attr3 に 学校 が含まれない 

 

⚫ 数値の比較演算子 

演算子 使用例 意味 

= attr5 = 100 attr5 が 100 である 

!= attr5 != 100 attr5 が 100 でない 

<> attr5 <> 100 attr5 が 100 でない 

< attr5 < 100 attr5 が 100 より小さい 

<= attr5 <= 100 attr5 が 100 以下である 

> attr5 > 100 attr5 が 100 より大きい 

>= attr5 >= 100 attr5 が 100 以上である 

 

⚫ 論理演算子 and or not 

⚫ 括弧    (  )  

 

 数値書式の指定について 

count と countif 以外の集計関数では、関数の引数に数値書式を指定できる。

なにも指定しない場合は集計結果がそのまま出力される。 

 

       sum と sumif 関数の数値書式の指定例 

        <%val("layerid", attr).sum("数値書式")%> 

           <%val("layerid", attr).sumif("条件式","数値書式")%> 

 

⚫ カンマ区切り表記にしたい場合 
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➢ 結果 1000 を 1,000 で表示する 

<%val("layerid",attr).average("#,###.#")%> 

⚫ 桁数を指定したい場合 

➢ 結果 0.5 を少数第２位まで表示 0.50 にする 

<%val("layerid",attr).average("0.00")%> 

 

  ※詳しくは Java の数値フォーマットのクラスである DecimalFormat の 

JavaDoc のフォーマットを確認すること。 

https://docs.oracle.com/javase/jp/8/docs/api/java/text/DecimalFormat.html 

  

https://docs.oracle.com/javase/jp/8/docs/api/java/text/DecimalFormat.html
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  e コミマップのセットアップ 

e コミマップをインストール後に本システムにおいて使用する際に各種情報を準備

する必要がある。下記に基本的な設定内容を示す。 

 

 用語の説明 

e コミマップを活用するために確認しておくべき用語について説明する。 

（1） 地物 

マップ上の１つ１つの図形や点のこと。点、線、面の 3 種類がある。 

（2） 項目（レイヤ） 

複数の地物で構成されたまとまりで、分類や種類によってまとめられている。1 つ

の項目には、点・線・面を混在させることはできない。 

（3） 属性 

地物に付加される情報のこと。項目ごとに属性を設定することができる。 

（4） 背景地図 

登録情報の下敷きとなる項目のこと。主題図と基本地図がある。 

（5） 主題図 

特定の利用目的を表現した地図のこと。（例：ハザードマップ） 

（6） 基本地図 

ベースとなる地図のこと。（例：航空写真、地形図、都市地図） 
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 画面構成 

8.2.1. 地図一覧画面 （e コミマップの地図一覧画面） 

⚫ 「http://サーバ名/map/」にアクセスすることでログイン画面が表示される。ユーザ ID

及びパスワードを入力し、ログインボタンを押下する 

 

 

図 8-1 e コミマップログイン画面 

表 8-1 e コミマップログイン画面の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  ユーザ ID 入力

エリア 

e コミマップに登録されている ID を入力す

る 

user 

②  パスワード入

力エリア 

班名に紐づくパスワードを入力する。 password 

③  ログイン ログイン ID とパスワードが一致している場

合、地図一覧画面に遷移する。 

 

 

⚫ 地図一覧画面が表示される。 

 

図 8-2 地図一覧画面 

 

 

 
 

○1  

○2  

○3  



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 329 

8.2.2. 管理画面 （e コミマップの管理画面） 

⚫ 地図一覧画面のメニューから「e コミマップ管理画面へ」を選択する。 

 

 

図 8-3 地図一覧画面：「e コミマップ管理画面へ」 

 

⚫ 新しいウィンドウで管理画面が表示される。 

 

図 8-4 管理画面 

 

 

e コミマップ管理画面へ 
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8.2.3. 地図画面 （e コミマップの地図画面） 

⚫ 地図一覧画面のタブ「地図一覧」から、表示したい地図の名称を選択する、もしくは管

理画面のタブ「地図」から、表示したい地図の名称のリンクを選択する。 

 

 

図 8-5 地図一覧画面：地図画面へ 

 

図 8-6 管理画面：地図画面へ 

 

地図の名称を選択 

地図の名称を選択 
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⚫ 新しいウィンドウで地図画面が表示される。 

 

図 8-7 地図画面 
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 マスタマップの作成 

最初に本システム上で基本となるマスタマップと呼ばれる地図を作成する。 

 

8.3.1. マップの作成 

 地図一覧画面から地図を作成 

⚫ タブ「地図一覧」の地図メニューからマップの新規作成を選択する。「マップの新規作

成」ダイアログが表示される。 

 

図 8-8 地図一覧画面：「マップの新規作成」 

 

マップの新規作成 
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⚫ マップタイトルと基本地図を入力し、「マップの新規作成」ボタンを押下する。 

 

図 8-9 地図一覧画面：「マップの新規作成」ダイアログ 

表 8-2 地図一覧画面：「マップの新規作成」ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  マップタイト

ル 

マップのタイトルを入力する。 ○○市マスタマ

ップ 

②  マップ説明 マップの説明を入力する。 (なし) 

③  基本地図選択 追加したい基本地図のチェックボックスに

チェックを入れる。 

 

④  マップの新規

作成 

設定された内容でマップを新規作成する。  

⑤  キャンセル ダイアログを閉じる。  

 

（1） マップが新規作成される。 

 

 

 

  

○1  
○2  

○3  

○4  ○5  
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 管理画面から地図を作成 

⚫ タブ「地図」内の「地図を新規作成」を表示させる。 

 

図 8-10 管理画面：「地図を新規作成」の表示 

 

⚫ 「マップタイトル」「マップの説明」などを入力し「地図を新規作成」を押下する。 

 

図 8-11 管理画面：「地図を新規作成」 

表示 

 

 

 

 

 

 

 

○1  

○2  

○3  

○4  

○5  

○6  

○7  
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表 8-3 管理画面：「地図を新規作成」の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  マップタイト

ル 

マップのタイトルを入力する。 ○○市マスタマ

ップ 

②  マップ説明 マップの説明を入力する。 （なし） 

③  表示範囲 マップの初期表示範囲の座標を入力する。 北：47.60792 

西：123.62192 

南：23.438 

東：149.46176 

④  マップの解像

度 

表示範囲よりも解像度での表示設定を優先

したい場合に設定する。 

150 

⑤  2 画面表示 2画面表示で選択可能にするマップを選択す

る。 

航空写真 

⑥  初期2画面表示 最初からマップを②画面で表示する場合に

ドロップダウンリストから設定する。 

なし 

⑦  地図を新規作

成 

設定された内容でマップを新規作成する。  

 

⚫ マップが新規作成される。 
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8.3.2. マップに主題図と基本地図を追加 

 管理画面から主題図と基本地図を追加 

⚫ 主題図を追加する 

◼ タブ「地図」内の地図一覧から、表示したい項目の「項目一覧」を選択する。 

 

図 8-12 管理画面：「項目一覧」の選択 

 

◼ 「主題図項目」を選択する。  

 

図 8-13 管理画面：「主題図項目」の選択 

 

◼ 「主題図項目を追加」の主題図の情報を入力する。 

項目一覧 

主題図項目 

地図 



Open-Xedge セットアップマニュアル 

Version 2.10 

 337 

 

図 8-14 管理画面：「主題図項目を追加」 

 

◼ 主題図が追加される。

 
 

○1  
○2  
○3  
○4  
○5  

○6  

○7  

○8  
○9  

○10 
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表 8-4 管理画面：「主題図項目を追加」の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  項目名称 凡例や検索時に表示される項目名を入力す

る。 

避難所 

②  初期表示状態 マップ起動時の表示・非表示を設定する。 表示する 

③  透明度 項目の透明度を設定する。 1.0 

④  表示縮尺 項目を表示するときの標準縮尺を設定す

る。拡大時にこの縮尺で表示される。 

0 

⑤  表示可能縮尺 項目の表示可能な縮尺。これより広域の縮

尺では項目を表示しない。 

0 

⑥  LAYERS 相互運用リクエスト LAYER パラメータに設

定する。 

（LAYER パラメー

タ） 

⑦  WMS URL GetMapリクエスト URLを直接指定する。 （URL） 

⑧  WMS画像フォー

マット 

WMSで取得する画像のフォーマットをドロッ

プダウンリストから選択する。 

image/png24 

⑨  データ帰属先 マップ上に表示される項目の著作権情報の

クレジット文字列を入力する。 

○○市防災危機

管理課 

⑩  主題図項目を

追加 

設定された内容で主題図項目を追加する。  
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⚫ 基本地図を追加する 

◼ タブ「地図」内の地図一覧から、表示したい項目の「項目一覧」を選択する。 

 

図 8-15 管理画面：「項目一覧」の選択 

 

◼ 「基本地図項目」を選択する。 

 

図 8-16 管理画面：「基本地図項目」の選択 

 

◼ 「共通項目を追加」のドロップダウンリストから基本地図を追加する。 

 

図 8-17 管理画面：「共通項目を追加」 

 

◼ 基本地図が追加される。 

地図 

項目一覧 

基本地図項目 

共通項目を追加 
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 地図画面から地図を追加 

⚫ 画面下部の「地図追加」を押下する。地図追加のダイアログが表示される。 

 

図 8-18 地図画面：「地図追加」の押下 

 

⚫ タブ「地図を検索」から WMSCapabilitiesの URL を検索する。もしくはタブ「基本地

図追加」から追加したい地図を選択する。 

 

図 8-19 地図画面：「地図追加」ダイアログ 

地図追加 

地図を検索 基本地図追加 
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 項目（レイヤ）の作成 

マスタマップ上に項目の作成を行う。 

8.4.1. 地図一覧画面から項目を作成 

⚫ 「項目メニュー」の「項目を新規作成」を選択する。「項目を新規追加」ダイアログが

表示される。 

 

図 8-20 地図一覧画面：「項目を新規作成」の選択 

 

⚫ 「項目名称」などを入力し、「項目を追加」を押下する。 

 

図 8-21 地図一覧画面：「項目を新規追加」ダイアログ 

項目を新規作成 

○1  

○3  

○4  

○5  ○6  

○2  
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表 8-5 地図一覧画面：「項目を新規追加」ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  追加先グルー

プ 

追加先のグループをドロップダウンリスト

から選択する。 

サイト全体 

②  項目名称 凡例や検索時に表示される項目名を入力す

る。 

避難所 

③  項目説明 項目の説明を入力する。 （なし） 

④  位置情報 項目に位置情報がある場合に変更する。 位置情報なし 

⑤  項目を追加 設定された内容で項目を追加する。  

⑥  閉じる ダイアログを閉じる。  

 

⚫ 項目が追加される。 
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 管理画面から項目を作成 

⚫ タブ「地図」内の地図一覧から「項目一覧」を選択する。 

図１１ 

 

図 8-22 管理画面：「項目一覧」の選択 

 

⚫ 「登録情報項目を追加」の名称、説明文などを入力する。点、線、面から形状を選択し、

「項目を新規作成」を押下する。 

 

図 8-23 管理画面：「登録情報項目を追加」 

地図 

項目一覧 

○2  
○3  

○4  

○5  

○6  
○7  

○1  
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表 8-6 管理画面：「登録情報項目を追加」の各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  項目名称 凡例や検索時に表示される項目名を入力す

る。 

避難所 

②  グループ 登録先グループをドロップダウンリストか

ら選択する。 

なし 

③  初期表示状態 マップ起動時の項目表示状態を設定する。 表示する 

④  標準縮尺 この項目を表示するのに標準的な縮尺を設

定する。拡大時にこの縮尺で表示される。 

0 

⑤  表示可能縮尺 項目の表示可能な縮尺を設定する。これよ

り広域の縮尺ではレイヤを表示しない。 

0 

⑥  形状 項目の形状をドロップダウンリストから選

択する。 

点 

⑦  登録情報項目

を追加 

設定された内容で項目を追加する。  

 

⚫ 項目一覧に登録した項目が追加される。 
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 管理画面から項目を編集 

⚫ 「メニュー」の「サイト一覧へ」を選択。 

 

図 8-24 地図一覧画面：「サイト一覧へ」の選択 

 

⚫ 「サイト一覧」画面が開き編集したい項目があるサイト名称の右側にある「管理画面表

示」を選択。 

 

図 8-25 サイト一覧画面：「管理画面表示」の選択 

 

⚫ 選択したサイトの管理画面が開き「登録情報」を選択。 

 

図 8-26 管理画面：「登録情報」の選択 

 

サイト一覧へ 

管理画面表示 

登録情報 
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⚫ サイト全体 登録情報項目一覧が開き、編集したい項目の「項目設定」を選択。「項目設

定」ダイアログが表示される。 

 

図 8-27 サイト全体 登録情報項目一覧画面：「項目設定」の選択 

 

⚫ 「項目名称」などを編集し、「項目を更新」を押下する。 

 

項目設定 
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図 8-28 サイト全体 登録情報項目一覧画面：「項目設定」ダイアログ 

○1  

② 
③

 

④ 
⑤

 ⑥ 

⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 

⑫ 
⑬ 

⑭ 
⑮ 

⑯ 

⑰ ⑱ 
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表 8-7 地図一覧画面：「項目を新規追加」ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

① 項目名称 凡例や検索時に表示される項目名を入力す

る。 

避難所 

② 項目説明 項目の説明を入力する。 （なし） 

③ 凡例に表示す

る注釈 

凡例に表示する注釈を入力する。 （なし） 

④ 最小表示縮尺 この項目を表示する最小縮尺を設定する。 0 

⑤ 最大表示縮尺 この項目を表示する最大縮尺を設定する。 0 

⑥ 項目の著作者

情報 

項目の著作者情報を入力する。  

⑦ 項目の所属グ

ループ 

項目の所属先のグループをドロップダウン

リストから選択する。 

サイト全体 

⑧ 項目作成者 項目の所有者を設定します。 システム管理者 

⑨ 項目の状態 選択する場合、地図のクリックと簡易検索

で検索されません。 

 

⑩ 時系列設定 項目の時系列設定を選択する。 

・時系列属性は使用しない。（変更すると過

去の履歴データは削除されます。） 

・時系列履歴管理を有効にする 

 

⑪ UUIDの利用 選択する場合、UUID の利用を有効化しま

す。 

 

⑫ 属性更新日時 選択する場合、属性更新日時を記録しま

す。(UUID の設定が必要です) 

 

⑬ 地物の編集制

限 

選択する場合、属性の編集のみに制限しま

す。（属性情報の変更、ファイルの追加削除

の操作のみ可能になります。） 

 

⑭ 登録者以外の

編集者による

更新 

選択する場合、登録者以外の編集者による

更新を許可します。 

 

⑮ 登録者以外の

編集者による

削除 

選択する場合、登録者以外の編集者による

削除を許可します。 

 

⑯ 表画面での地

図初期表示範

囲 

表画面での地図初期表示範囲を設定しま

す。 

・サイトの設定を利用する 

・範囲を指定 

・地物全体がおさまる範囲 
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⑰ 項目を更新 設定された編集内容で項目をする。  

⑱ 閉じる ダイアログを閉じる。  

 

親子地物機能を利用したい場合は、「UUID の利用」を有効化してください。 

 

 

⚫ 項目が編集される。 
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8.4.2. 地図画面から項目を作成 

 「項目の新規作成」から作成する方法 

⚫ 登録情報の「項目追加」から、「項目を新規作成」を選択する。 

 

図 8-29 地図画面：「項目を新規作成」の選択 

 

⚫ 「名称」「データの説明」などを入力し、「項目を新規作成」を押下する。 

 

図 8-30 地図画面：「項目を新規作成」ダイアログ 

項目を新規作成 

○1  

○2  

○3  

○4  

○5  ○6  
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表 8-8 地図画面：「項目を新規作成」ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  項目名称 凡例や検索時に表示される項目名を入力す

る。 

避難所 

②  項目データの

説明 

項目の説明を入力する。 （なし） 

③  形状 項目の形状をドロップダウンリストから選

択する。 

点 

④  著作者情報 マップ上に表示される項目の著作権情報の

クレジット文字列を入力する。 

○○市防災危機

管理課 

⑤  項目を新規追

加 

設定した内容で項目を作成する。  

⑥  キャンセル ダイアログを閉じる。  

 

⚫ 凡例一覧に項目が追加される。 
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 Shape データから項目を作成する方法 

⚫ 登録情報の「項目追加」から、「Shape ファイル登録」を選択する。 

 

図 8-31 地図画面：「Shape ファイル登録」の選択 

 

⚫ 「参照」を押下、追加する Shape ファイルを選択し、「アップロード」を押下する。

Shape ファイル設定画面が表示される。 

 

図 8-32 地図画面：「Shape ファイル登録」ダイアログ 

 

⚫ 「データ登録」を押下する。描画設定ウィンドウが表示される。 

Shape ファイル登録 
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図 8-33 地図画面：「Shape ファイル設定」ダイアログ 

 

表 8-9 地図画面：「Shape ファイル設定」ダイアログの各名称と概要 

番号 名称 概要 設定例 

①  項目名称 凡例や検索時に表示される項目名を入力す

る。 

避難所 

②  データの説明 項目の説明を入力する。 （なし） 

③  著作者情報 マップ上に表示される項目の著作権情報の

クレジット文字列を入力する。 

○○市防災危機

管理課 

④  Shapeファイル

座標系を指定 

アップロードした Shape ファイルの座標系

をドロップダウンリストから選択する。 

緯度経度（日本

測地系） 

⑤  属性設定 アップロードした Shape ファイルから、登

録する属性の選択と属性名の入力を行う。 

JCODE 

CITY_ENG 

⑥  データ登録 設定した内容で Shape ファイルを登録す

る。 

 

⑦  キャンセル ダイアログを閉じる。  

○7  ○6  

○1  
○2  

○3  

○4  

○5  
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⚫ 色などを設定し「共通描画設定更新」を押下する。 

 

図 8-34 地図画面：「Shape ファイル描画設定」ダイアログ 

 

⚫ 項目が追加される。 
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 属性の設定 

 地物の登録 

e コミマップのマップ画面から、項目、属性を入力した地物をマスタマップ上に配置する。凡例

一覧から１つずつ登録する方法、一括して登録する方法がある 

 

8.6.1. 一つずつ地物を登録 

⚫ 凡例一覧から、地物を登録したい項目の右側の水色のマークを押下し「情報を登録」を

選択する。 

 

図 8-35 地図画面：「情報を登録」の選択 

 

⚫ 項目の形状により点、線、面の三種類毎に分かれるので各々設定を行う。 

点：画面中央に赤矢印が配置されるので、赤矢印をドラッグしたまま登録する位置までドラッグ

して移動する。 

 

図 8-36 地図画面：点の登録 

線：線の角をクリックして描く。最後の頂点でダブルクリックして描画を止める。赤い矢印を押

情報を登録 

ドラッグで移動 
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下したまま移動することによって線は微調整できる。 

 

図 8-37 地図画面：線の登録 

面：頂点をクリックして面を描く。最後の頂点でダブルクリックして確定します。面を囲む線は

微調整できる。 

 

図 8-38 地図画面：面の登録 

 

⚫ 表示される属性を入力し「情報登録」を押下する。 

 

図 8-39 地図画面：「登録・編集ウィンドウ」 

⚫ 地物が登録される。 

    

    

情報登録 

ダブルクリック 

ダブルクリック 

クリック 

クリック 
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8.6.2. 一括して地物を登録 

予め表形式の情報を用意する。 

 

 データの一括登録 

⚫ 画面下部の「情報一覧」を選択する。「項目」のドロップダウンリストから、地物を登

録したい項目を選択する。 

 

図 8-40 地図画面：「情報一覧」 

 

⚫ 「高度な処理」から「一括登録」を選択する。「データ一括登録」のダイアログボック

スが開く。 

 

図 8-41 地図画面：「一括登録」の選択 

 

⚫ タブ「テキスト登録」で「登録する項目」のドロップダウンリストから項目を選択する。

表形式の情報をコピーして、枠に貼りつける。 

情報登録 

項目 

一括登録 
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図 8-42 地図画面：「データ一括登録」ダイアログ 

 

⚫ プレビューで確認し、「データ登録」「OK」を押下する。 

 

登録する項目 
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 位置情報の取得 

⚫ 「情報一覧」の「項目」のドロップダウンリストから位置情報を取得したい項目を選択

する。 

 

図 8-43 地図画面：「情報一覧」>「項目」の選択 

 

⚫ 「編集」の左のチェックボックスにチェックを入れ、「住所位置変換」のドロップダウ

ンリストから住所の記載されている属性を選択する。 

 

図 8-44 地図画面：「住所位置変換」の属性設定 

 

⚫ 「位置確認」を押下する。位置情報が取得される。 

 

図 8-45 地図画面：「位置確認」の押下 

項目 

チェックボックス 

位置確認 

住所位置変換 

位置情報が取得されると、文字の

色が変化する。 
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⚫ 「一括登録」を押下する。「位置情報」の欄に「表示」という文字が表示されれば、正

常に処理が完了している。 

 

図 8-46 地図画面：「一括登録」の押下 

 

 

 公開ビューの作成 

e コミマップの登録情報レイヤには公開ビューを作成する機能があり、公開ビューを作

成すると、本システムのリスト画面・地図画面にて各地物に公開フラグを設定できるよ

うになる。 

公開ビューの作成方法については、eコミマップの操作説明書(地図管理画面)の「3.1サ

イト管理画面」「(3)公開ビューの作成」を参照すること。 

※表示名はデフォルトで「公開」（Public）であるが、設定ファイルで変更できる。

（詳細は、インストールマニュアルを参照） 

  

一括登録 

位置情報が登録されると、「位置情

報」に「表示」の文字が表示される 

登録された項目 
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 縮小地図の設定 

地図画面の右上に表示される縮小地図は、e コミマップのサイトオプション設定の「広

域地図WMSサーバURL」で設定する。OpenStreetMapやWMS・XYZを指定できる。

URL を空欄にした場合は、縮小地図は表示されない。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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  問い合わせ先 

国立研究開発法人 防災科学技術研究所 

総合防災情報センター 

E メールアドレス：support_cloud@bosai.go.jp 

住所：〒305-006 茨城県つくば市天王台 3-1 

http://ecom-plat.jp/k-cloud/ 

 

http://ecom-plat.jp/k-cloud/

